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「出て行って下さい」

　静まり返った店内に、僕──支はせ倉くら奈な津つ生きの声が響ひびき渡わたった。するとすぐ、小競ぜり合いをしていた片割れの男が、怒いかりの鉾ほこ先さきを僕に変えてくる。

「……てンめぇ、何云いってやがるんだコラァ！」

　チンピラ風ふ情ぜいの外見そのままの、お決まりの文句に、僕はまたかと思ってこっそりとため息をついた。

　このところ、何故なぜかこういう柄がらの悪い客が多い。繁はん華か街がいから外れた人通りの少ない地味な立地にある小さなバーなため、こういったタイプの客が現れることはいままで滅めつ多たになかったというのに。

「騒さわぎは困ります。他ほかのお客様のご迷めい惑わくになりますので、早々にお引き取り下さい」

　冷ややかな視線を向けながら淡たん々たんと告げると、男は薄うす暗ぐらい店内でもそれとわかるほど怒りに顔を赤くし、僕の胸むな元もとを摑つかみ上げてきた。

「何だその目はぁ！」

　構える間もなく拳こぶしを振ふりかぶられ、僕は咄とつ嗟さに目を瞑つぶる。大たい抵ていは『警察を呼んだ』と云うと、難なん癖くせをつけながらも出ていくのに、今回はそれを告げる暇ひまもなかった。

「…………？」

　だが、いつまで経たっても覚かく悟ごしていた痛みは訪おとずれない。代わりに少しすると、苦しげな呻うめき声と、呆あきれたような声が聞こえてきた。

「く…っ！」

「おい。あんたの相手は俺だろう？」

　何が起こったんだ……？

　耳に残る低い声に、閉じていた瞳ひとみを開けると、僕の胸を締しめ上げていた男の手が、横から伸のびた誰だれかの手に摑まれていた。

「……え……？」

　間に入ってきた手の主は、小競り合いをしていたもう一方の男だった。

　信じられないほどの威い圧あつ感と、目を逸そらすことのできないくらいの存在感。

　切れ上がった眉まゆ、瞳の奥に覗のぞく肉にく食しよく獣じゆうを思わせる鋭するどい視線。硬こう質しつそうな漆しつ黒こくの髪かみは後ろに流すようにセットされ、野性的な風ふう貌ぼうを更さらに際きわ立だたせている。

　見慣れない…いや、この店では見たことのない男だ。ただパッと見でも、隣となりにいるチンピラ風情の男とは、明らかに格が違ちがうのがわかった。

「あんたが売ってきたケンカだろう。責任持って、最後まで全うしてもらいたいもんだな？」

　ニヤリと笑って告げられた言葉は、溢あふれるほどの自信に満ちている。

「っ…てめぇ…」

「どうする？　いまならキャンセルしてやってもいいんだぜ？」

　見た目よりもずっと強い力で摑まれているのか、強がる言葉とはうらはらに、僕の襟えり元もとを摑んでいた手からは、次し第だいに力が抜ぬけ落ち始めた。

「それとも──本当の狙ねらいは『こっち』だった、ってわけか？」

「ぐああぁあっ」

　握にぎり込まれた男の手首が、ミシリと音を立て、痛みに正直な絶ぜつ叫きようが店内にこだまする。

　次の瞬しゆん間かん、チンピラ風情の男は、飛び退すさるようにしてその男と距きよ離りを取った。

「…くそっ、覚えてろよ！」

　そして、いまどきまだ口にするやつがいるのかと思うほど使い古された捨て台詞ぜりふを残し、店から逃にげ出して行ったのだった。

「…………」

「───呆れたやつだな。そんな細っこい体で騒ぎに首突つっ込んでくるなんて、勇気があるんだか無む謀ぼうなんだか」

　男は僕のほうに視線を向けると、髪を片手でかき上げ、唇くちびるの端はしを上げて薄い笑えみを浮うかべる。

　騒ぎの元げん凶きようが、自分のことを棚たなに上げて何を云っているんだ。

「先さき程ほども申し上げました通り、他のお客様のご迷惑になります。このところ、あなた方のような方々が増えていて困っているんです。出て行ってもらえませんか？」

　いつもはもっと穏おん便びんに話をつけるはずの僕が、今日は言葉を止めることができない。目の前の男の挑ちよう発はつ的な態度に触しよく発はつされているのだろうか…？

「な、奈津生さん…っ、下手なこと云わないほうがいいよ」

　近くの席で吞のんでいた常連客が、不安そうな声で僕を諫いさめたけれど、もう云ってしまった言葉は戻もどせない。

　今日はオーナーも留守にしているし、店を守るためにも、ここで怯ひるんではダメだと睨にらむ瞳に力を込めたけれど、男はただ僕の顔を凝ぎよう視ししているだけだった。

「なつき……？」

　呟つぶやきと共に、それまで興味本位でしかなかった視線が、突とつ然ぜん真しん剣けんなものに変化した。

　突き刺さすようにして、まっすぐに向けられたそれに、僕の心臓は何故かドキリと大きく跳はねる。

　な…何なんだ、いったい……。

「な…なんですか……？」

　急に落ち着かなくなった胸の内に困こん惑わくしつつも、動どう揺ようを押し隠かくし、表情を取り繕つくろう。居い心ごこ地ちの悪さに問いかけると、男は幽ゆう霊れいでも見たかのような表情で反対に訊たずねてきた。

「お前……支倉奈津生か…？」

「え…？」

　何で、この男が僕の名前を知ってるんだ!?　もしかして、以前に店から叩たたき出した客の仲間か何かだろうか…？

　逆さか恨うらみに思って、僕の素す性じようを調べたのかもしれない。

「だ…だったら、何だって云うんですか？」

「……いや。───それより、そうやって無謀な真似まねばかりしていると、悪い男につけ込まれるぞ？」

「あなたに心配される謂いわれはありません」

「そんな日本人形みたいな顔をして強ごう情じようだな。どこにも傷なんてついてないだろうな？」

　顎あごを摑んで持ち上げ、検分される。その失礼極きわまりない行こう為いに、ますます頭に血が上り、考えるよりも先に手が出てしまった。

「やめて下さい！」

「───っ!!」

　ピシリと乾かわいた音が辺りに響く。どうせ殴なぐるなら拳にしておけばよかった。こんな失礼なやつに手加減なんか必要ないのに。

「やっぱり、気が強いな。俺を殴るとは随ずい分ぶんと度胸がある」

　男は目を一瞬見開いて、感心したように僕の顔をまじまじと見つめる。

「……僕はこの店を預かるものとして、責任を果たしたまでです」

　声が震ふるえてしまわないように毅き然ぜんと返しながらも、脈は激しくなっていくばかり。

　だけど、何をしでかすかとハラハラしながらも、侮ぶ辱じよくの言葉を笑って聞き流せるほどの心の余よ裕ゆうを、いまの僕は持ち合わせていなかった。

　ところが、そんな僕の懸け念ねんを他所よそに、男は突然腹を抱かかえて笑い出したのだ。

　僕も周囲も呆ぼう然ぜんとする中、男はひとしきり笑ったあとおもむろに告げた。

「その気の強さに免めんじて、今日は黙だまって帰ってやろう」

「え……？」

「俺の名前は黒くろ川かわ龍りゆう二じだ」

「は？」

　そう云って、男はジャケットのポケットから万札を抜き、テーブルへ置いた。

「お代はけっこうです」

「そうはいかない。今日は楽しく酒を吞ませてもらったからな」

「……かしこまりました、少々お待ち下さい。ただいま、お釣つりをご用意いたします」

　本当は、こんなやつから一銭も受け取りたくはなかった。ここで余計な金を受け取ってしまったら、あとでどんな文句をつけられるかわからないからだ。

　とはいえ他ほかの客の手前、ここで押し問答をしているわけにもいかないと判断し、僕は仕方なく注文を受けた分の金額だけは受け取ることにしたのだが……。

「釣りはいらない。迷惑料だと思っておけ」

「そういうわけにはいきません」

「───じゃあ、代わりのものをもらっておこうか」

「代わりのもの…？」

　眉をひそめて聞き返すと、黒川は後ろで結ゆった僕の長い髪をくっと引っ張り、そうして上向かせた唇に──キスしてきたのだ。　>>>♥

「ん…っ!?」

　ぬるりと入り込んできた舌は、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに僕の口こう腔こうを搔かき回し、官能を奮い立たせていく。

　一瞬の後、慌あわてて抵てい抗こうを試みてみるけれど、どう足あ搔がいても摑つかまれた腕うでを振ふり解ほどくことができない。

　その上、望んでもいないキスだというのに、突然のことに男の技ぎ巧こうに嫌けん悪おを感じている暇もなく、体の奥がざわめき始めてしまい、更に僕の焦あせりが増していく。

「ん…んん……っ」

　流されてしまいそうになる意識を必死で食い止め、力を振り絞しぼって突き飛ばそうと身構えた途と端たん、黒川は素早く僕から離はなれていった。

「───美味うまかった」

「…っ」

　投げられたその言葉に、僕は咄とつ嗟さに返す言葉を見つけられなくて。我に返りふざけるなと怒ど鳴なりつけようとしたときには、黒川はすでに店の外へと出た後だった。

　悔くやしさに拳こぶしを握りしめたけれど、怒いかりのやり場はすでになく、僕はただ黒川が出ていったドアを睨みつけることしかできなかったのだ……。
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　……本当に昨日は災難だった。

　けど、いつまでもあの気分の悪さを引き摺ずっていても仕方ない。

　年に何度かはああいったツイてない日があるものだと自分に云いい聞かせながら、僕は店のドアに鍵かぎを差し込んだ。

「……あれ？」

　鍵が開いてる。

　確か今日、オーナーは遅おそ番ばんだったはずじゃ……？

　この店の従業員は経営者である坂さか下したさんと僕の二人きりだ。小さなバーということもあるけれど、このご時世、例に漏もれずの経営難で、これ以上人件費をかけられないのが実情だったりする。

　あまり給料もいいとは云えず、バーテンの腕を買ってくれた他店から引き抜ぬきの話もありはしたけれど、僕はこの店が好きだったし、世話になってきたオーナーへ恩を返したい気持ちもあって、ここで働き続けていた。

「オーナー？　もう来てらっしゃるんですか？」

　鍵をポケットにしまいながら、普ふ段だんと変わらぬ動作でドアを開けた僕は、中にいた人物に我が目を疑った。

「思ったより来るのが早かったな」

　そこには昨晩、自分に無礼を働いた黒川と、そいつにつき従うように一人の男が立っていたのだ。

　どうして、こいつがこんなところに…!?

　まさか、昨日のことでクレームをつけにきたのだろうか？

　いや、だったら何故なぜ店内にいるんだろう？　オーナーが招き入れたとしても、肝かん心じんのオーナーの姿は見当たらないし…。

「何であなたがここにいるんですか？　不法侵しん入にゆうで警察を呼びますよ」

「そう熱いきり立つな」

　どうして、僕がこの男に宥なだめられなければならないんだ。バカにされているとしか思えない。

　口で云ってもわからないならと、携けい帯たい電話を取り出した僕に、黒川はくっと笑う。

「無む駄だなことはやめておけ。この店の権利は、今日から俺にあるんだからな」

「な…何を云ってるんですか!?　笑えない冗じよう談だんはやめて下さい！」

「冗談ではありません。今朝、契けい約やくを取り交かわしましたので、現在この店は土地ごと黒川の名義になっています」

　それまで黙って黒川の傍かたわらにいた男が口を開いた。そして、手にしていた封ふう筒とうから書類のようなものを取り出し、証しよう拠ことして突つきつけてくる。

「……そんな……」

「あなたが信じようと信じまいと、これは事実ですよ」

「古こ城じよう、そう追い詰つめるな。───ああ、紹しよう介かいしておこう。こいつは古城。俺の部下で右腕のような男だ。お前も俺の下もとで働いてもらうからそのつもりでいろ」

　何を云っているんだ…この男は…？

　不ふ遜そんな態度で命じられ、あまりの理り不ふ尽じんさに怒りが込み上げてくる。

「誰だれがあなたなんかに従うと…っ」

「お前の意思は関係ない。事情はその手紙に書いてある。……読んだら上に来い」

　そう云って、黒川は僕に白い封筒を手て渡わたすと、経緯いきさつを問い詰めさせる間も与あたえず店の上にある事務所へと上がって行ってしまった。

　すると、後を継つぐようにして、古城と紹介された男が僕に話しかけてくる。

「説明不足で申し訳ありません。ですが、それを読まれれば少しは事情が理解できるかと。まあ、納なつ得とくがいくかどうかは保証できませんが」

「……！」

「私はあなたが黒川の許もとへ向かわれるのを見届けた後、社に戻もどりますので、早くしていただけるとありがたいのですが」

　微笑ほほえみながら発された事務的な言葉に、苛いら立だちを覚えた。だけど、そんなものを気にするのも悔しくて、僕は古城の言葉に耳を貸さないことに決める。

　こんなやつらが云うことなんて、信じられない。でも、封筒に書かれている『支倉奈津生様』という宛あて名なは、オーナーの筆ひつ跡せきであることは間ま違ちがいなく、僕はひとまずそれに目を通すことにした。




『支倉奈津生様

　話はすでに聞いていると思うが、今日この店の権利を黒川氏に全すべて譲ゆずり渡した。

　この店をそのまま残すには、これしか方法がないと判断し、決断に踏ふみきった。黒川氏は、君が店に残ってくれるなら、いままで通り営業を続けてくれると約束してくれたので、詳くわしくは氏から聞いて欲しい。

　今回のことは突とつ然ぜんで、本当にすまないと思っている。直接話すことができないのは本当に残念だが、あとのことはどうかよろしく頼たのむ。


坂下』　　　　　






　短い文面に目を通したあと、僕は信じられない気持ちでいっぱいになった。

　何故、オーナーが……？

　聡そう明めいな彼があんな質たちの悪い男に、大事にしていたこの店を進んで譲り渡すなんて到とう底てい考えられない。騙だまされているのか、それとも脅おどされたのか。何にせよ、この手紙からその真意を量り知ることはできなかった。

「……っ」

　当然のごとく納得がいかなかった僕は、古城に言葉もかけず、事務所兼けんオーナーの住まいとなっている二階へと足を向けた。

「失礼します」

　事務所に入ると、事務机にもたれかかる黒川の姿があった。だが、その周囲にあるはずのオーナーの私物が見当たらない…。

「現状を理解したか？」

「どういうつもりなんですか？　これは昨日の仕返しですか？」

　たったそれだけのための割には事が大がかりすぎるけれども、こういう人間は金銭感覚が一いつ般ぱん人じんと違うのかもしれない。

「仕返し？　俺はただ、お前とこの店が気に入っただけだ」

　黒川はせせら笑いながら、そう云う。

　気に入った？　だから、この店を買い上げたというのか？

「───俺はお前ごと、この店を買った。だから今日からお前は俺のものだ」

「何す……っ」

　高飛車に宣言され、腕うでを引かれて抱だき込まれる。僕の咄嗟の抵てい抗こうも、圧あつ倒とう的な力の差の前では無力に等しかった。

「放せ！　僕に気安く触さわるな…！」

「この店の代金を、お前が肩かた代がわりできると云うなら、やめてやってもいい」

「……代金？」

　思わず動きを止め、おうむ返しに聞くと、黒川は僕を拘こう束そくしていた腕を解ほどいた。

「ここの経営状態が最悪だったことくらい、おまえも知っているだろう？　ここの借金は、もう取り返しがつかないくらいの負ふ債さいになっていたんだよ。あの爺じいさんは俺の支し払はらった金で借金を返したってわけだ」

「う…噓うそだ……」

　そんなこと、手紙では一言も触ふれられてはいなかった。それに確かにこの一年、赤字の月が大半を占しめてはいたけれど、オーナーは借金のことなど口にしたことはなかったのに……。

「さすがに借金のことまではお前には云い出せなかったようだが、事実だ。信じられないなら、あとで契約書を見せてやろう」

「……いくらなんですか？」

「三億」

「三億……」

　黒川に告げられた金額は、僕の想像を遥はるかに越こえた額だった。僕個人で頑がん張ばったところで、どうにかなるような桁けたではない。

　落らく胆たんの思いが、胸を圧あつ迫ぱくする。

「俺はそんな破格の値段で買ってやった上に、この店をいままで通りの形で営業させてやろうって云ってるんだ。ありがたく思え」

「……どうして、そんな……」

　一銭の得にもならないようなことを、この男はしようと云いうのだろう？

　ここは、店を生き甲斐がいにしていたオーナーのこだわりがあってこそ、営業が続いていたのだ。負債をなくしたところで、この店で儲もうかるとは考えられない。

「云っただろう？　お前とこの店が気に入ったんだ」

「バカにするな！　僕は絶対にあなたの下でなんか働くつもりはない！」

「ふん…」

　黒川は鼻で笑うと、再び僕の体へと手を伸のばし、腰こしを無理矢理引き寄せた。

「は…なせ…っ」

　密着する体を必死で押し返してみるけれど、やはりビクともしてくれない。

「手紙に書いてなかったか？　俺がこの店を譲り受ける条件が」

「条件…？　何のことを云って……？」

　云われて、手紙の内容を反はん芻すうする。

　そうだ。確か『君が店に残ってくれるなら』と、そう書いてあった。だが、そんな一方的な約束に強制力はないはずだ。

　そう云おうとした矢先、黒川は口元に笑えみを浮うかべて先手を打ってきた。

「お前が承しよう諾だくしないと云うなら、この話はなかったことになる。そうすれば、またあの爺さんは抱かかえきれない借金に苦しむことになり、ここもすぐに差し押さえられるだろう」

「オーナーが……」

「もちろん、逃にげ出すことだって可能だ。だが、お前にそれができるのか？」

　───恩人を見捨てて安全な場所へ逃げるか、諦あきらめて全てを受け入れるか。

　突きつけられた現実は、選せん択たく肢しなど初めからないに等しい無情なものだった。

　僕が逃げ出せば、オーナーに負担が全て行くことは間違いない。それがわかっているのに、どうして僕が逃げ出すことなどできるだろう……。

「そんな……そんなこと……」

　自分の置かれた状じよう況きようは、そう難しいものじゃない。けれど、頭は現実を理解することを確実に拒こばんでいた。これは悪い夢なんだと、思い込んでしまいたい…でも…。

「───口で云ってもわからないなら、体にわからせてやろうか？」

「あ…っ!?」

　次の瞬しゆん間かん、僕の体は事務机の上に押し倒たおされていた。足は中ちゆう途と半はん端ぱに浮き上がり、両手は頭の上でひとまとめにされる。

「何のつもりですか!?」

「ここまでされておいて、いまさら何のつもりもないだろう。お前はもう、俺のものなんだ───奈津生」

　現実を突つきつけるためか、殊こと更さらはっきりと発音される僕の名前。逆らうことは許さない───低く重みのある声には、そんな言葉を含ふくんでいるかのようだった。

　一瞬その声の迫はく力りよくに縛いましめられ、動きを止めると、僕のシャツを黒川が乱暴に引きちぎった。いくつかのボタンが弾はじけ飛び、乾かわいた素す肌はだが晒さらされる。

「やめろっ！」

　同性に裸はだかを見られることくらい恥はずかしがることでもないけれど、欲望を露あらわにした視線が体を這はうのは、決して気持ちのいいものじゃない…。

「思った通り、綺き麗れいだな」

　肌を撫なで回す手つきは躊ちゆう躇ちよがなく、触れられた場所がチリチリと疼うずいていくことに内心動どう揺ようしながらも、僕は歯を食いしばる。

「……っ、何を…考えてるんですか？　僕は、男なんですよ？」

　必死になって胸を探さぐる手の平の感かん触しよくに耐たえながら問いかけると、黒川はそれをまたもや鼻先で笑い飛ばした。

「だからどうした？　こんなところで商売してるんだ、そういう嗜し好こうの人間がいることくらい知ってるだろう？」

「……それは…」

　云われた通り、仕事中に同性の客に口説かれたことは何度もあるし、別にそういった嗜好に偏へん見けんを持つつもりはない。

　だが、まさか自分がそちら側へ足を踏ふみ入れることがあるなんて──それが強ごう引いんにだとしても──考えたことなどなかった。

「……ですが…どう見ても、あなたは男が好きなようには見えませんけど？」

　纏まとう空気が、何人もの女を泣かせてきたと物語っている。悪い男だとわかっていても、それでも女が群がってくる、そんなタイプの男だ。

「まあな。ただヤるだけなら、女のほうが楽でいい。勝手に足を開くしな」

「だったら…！」

　それならば、あえて抵抗する男を相手になどしなくてもいいじゃないか。僕を手てな慰ぐさみにする必要なんかないはずだろう!?

　僕はこの男の気き紛まぐれを、どうにか思い直させるために食い下がろうとしたのだけど。

「───往生際ぎわが悪いな。云っただろう？　俺はお前が気に入ったんだ」

「あ…っ！」

　近づいてきた鋭するどい双そう眸ぼうに身構えると、黒川は背そむけた僕の顎あごのラインを舐なめ上げ、その先にある薄うすい耳みみ朶たぶを軽く嚙かんだ。

「男は初めてか？」

「当たり前……、あ…っ」

　くちゅりと耳の中に舌先が差し込まれる。ぞわりと広がった感覚に身み震ぶるいする僕の耳元で、黒川は潜ひそめた声で囁ささやいてきた。

「なら、俺が一から仕込んでやろう。すぐに俺なしではいられない体にしてやる」

「……っ！」

　怒いかりと羞しゆう恥ちと、それから……得体の知れない感情が湧わき上がり、体の芯しんが熱くなる。

「まずは、男を覚えてもらおうか」

「な……っ、あっ！　くぅ…っ」

　下か肢しに伸びてきた手が、服の上から僕の中心部に触れてくる。

　遠えん慮りよの欠片かけらすらない手つきでまだ柔やわらかいそこを撫で回され、大きな手の中に握にぎり込まれると恐きよう怖ふに体が竦すくんだ。

「や…やめ……っ」

　けれど揉もみしだかれると、望んでいない刺し激げきのはずなのに、そこは正直な反応を見せ、否いや応おうなしに覚えのある感覚が引き摺ずり出され始める。

　そんな自分の体の変化を信じたくなくて、僕は無意識にかぶりを振ふった。

「怖こわいのか？」

「誰だれが…！」

　からかうような口調が腹立たしくて、思わず反論してしまう。それは矜きよう持じや理性というよりも、意地のようなものだったかもしれない。

　本当は自分を組み敷しく男の体も手も、瞳ひとみさえも、怖くて仕方がなかった。

「ふん、覚かく悟ごを決めたということか？」

「あ……っ!?」

　黒川は手早く僕のベルトを外し、緩ゆるめたウエストから内側へと手を差し込んでくる。そして躊躇ためらいもせず下着の中へと入り込んできたかと思うと、硬かたくなりかけていた僕の欲望を直じかに包み込んだ。

　変化した形を思い知らせるように、根元から先せん端たんまでをゆっくりと撫で上げられ、羞恥に体が硬くなる。

「体は正直だな？」

「やっ……、ん……く…っ」

「嫌いやならこんなにならないだろう？」

　昂たかぶりを弄もてあそばれ、言葉でも嬲なぶられる。じわりと潤うるんだ先を爪つめの先で引っかかれ、ビクリと腰こしが跳はねた。

　憎にくいはずの男に施ほどこされる強制的な行こう為いなのに、感じてしまうなんて……。

　僕は、自分の体がこんなにも欲望に弱いのだということを初めて知った。

「んっ、いや……やめてくださ……っ」

「噓うそをつくのはよくないな。ここもこんなに尖とがらせてるくせに」

「あッ、んぅ…」

　そう云いって、黒川は僕の胸の小さな突とつ起きを見せつけるように舐め上げる。ねっとりとした生温かい感触に、皮ひ膚ふが粟あわ立だった。

　硬くしこったそこを舌先で転がされ、吸い上げられると、黒川の手の中の昂りがますます熱を帯び、先走りに濡ぬれていく。

「随ずい分ぶんと適性があるようだが？」

「ちが…っ、んん…っ！」

　かぶりを振って否定しようとした矢先、唇くちびるに含まれていた尖りに痛みが走った。舌で弄いじり回されて鋭えい敏びんになったそこに、黒川は歯を立てたのだ。

「往生際が悪い。意地なんて、いつまでも張っていられるものでもないだろう？」

「余計な───んく…っ」

　反論しようとした口は、簡単に塞ふさがれてしまう。唇の隙すき間まから黒川の舌が侵しん入にゆうし、まるで別の生き物のように口こう腔こうで蠢うごめく。

「ふ…ぅ……っ」

　擦こすれ合う舌の表面が痺しびれ、頭の中がぼやけてくる。いままでしてきたキスは、全て子供騙だましのものでしかなかったと思えるほど、黒川のキスは巧たくみだった。

　───でも……。違ちがう、こんなのが気持ちいいだなんて、噓だ。

　一瞬でもそんなふうに感じてしまった自分が許せなくて、僕は思わずぎゅっと掌てのひらを握りしめる。

　一いつ矢し報むくいるならいましかないと、僕は口の中を搔かき回す舌に思い切り歯を立てた。

「……っ！」

　すると、小さく呻うめき唇を離はなした黒川は痛みに顔を歪ゆがめ、口元を手で覆おおう。

　その隙に僕は自由になった体を起こし、唾だ液えきに濡れた唇を手の甲こうで拭ぬぐった。

「…はあ、はあ」

　荒あらい呼吸を繰くり返しつつ、僕は逃にげ出す隙を見つけるために視線を彷徨さまよわせる。だが、目が合った途端、黒川は予想外にもその表情を、笑えみへと変へん貌ぼうさせた。

「……お前のことを甘く見すぎていたようだな」

「い…っ!?」

　突然、体を裏返され、僕は黒川によって両りよう腕うでを背中できつく捻ひねり上げられる。

　驚おどろきと痛みのあまりまともに声を出すことすらできずにいると、無理矢理引き下ろされたシャツで捻られた腕を縛しばり上げられてしまった。

「躾しつけは初めが肝かん心じんだったな。まだ、わかってないようだから思い知らせてやる。逆らわないほうが身のためだとな」

「や……っ!?」

　乱暴に着衣を下げられ、下肢を暴あばかれる。上半身を机に押しつけられ、否応なしに腰を黒川へと突つき出すことになった僕は、その無防備な格好に羞恥と恐怖を感じた。

「放…せ…っ」

　もがくように腕を動かすと、キツく縛られた腕がシャツに擦れて痛みが僕を襲おそう。

「そうやって、自分の非力さを充じゆう分ぶん味わっておけばいい」

「つ…っ！」

　片方の手で後ろの狭はざ間まを押し開かれたかと思うと、そこから乾かわいた指先が入り込んでくる。無理に中へと押し入られ、内ない壁へきが引き攣つれた。

「いっ…た……」

　内臓がせり上がってくるかのような異物感と未知の行為への不安が、体を強こわ張ばらせる。だが、そんな僕の様子など無視して、黒川は狭せまい内部で強ごう引いんに指を動かし、そこを更さらに拡ひろげようとしてきたのだ。

「狭いな…こんなんじゃ、俺のはくわえられないぜ？」

「ぅく…っ、ん…ぁあ……っ」

　拒こばむために力を込めると、入り込んだ指の形をリアルに感じてしまい、それが嫌で力を抜ぬくと、もっと奥への侵入を許すことになってしまう。その上、いつの間にか反応しかけていた昂りに指が絡からみつき、強引に官能を追い上げようとしてくるのだ。

「ここはもっと欲しいと云ってるようだが？」

「そんなのっ、あ……っあ、あぁ…っ」

　増やされた指が内壁を圧あつ迫ぱくする。

　だが、前のほうへと鉤かぎ状じように曲げられた指が粘ねん膜まくの一部を引っかいたときに訪おとずれた感覚に、僕は困こん惑わくしてしまった。

　何なんだ、これ……？

　だけど、その疑問に答える声はなく…。

「ひぁ…っ、あ…ぁ……あっ！」

　次の瞬しゆん間かん、体を走り抜けた明らかな快感に耐たえきれず、僕は悲鳴を上げていた。　>>>♥

　しこった場所を指先で弄られると、唇から甘い吐と息いきまで零こぼれてしまう。

「気持ちがよくて仕方ないんだろう？　ずいぶんといやらしい体だな。本当に男相手は初めてなのか？」

「ちが…っ、知らな……こんな……」

　そこを刺激されることが快感へ繫つながることは知識では知っていたけれど、こんなふうに乱れてしまう自分自身を、僕はにわかには信じることができなかった。

「だから教えてやってるんだろう？　お前がどんな人間なのか、そして…」

「あ…あ、あっ!?」

　ふいに僕を容よう赦しやなく追いつめていた指がずるりと抜かれ、その喪そう失しつ感に体の中に空くう洞どうができたかのような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。

「───これからお前が誰のものになるのかを、な」

「───っ!!」

　息をつく間もなく僕を襲った引き裂さくような痛みに、声にならない悲鳴が上がる。

　それまで黒川の指に犯おかされていた場所へとあてがわれた熱いものによって、僕は勢いよく貫つらぬかれたのだ。

　指とは比べ物にならない存在感が体内を占せん領りようし、粘膜は男の形に開かれていく。

「…っく、う……」

　元々異物を受け入れるようにはできていない狭い器官を、ギリギリまで押し開かれる痛みに、じわりと涙なみだが滲にじんでくる。

「そんなに締しめつけるほど、これが欲しかったのか？」

「……っ」

　違う！　そんなわけない!!

　だけどそう思っても、痛みに耐えて奥歯を嚙かみしめるのに必死で、言葉など紡つむぐこともできない。

　ぬめりのない内壁を擦り上げるようにして入り込んでくる楔くさびは熱く、みっちりと隙間なく繫がり合った場所は、中から焦こがされてしまいそうだった。

「ひぁ…っ！」

　奥をぐっと突き上げられ、短い悲鳴が上がる。

「あまりキツくするな。これじゃ、擦ってやれない」

「なっ……、あ……あ……っ」

　からかいの言葉を投げながらも、黒川は絶えず腰を動かしてくる。

　引き攣れるような痛みと体の内側を擦られ生まれる刺し激げきに、僕はもうただ啜すすり泣くことしかできなかった。

「……ほら、痛みだけじゃなくなってきたんだろう？」

「あ…あぁ…っ、んん…っ」

　しばらくすると黒川の指し摘てき通り、僕の声が、少しずつ甘さを帯びてきていることに気がついた。

　……何で？　乱暴に体を揺ゆすられ、道具のように犯されているというのに───。

「思った以上に、淫いん乱らんな体じゃないか」

「んぁ…っ、あ、あー…っ」

　抉えぐる角度が変わると、新たな快感がじわりと最さい奥おうから生まれ始める。奥深くを突かれ、ぐちゃぐちゃに搔き乱され、僕はなけなしの理性すら奪うばい取られそうになった。

　もう何もわからない。何も考えたくない。

「奈津生───お前はこれで俺のものだ」

　投げつけられた不ふ遜そんな言葉に怒いかりや苛いら立だちを覚えたけれど、次から次に押し寄せる快感の波に攫さらわれて───僕の意識は、すぐに霧む散さんしていったのだった…。










「……っ！」

　闇やみに落ちていた意識が、突とつ然ぜん覚かく醒せいした。

　反射的に飛び起きた僕は、襲ってきた目め眩まいに目元を押さえ、深い息を吐はく。

　意識を失っていたのか……。

　それも無理もない。あんな無茶な行こう為いをされたのだ。自分が男に抱だかれることになるなんて、いままで想像もしたことがなかったというのに……。

「…………」

　───誰だれか、これが全すべて夢だと云いって欲しい。まだ覚めない悪夢なのだと。

　けれど鈍にぶい体の痛みが、受け入れがたい現実を確かに裏づけている。

ふと体に視線を落としてみると、着衣は直されており、弾はじけ飛んだ部分以外はボタンもかけられていた。

　そういえばあの男はどこに行ったのだろう？　この部屋には気配を感じられない。

　僕はいつの間にか横たわっていた事務所のソファーから、ゆっくりと体を起こす。

「……そうだ」

　オーナーに連れん絡らくを取るのなら、いまのうちかもしれない。

　人の良いいオーナーのことだ。絶対に、あの黒川という男に騙だまされているに決まってる。早く黒川の本ほん性しようを告げ、契けい約やくを取り消させなければ……。

　そう思い、床ゆかに落ちていたカバンから慌あわてて携けい帯たいを取り出し、オーナーの番号をコールした僕は、聞こえてきた音声にまたもや愕がく然ぜんとしてしまった。

『お客様のおかけになった電話番号は、現在使われておりません───』

「噓うそ…だろ…？」

　電話番号を変えたなんて話は、オーナーから聞いていない。なのに、昨日の今日で繫がらなくなるなんて、おかしすぎる…。

「気がついたのか？」

　呆ぼう然ぜんとソファーに座り込んでいると、背後から黒川の声が聞こえてきた。

　───全ての元げん凶きようは、この男だ。

　僕は体の痛みを堪こらえながら立ち上がると、黒川に向かって食ってかかる。

「オーナーをどこへやったんだ!?」

「居場所を聞いてどうする？　お前がされたことを話して、契約を取り消させようってつもりか」

「……っ」

　図星を指され言葉に詰つまると、僕の足元へ黒川は何かを投げて寄よ越こした。

「教えてやってもいいが、それを見たら気も変わるだろう」

　……何だ…？

　怪け訝げんに思いながら足元に落ちたカードのようなものを拾い上げた僕は、次にそこに写し出されていたものに目を見張った。

「……こん…な…」

「保険をかけさせてもらった。何が云いたいかわかるよな？」

　黒川が投げてきたものは、『僕の』写真だった。

　手て酷ひどく抱かれた直後か、白はく濁だくを纏まといぐったりと横たわる自分の裸ら体たいが、そこには余すことなく写し出されている。

「いますぐ見られるのはこれだけだが、まだ他ほかにもあるぜ？」

「────」

「よく考えてみろ。あの善良そうな爺じいさんに、男の慰なぐさみものになるのが嫌いやだから契約を取り消して下さいなんて、お前が云えるのか？」

　嘲あざ笑わらうような言葉に、全身から血の気が引いていく。逃にげ道の全てを塞ふさがれて、残されたのは目の前に開いた奈な落らく。

　絶望感に、僕は打ちのめされた。

「お前は今日からここに住め。そうだな、近いうちに改装してやろう。欲しいものがあったら先に云っておけ」

　だが黒川は、そんな僕の反応などおかまいなしに淡たん々たんと告げてくる。

　どうして、なぜこんなことになってしまったんだろう…。それに、この男が僕を手に入れようとする理由が全くわからない。

「……何がしたいんですか？」

「あ？」

「僕にはあなたのしたいことが理解できません！　何で、何で僕なんかを……」

「もうお前は俺のものだ。『なんか』なんて云わないでもらおうか？」

　───こいつ…っ！

　答えようとする意志を全く感じさせない返答に、僕は苛立ちを露あらわにした。

「話を逸そらさないで下さい！」

「俺は、俺の好きな場所で好きな酒が吞のめて、好きなときに好きに抱ける相手が欲しかっただけだ。───その目的に『ここ』はうってつけだろう」

「な…っ」

　つまり、自分の遊び場を作るためだけに、オーナーが大切にしていたこの場所を手に入れたというのか？

　だけど、何様のつもりだと叫さけびかけた僕は、視界に飛び込んできた例の写真に、言葉を失った。

　オーナー、借金、写真…。僕はこの男に弱みを握にぎられすぎている。歯向かえばそれを盾たてに取られ、逃げ出せばきっと相応の報復をされるのだろう……。

　あまりの無力さに、僕の心の中にはただ虚むなしさだけが広がっていった。

「店は俺が来るときに開いていればいい。それ以外は好きにやれ。給料はいままで以上は払はらってやる。他に質問は？」

「……ありません」

「何だ、急に大人しくなったな」

　感情をなくした声で告げると、黒川は驚おどろいた顔を見せた。

　別に服従するつもりはない。ただ、いつまでも逆らっていても、事態は何も進展しないと、そう判断しただけのことだ。

「それで、僕はいったいいつまでこんな茶番につき合えばいいのですか？」

　すると、黒川は「茶番と来たか」と楽しげに笑った。

「そうだな……俺が飽あきるまで、としか云いようがない」

「わかりました。ただし、これは『取り引き』です。『契約』が切れたあとは僕のことに一いつ切さい関知しない、写真も全て僕の前で処分する、そう約束していただけますか？」

「いいだろう。それでお前が納なつ得とくするなら、構わない。だが、俺が飽きなかったらどうする？」

「そんなはずはありません」

　こんなふうに気き紛まぐれに自分勝手に動く男なら、僕への興味も直に冷めるだろう。

　訪おとずれた不運に抗あらがってもどうしようもないときがあることは、僕だってこれまでの経験で嫌というほど身に染しみている。

　ただ、いまは耐たえるしかない。それが受け入れがたい、プライドを踏ふみにじられるような現実だとしても───。

「奈津生」

「…っ」

　名前を呼ばれ、思わずビクリと体を震ふるわせる。けれど、飛び退すさってしまいそうになるのを必死で我が慢まんし、僕は伸のびてくる黒川の腕うでに大人しく巻き込まれた。

「いい子だな」

　満足そうな男の言葉に、僕はギリリと唇くちびるを嚙かみしめた。だが、悔くやしさに耐えていることなど当然見てわかっているだろうと思うのに、黒川はその唇へと口づけてくる。

　拒こばむこともできず、だからといって応こたえる気にも到とう底ていなれない。

　ただ、いまはされるがままになるしかない僕の頰ほおを、ひとすじ雫しずくが伝っていったのだった……。
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　───あれから、二週間。

　表向きでは、常連客にはオーナーが引退して経営者が変わったと説明し、人手が減ったことに応じて営業時間を減らし、休業日を不定期にすることになったとしていたけれど───実際のところは、黒川の気紛れによって、閉店時間や休業日が決まるといった日々が続いていた。

　マンションの一室のように改装された店てん舗ぽの二階に住むようになった僕の元へ、黒川は連日のように通ってくる。

　勿もち論ろん、目的は一つしかない……。あの日から幾いく度ど、僕はあいつに抱だかれているのだろう？

　覚かく悟ごを決めたとは云いえ、好きでもない同性に体を開かれることに抵てい抗こうがなくなったわけではない。思わず、嫌だ、許してと何度口にしただろう。しかし、そうやって僕が訴うつたえれば訴えるほど、黒川は容よう赦しやなく僕を追い詰める。

　そうして、僕を思うがままに慰もてあそんだあと、またどこかに行ってしまう……そんな毎日だ。

「何を考えている？」

「…………」

　黒川の声に、いまが行こう為いの真っ最中だったことを思い出した。我に返るのと同時に、体に燻くすぶる熱と拘こう束そくされた手首の痛みが蘇よみがえってくる。

　繰くり返される、僕の常識では考えられないような行為。男に組み敷しかれることに慣れず、その度たびに体を襲おそう苦痛。

　それだけじゃなく───黒川は、毎回必ず僕の腕を縛しばるのだ。そのため、腕や手首には擦すれて赤くなった跡あとが残っている。

　抵抗を奪うばうためか、それともそれが黒川の趣しゆ味みなのかはわからない。でも、縛ろうが縛るまいが、行為自体が変わるわけではないだろうということだけは僕にもわかった。

「云いたくなければそれでいいが……その様子じゃ、まだ余よ裕ゆうがあるみたいだな」

「ぅン…っ！」

　ぐっと奥を突つき上げられ、僕の体はびくりと撓しなった。

　繫つなげられた場所は執しつ拗ように擦こすられ、ヒリつくような痛みを伴ともないジンジンと熱を持っている。初めは苦痛ばかりだったセックスは、気持ちよりも先に体が慣れてきた。

　潤じゆん滑かつ剤ざいを塗ぬりたくられて指で中を搔かき回されれば、すぐにそれ以上の刺し激げきを求めて粘ねん膜まくが柔やわらかく蕩とろけていく。

　ヒクつく粘膜に昂たかぶりを押し当てられる瞬しゆん間かん、恐きよう怖ふと嫌けん悪おの渦うず巻まく感情の中にそのあとに訪れる快感への期待が入り交じっていることに、つい最近気づいてしまった。

　体の中にある敏びん感かんな場所を擦られることを、この体は快感として覚えてしまったのだ。死んでしまいたくなるような羞しゆう恥ち心しんは、一向に薄うすれることがないというのに……。

「…っあ、あ……っ、ぁあ…ッ」

　乱暴に揺ゆさぶられる度に、手首にシルクのネクタイが食い込んでくる。ベッドヘッドに一ひと纏まとめにされて縛りつけられているため、血の気が引いていく腕を下ろすこともできない。

　でも、今日はまだマシなほうだろうか？　あるときは両足首にそれぞれの手首を縛りつけられるという更さらに屈くつ辱じよく的な格好をさせられたことさえあるのだから。

「はっ……あ、やっ、あ……っ」

　たっぷりと垂らされた潤滑剤と一度奥に放たれた黒川の体液が、ぐちゅぐちゅといやらしい音を立てている。

　足を深く折りたたまれ、より激しく責め立てられる。ギリギリまで引き抜ぬいた塊かたまりを勢いよく押し戻もどされる快感に僕はひたすら喘あえぐしかなかった。

「自分でも絡からみついてるのがわかるだろう？　本当に男は初めてなのか？」

「なっ……そん…なの、決まっ───ぁあッ」

　揶や揄ゆに否いや応おうもなく意識させられた器官が、きゅっと収縮する。締しめつけてしまったせいで、男の形がリアルに伝わってきた。

　肉を抉えぐるように切っ先を押し込まれ、一ひと際きわ高い声が上がった。

「や…っ、あ、ぁあ、もう……っ」

　高まる性感に、ガクン、と首を仰のけ反らせる。無防備に晒さらした喉のどをねっとりと舐なめ上げられ、ゾクゾクと皮ひ膚ふがわなないた。

　腰こしが揺すられる動きで、僕の昂りも黒川の腹部に擦れる。何度か迎むかえさせられた絶頂でぬるぬるになったそれは、再び張り詰つめ、些さ細さいな刺激にも痛いくらい感じてしまうようになっていた。

「も…やっ……やめ……っ」

「やめて欲しい割に気持ちよさそうな顔してるぜ？　自分がどんな顔で抱かれているか、今度鏡で見せてやろうか？」

「……っ!?」

　意地の悪い申し出に、僕は必死にかぶりを振ふる。こういう態度が相手の嗜し虐ぎやく心しんを煽あおっているのだとわかっていても、理性が霧む散さんしているいまはどうしても無関心を装よそおうことはできなかった。

「そんな態度を取られると、期待に応こたえたくなるな」

　薄ら笑いを浮うかべる黒川を唇を嚙みしめて睨にらみつけるが、それすら黒川を喜ばせることになってしまう。　>>>♥

「そうだ、その目だ。そうやって、まっすぐ俺を見ていろ」

　お前を支配しているのが誰だれなのか、その体に刻みつけてやる───。

　不ふ遜そんな台詞せりふと共に、僕を追い上げるピッチが速くなる。抉るように腰を穿うがたれ、内臓がせり上がっていくような圧あつ迫ぱく感に呼吸さえままならなくなった。

　頭の中を搔き回されているような錯さつ覚かくを起こすほどに体内をぐちゃぐちゃに突き上げられ、強きよう烈れつな快感と苦痛に目を見張る。

「ひぁ…っ、あ、あっ、あぁあ……っ」

　目の前に火花が散ったかと思うと、高みから突き落とされるようにして暴れ狂くるう熱が迸ほとばしった。それを追うように体の奥深くで何かが弾はじけ、生温かいものが注ぎ込まれる。

「…っん、はっ……」

　荒あらくなった呼吸を吞のみ込み、望まぬ交わりに否応なしに高められた体を落ち着けようと努めていた僕の唇がキスで塞ふさがれた。

　行為の激しさとは打って変わった優やさしいキス───。

　これも、いつものことだ。

　そのギャップに釈しやく然ぜんとしない気持ちはあったけれど、僕は何となく、それを問い質ただせずにいた……。










「……帰ったのか？」

　シャワーを浴び、髪かみを拭ふきながら部屋に戻ると、すでに黒川の姿はなかった。

　いつもそうだ。僕を抱くだけ抱いて、アルコールを一いつ杯ぱいだけ吞み、そして姿を消す。いくら遅おそい時間だろうが、ここに泊とまったことは一度もない。

　もしかしたら、本当はこんなところに通ってる暇ひまなどないのではないだろうか？

　詳くわしい仕事内容を聞いてはいないので実際のことはわからないが、黒川はかなり多た忙ぼうを極きわめているように思える。

　いったい、黒川は何者なんだろう？　堅かた気ぎの仕事をしていないことだけはわかるけれど、ほとんど会話も交かわされず、ただ抱かれるだけの数時間では相手の素す性じようを探さぐるのは難しい。

　何か、弱みになるようなことがわかればいいのだが───。

「…考えても仕方ない…か……」

　そんなことを気にしても、この現状に変化が訪おとずれるわけではないのだから……。

　きっと黒川は、手に入れたばかりの目新しいおもちゃに夢中になっているだけにすぎないのだろう。多くのものを盾たてに取られて逃にげ出すこともできない僕を、更に縛って拘束し、陵りよう辱じよくすることが良いい例だ。

　だったら、半年……いや、数ヶ月もすれば、飽あきて違ちがうものへ興味を移すに決まっている。そう期待することだけが、いまの僕の心の支えだった。

　ようやく一人になれたことに改めて緊きん張ちようを解くと、部屋に電話のコール音が鳴り響ひびいた。

　こんな時間に誰だろう？

　店てん舗ぽと同回線のため、仕入れ先からかかってくることはあるけれど、時間が時間なため、それも考えにくい。僕は首を傾かしげながら受話器を取り上げた。

　もしかして、黒川からだろうか？

「……はい、もしもし？」

『奈津生くんかい？　坂下だが…』

「オーナー…!?」

　受話器の向こうから聞こえてきたのは、紛まぎれもなくオーナーである坂下さんの声だった。ずっと聞きたかった優しい声に、思わず僕は瞳ひとみの奥が熱くなる。

『忙いそがしいところすまないね。いま、少しいいかい？』

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　ああそうか。坂下さんはきっと、僕がこの電話を店で取っていると思っているのだろう。黒川が来たせいで店みせ終じまいが早かったけど、本来ならまだ営業時間なのだ。

『どうだい？　黒川氏とは上手うまくやれているだろうか？』

「……ええ、まあ」

　他意のない言葉に、僕は自じ嘲ちよう気味な笑えみを浮かべてしまう。

　たったいま、その男に抱だかれたばかりだとは、この優しい人にだけは死んでも云いえない。

『……本当に色々とすまなかったと思ってる。君にはずっと云い出せなかったが、もうウチの経営状態は火の車だったんだよ』

「それは聞きました…」

『そうか……。私としたことが、銀行に貸し渋しぶられて出してはいけないところに手を出してしまったんだ。いまでもバカだったと後こう悔かいしているよ』

　苦く渋じゆうに満ちた声。どうして、早く彼の苦く悩のうに気づくことができなかったのだろうと、僕は歯は嚙がみする。

「……どうして、僕に相談してくれなかったんですか」

『これ以上、君を煩わずらわせたくなかったんだ』

「そんな水みず臭くさいこと、おっしゃらないで下さい！」

　数年前、何もかもを失って、自じ暴ぼう自じ棄きになっていた僕を拾ってくれたのは坂下さんだった。僕がいまこうしていられるのは彼のお陰かげだ。だからこそ、僕が坂下さんにできることなら、何でもしたいと思うのに。

『ちょっと前から柄がらの悪い客がよく来るようになっていただろう？　あれは私が金を借りたところの人間なんだよ』

「それって……」

『ああ。返せない金の代わりに立ち退のけという圧力だったんだ』

　坂下さんの説明に、僕はやはりという思いを強くした。

　なかなか黒字にはならない経営状態だったけれど、土地は坂下さんのものだったのだし、ギャンブルや株とも無関係だった彼にそんなに莫ばく大だいな借金ができるとは思えない。

　だけどそれも、この土地狙ねらいの悪徳な消費者金きん融ゆうと関かかわってしまったというのなら負ふ債さいの額も納なつ得とくがいく。資金繰ぐりに八はつ方ぽう塞ふさがりになっていた坂下さんを巧たくみに罠わなにかけ、そしてこの土地を手に入れようとしたのだろう。

　聞けば、バブル崩ほう壊かいで止まっていたこの街の再開発計画が見直され、数年後に本格的に立ち上がるかもしれないという噂うわさがあるらしい。あくまでいまの段階では噂でしかないようなのだが、安く買い叩たたける土地があるなら手に入れておこうという算段なのだろう。

『正直、もう店を残すことを諦あきらめかけていたんだが、そんなとき彼にあの店をまるごと引き受けたいと云われてねえ』

「…………」

　自己破産をすれば借金から逃のがれることはできる。しかし、それは同時にこの店を失うことになるのだ。亡なくなった奥さんと立ち上げ、長年やってきた思い入れのある自分の店を潰つぶす覚かく悟ごがなかなか決まらなかったのだろう。

　そんな追い詰められた状じよう況きようの中で、黒川が話を持ちかけてきたのだ。

『相談もなしに悪かった。だが、あのときは飛びつくしかなくて、彼の条件を吞んだんだよ。奈津生くんごと欲しいと云われたときは驚おどろいたが、きっと君の腕うでに惚ほれ込んでくれたんだろうね』

　坂下さんの言葉に、次し第だいにいたたまれない気持ちになっていく。それ以上、聞いていられなくなって僕は話題を変えた。

「……それで、いまはどちらにお住まいなんですか？」

『それは……聞かないでおいて欲しい』

「どうしてですか!?」

　言葉を濁にごされ、僕は声を荒らげてしまった。居場所を知られたくない理由でもあるのだろうか？

『本当はこの電話もするつもりはなかったんだよ。彼との契けい約やくは、君に連れん絡らくを一いつ切さい取らないことも条件の一つだったからね。しかし、君のことが心配になって一度だけと……』

「そんな…！」

『年寄りのわがままで申し訳ないが、店を頼たのむよ。こんなことにならなければ、君に譲ゆずるつもりでいたんだが、申し訳ない……』

　坂下さんの気持ちは痛いほど、よくわかる。だからこそ、僕は何も答えることができなかった。

　とりあえず、黒川のほうに落ち度がないか──例えば、詐さ欺ぎのような手口を働かれていないか──確かく認にんすることにした。

「あの……店舗や土地の代金はきちんと受け取られたんですか？」

『ああ、とんでもない値段をつけてくれたんだよ。お陰で借金は綺き麗れいに返せた。これでもう店に質たちの悪い連中が来ることもないだろう』

「────」

　黒川の云っていたことは、噓うそではなかったらしい。

　脅おどして安く買い叩き、僕を云い包くるめているだけかもしれないという可能性は消え去った。

『多分、彼も君と同じようにあの店を大事に思ってくれてるはずだから。きっと、力になってくれるだろう』

「……っ」

　何も知らないからそんなことを云えるんだ…！

　坂下さんのその優やさしい声こわ音ねに、僕は思わずそう叫さけんでしまいそうになった。

　だけど、何も知らない坂下さんに真実を告げるのは重すぎる。我が子のようにして誰だれよりも大事にしてきた店が残ることをこんなにも喜んでいる彼に、水を差すことなんてできるはずがない。

　僕一人が耐たえればいい。脅されているのは僕自身なのだから───そう自分に云い聞かせるけれど、込み上げるやりきれない思いに耐えきれず、僕は唇くちびるを嚙かみしめた。

『私のことは心配しなくていい。彼の用意してくれた住まいで、今は暮らさせてもらってるからね』

「え…？」

『それじゃあ、元気で』

　黒川には自分から連絡が来たことを黙だまっておくよう念を押してから、坂下さんは通話を切った。

「……何なんだよ、いったい……」

　事情を知れば知るほど、黒川の考えがわからなくなっていく。

　気き紛まぐれで自分の自由になる店が欲しいだけなら、その後何故なぜ、坂下さんに住まいを用意するなんてフォローなどをしたのだろう？　自分に利益をもたらさないものは、容よう赦しやなく切り捨てるタイプに見えるのに…。

「……わからない」

　知り得た事実で更さらに深まった謎なぞに頭を痛め、僕はその晩、眠ねむれぬ夜を過ごすはめになったのだった。
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　……頭が痛い。

　と云っても考えすぎの結果ではなく、昨夜ゆうべ、濡ぬれた髪かみのままクーラーの効いた部屋で長い間考えごとをしていたせいで、厄やつ介かいな夏なつ風邪かぜをひいてしまったようなのだ。

　だからといって店を開けないわけにはいかず、薬を飲んでカウンターに立ち、通常の閉店時間までは何とかこなしたけれど、部屋に戻もどって気が緩ゆるんだ瞬しゆん間かん、どっと寒気が襲おそってきた。

「まずいよな……」

　多分、もうそろそろ黒川が来てしまう。

　どうせ、自己管理の甘さを指し摘てきされるに決まっているのだ。あの男に、弱っている姿を見せたくはない。だけど、そんな気持ちに反して、体調はどんどん悪くなっていくばかり。

「…気持ち悪い……」

　座っていることに耐えられず、諦めてベッドに横になると、今度は吐はき気まで込み上げてきた。

　次第に熱も上がっているのか、寒気と暑苦しさが、言葉にできないほどの不快感となって僕を襲う。

　誰にも頼たよることなんかできないし、頼れる人もいない。そんなのいつもと同じことだ。ただ、過ぎていくのを待つだけ。

　いっそ、このまま眠ってしまえたらいいのに……。

「───おい、どうした？」

「……っ」

　突とつ如じよ、聞こえてきた声にはっとする。ぼんやりとしていたせいで、黒川が来たことに気づかなかったらしい。

「すいません、少しうとうとして……」

　具合の悪さを勘かんづかれないように体を起こすと、急に激しい目め眩まいが僕を襲い、グラリと視界が揺ゆれた。

　───ダメだ…。

　バランスを崩くずした体を支えきれず、ベッドから転げ落ちるのを覚悟した瞬間…。

「あ…っ!?」

　ふいに伸のびた黒川の手が、僕の体を支えたのだ。

「……お前…熱があるのか？」

　体に触ふれられてしまっては、取り繕つくろう意味がない。それに、そもそも黒川は僕を抱だきに来ているのだ。熱のあることを知られずにすむわけがない……。

「……す、すみません…」

「具合が悪いのに、何をしてるんだ！」

　え……？

　そう云いうと、黒川は僕をベッドの中に無理矢理押し込み、額に手を触れてくる。

　ひやりとした手の平は気持ちが良く、僕はその優しい感かん触しよくにほっとして目を閉じた。

「相当熱いな。熱は測ったのか？」

「い、いえ」

「薬は？」

「市し販はん薬やくなら、店を開ける前に一度飲みましたけど……」

「店を開けるなんて、お前はバカか!?」

　いきなり黒川に怒ど鳴なりつけられ、僕は驚おどろきを表情に露あらわにしてしまう。

「……え……」

　柄がらの悪い男に絡からまれていたときも、僕が逆らったときも、こんな険しい顔は見せなかったのに、この男もこんな顔をすることがあるのか。

　驚きに言葉を継つぐことができずに黙っていると、ふいに額から手が離はなれ、黒川は無言のまま部屋を出て行ってしまった。

　さすがに呆あきれられたのだろう。こんな真夏に風邪をひくなんて、どう考えたってみっともなさすぎる。

　……でも、何故だろう？　黒川が触れたところから、少しずつ頭痛が引き始めているような気がする。

　他人の感触にほっとすることがあるなんて、思いもしなかった。怒おこっていてもいいから側そばにいてくれればよかったのに…。

「って……」

　待てよ？　僕はいま、何を考えた？

　体調を崩しているせいで、人ひと恋こいしくなっているんだろうか？

　理解できない自分自身の思考回路に焦あせりつつ、首を傾かしげていると、玄げん関かんのほうから物音が聞こえてきた。

「え…黒川さん…？」

「何がいいかわからないから、てきとうに買ってきた」

　似合わないビニール袋ぶくろを手に戻ってきた黒川を、僕はベッドの中からぽかんと見上げる。すると黒川は、中から大量の薬とビタミン剤ざい、栄養ドリンク、それからレトルトの粥かゆやスポーツドリンクを次々と取り出し始めたのだ。

「これ……」

「薬を飲む前に、とりあえず何か腹に入れたほうがいいんだろう？」

　……心配してくれているのか？

　物言いや行動はいつも通りぶっきらぼうだったが、そこに優やさしさを垣かい間ま見みたような気がして、淋さびしさを自覚したばかりの僕は少しだけほだされそうになった。

　この優しさがたとえ本物だったとしても、きっとこいつの気紛れでしかない。そんなこと充じゆう分ぶんわかっている。

　でも───。

「ほら食えよ。それから薬はこれだ」

「……ありがとうございます…」

　上辺だけの気紛れな優しさだったとしても、弱りきった体には温かさとして染しみ渡わたった。

　不慣れだと云いながら、実に甲斐かい甲斐がいしく世話を焼いてくれる黒川に素す直なおに従い、僕はレトルトの粥を口にして、薬を飲む。

「明日は店は休みだ。熱が下がるまで大人しくしてろ。それに、弱った体を抱いても面おも白しろくない」

「……すみません」

「どうして謝る」

「それは…──」

　僕はいま、黒川の『相手』として囲われている。それなのに務めが果たせないのだから、それが望まぬ行こう為いだったとしても、義務として謝っておくべきだと思ったのだ。

「余計なことは考えなくていい。まだ時間はあるから、眠るまで側にいてやる」

　本当に時間があるだけなのか、それとも心配してくれているのかはその表情から読み取ることはできなかったが、黒川は言葉通り側にあった椅い子すをベッドの脇わきに置くと、そこに腰こしかけて長い足を組んだ。　>>>♥

　完全に居座る態勢だ。だけど、こんなふうにして、何もせずに一いつ緒しよに時間を過ごすなんてことは初めてかもしれない。

　いつも逢あうのは夜だけ。それも抱かれるだけで、会話をすることも殆ほとんどなかった。

　いまなら、少しだけ話も聞けるだろうか？

　相変わらずその表情は威い圧あつ感に満ちていたが、僕は熱を理由にして、予かねての疑問を口にしてみることにした。

「どうして僕なんですか…？」

「何だ、いまさら」

　問いかけると、黒川は小さく笑った。

　皮肉も何もないその笑えみは、僕が初めて目にするものだった。

「あなたにはお金も力もあるでしょう。あなたの愛人になら、なりたいと思う人間が他ほかにもいるはずです。それに、こんな小さな店にこだわってる理由も、僕にはわからない」

　それが不思議なのだと告げると、黒川は僕から視線を外してしまう。そして、ゆっくりと足を組み替かえ、ため息をついた。

「お前は、お前自身にそうさせる要因があるとは考えないのか？」

「だって、僕は男ですよ？……同性に好かれる顔らしいってことは、ああいう仕事をしているからわかります。でも、もう三十にもなろうっていう男なんかに、どうして執しゆう着ちやくするんですか？」

「『なんか』と云うなと云っただろう。俺の前で自分のことを貶けなすのはよせ。もう忘れたのか？」

「……っ、すいません……」

　怒いかりを滲にじませた声で告げられ、僕は反射的に体を強こわ張ばらせて謝る。機き嫌げんを損そこねたかと心配になったが、黒川はそれ以上僕の発言に言げん及きゆうすることはなく、何か思案している様子だった。

「───昔話をしてやろう」

「え…？」

「お前は覚えてるか？　高校のときのことを」

「まあ…印象的な出来事なら……」

「俺はいまでも鮮せん明めいに覚えていることがある。───忘れたくても忘れられなかったと云ったほうが正しいかもな」

　突とつ然ぜん始まった『昔話』に面めん喰くらう。僕の質問に、何の関係があるんだろうか？

　不思議に思いながらもじっと耳を傾かたむけていると、懐なつかしいものを見るような目を一いつ瞬しゆん向けられた。

「俺の家は、親の代に水商売で儲もうけたいわゆる成金なんだ。親の見み栄えだけのために、金のかかる私立の進学校…しかも男子高に放ほうり込まれた俺は、当然、入学式に出る気にだってなれなくて、やさぐれて校舎の裏でサボってたわけだ」

　何となく想像がつく。

　育ちのいい生徒の中にこんな狂きよう犬けんのような男が入ったところで、そうそう簡単に馴な染じめないだろう。

「誰だれも来ないだろうと高たかを括くくって、煙草たばこを吸ってたら見回りに来た二年に見つかって、出合い頭がしらに叱しかられたんだ。そんときから体はデカかったから、同世代にそんなふうに注意されたのは初めてでビックリした」

「へえ……」

「女みたいな綺き麗れいな顔してんのに、あんなに柄の悪かった俺を見ても物もの怖おじ一つせずに煙草を取り上げようとしてきたから毒気抜ぬかれたな」

　いまだって、かなりの柄の悪さなのだから、当時はさぞかし手のつけられない高校生だったことだろう。そんな人間を注意するなんて、勇気のある生徒がいたものだ。

「初日から問題起こすのも面めん倒どうで、その場を逃のがれるために仕方なく反省して見せたら、そいつが笑いやがったんだよ」

「笑った…？」

「こんなに綺麗に笑うやつがいるんだって、妙みように感動して───それから、ずっとそいつのことが忘れられない」

　黒川の眩まぶしいものを見つめるような表情から目を離せなかった。

　この男に、こんな顔をさせるような人とはどんな人間なのだろう？

「……思い出さないか？」

「え？」

「まあ、十年以上も昔の話だ。俺のことなんてお前が覚えてなくても無理はない」

「僕が……？　もしかして……同じ高校だった…？」

　僕が二年のとき、こいつが一年……？

　確かに黒川の云いうように、逢ったことは全く覚えていないけれど、つまり話が事実なら僕のほうがこいつより年上ということになるんだろうか？

　威圧感や存在感から、つい黒川のほうが年上だとばかり思っていた。

「あの頃ころのあんたは、俺とは全く違ちがう世界に生きていたしな。優等生のあんたに憧あこがれてるやつらは多かったんだぜ？」

「だからって何で……」

「高たか嶺ねの花が手の届く場所に咲さいていたら、自分だけのものにしたくなるだろう？」

　高嶺の花───そんなことを高校時代に云われたこともあった。男子校だったせいか、不ふ埒らちなやつらも多かったし。

　でも、それは高校という狭せまい範はん囲いの中だからこそ云われていた言葉であって、いまの黒川が僕なんかを高嶺の花だなんて云うのは間違っている。

「……わからない」

「わからないならそれでいい。いまの話は忘れろ。少し、口が滑すべりすぎた」

　黒川はそれ以上は話す気はないと云わんばかりの態度で、話を打ち切った。

　聞きたいことは他にもあったけれど、それっきりまた全すべてを遮しや断だんするような態度を取り始めた黒川に声をかけるのは、さすがに躊躇ためらわれた。

　……本当はどんな人間なのだろう？

　強ごう引いんなことをすると思えば、人助けのようなことをしてみたり、僕の自由を奪うばっておきながら、こうして労いたわったりもする。

　憎にくいと思っていたはずの相手に向いている感情が、憎しみだけじゃないことに薄うす々うす感じながら、僕は黒川の手が不器用に自分の髪かみを梳すくのを心ここ地ちよく思っていた。

　さっき飲まされた風邪かぜ薬ぐすりの中に含ふくまれる睡すい眠みん薬やくが効いてきたのか、少しずつ睡すい魔まが迫せまって来ている。

　何か黒川に問いかけたい気持ちはあったけれど、上手うまく頭が回らず、考えごとをすることさえ億おつ劫くうになってきた。

「いま思えば、あの頃から……だったのかもしれないな……」

　そうして熱に浮うかされた意識の中で、僕はそんな小さな呟つぶやきを聞いた気がしたのだった───。







　　　　　５




　夏風邪の一件から、僕たちの関係は微び妙みような変化を見せていた。

　それは僕の気持ちの面でだけかもしれないけれど、間にあった張り詰つめた空気が和やわらぎ、穏おだやかなものになり始めた気がする。行こう為いの最中、拘こう束そくされることは変わらなかったが、触ふれる手は少しだけ優やさしくなったようにも感じた。

　だけど、それと同じくして、黒川が店に足を運ぶ頻ひん度どが減ってきているのも事実だった。やっぱり予想していた通りに、黒川は僕に飽あき始めたのかもしれない。

　黒川は僕のことを『高嶺の花』だと云っていた。つまり、手に入れるまでのプロセスが重要であって、その後はさして重要ではなかったのだろう。

　きっと、もう少し。もう少しで、こんな生活からも解放されるはずだ。

　───そんな風に考え始めたある夜。

　だが、切り出されたのは、僕の予想していたものとは違うものだった。

「しばらくこの店から離はなれてもらう」

「え……？」

　云われた言葉が信じられなくて、僕は反射的に聞き返す。

「色々と厄やつ介かい事ごとがあったんだ。落ち着くまで、他ほかに移れ」

「でも、店は!?」

「ごたごたが片づくまでは休みだ」

　───そんな…。

　黒川が飽きれば『契けい約やく』も終わり、坂下さんと共に、また店を再開できると思ったのに。このままでは、店からも追い出されてしまうのだろうか…？

「……わかりました…」

　僕は困こん惑わくしたまま、とりあえず頷うなずく。

　それにしても、いったいどこに連れて行かれるんだろう？　『他に移る』ということは、黒川からも離れることになるということ…？

　そう思った途と端たん、何故なぜか胸の辺りがズキズキと痛み始めてしまう。

「昼に部下が迎むかえに行くから仕し度たくをして待っていろ」

　そして呆ぼう然ぜんとしているうちに話はまとめられ、黒川はいつものように振ふり返りもせずに部屋から出て行ってしまった。

　残ったのは、困惑に満ちた僕のこの気持ちだけ。

　何なんだ？　この気持ちは……。

　黒川の相手をせずにすむんだから、喜べばいいじゃないか。

　嫌いやなことから逃のがれられるのだというのに、どうしてこんなにも胸が痛むんだろう…？

　一人になった空間で、僕は小さく呟いた。

「噓うそだろ…？」

　まさか、そんな───。

　あんなに憎かったはずなのに、恨うらんでいたはずなのに。いったい、いつの間に……？

「僕は、あの男が好き…なのか…？」

　もしかしたら、初めてバーで対たい峙じしたときに感じた直感は、こんな気持ちを抱かかえることを予測していたのかもしれない。

　憎しみを抱いだく前に、好きになってしまっていたのだ。そうでなければ、抱だかれ続けることに僕が耐たえていられたわけがない。

「なんで、いまさら……」

　いま頃ごろになって気づいたって、この関係が変わるわけもないのに───。

　いつの間にか変化していた感情に狼狽うろたえながら、僕は黒川が出ていったドアをいつまでも見つめていた。










「こんにちは」

「あ……古城さん……」

　店のドアに休業の知らせの紙を貼はっていると、落ち着いた声に呼びかけられる。振り返るとそこには、黒川の部下・古城が佇たたずんでいた。

　言葉を交かわしたことがあるのは最初の出会いのときだけだったが、時折、黒川の送そう迎げいで訪おとずれるため、顔は覚えている。

　いつも笑え顔がおで、黒川以上に何を考えているかわからない男───というのが、僕の持っている印象だった。

「お迎えに上がりました。準備は調ととのいましたか？」

「……はい。上に荷物があるので、それを取ってくるだけです」

　そう答えながら、僕の胸は不安に支配されていた。

　本当に、僕はこの店に戻もどってこられるのだろうか？　オーナーと自分が大事にしていたこの店を守るために、僕はここに残ったはずだというのに。

「どうしましたか？」

「いえ……」

　違ちがう…店から離れるのが嫌だなんて、ただの云いい訳だ。多分、僕はあの男の側そばにいたいだけなのかもしれない……。

　複雑な胸の内をバラしてしまうわけにもいかず、形だけの笑みを取り繕つくろう。そんな僕に古城は変わらぬ笑みを湛たたえながら、信じられないことを云ってきたのだ。

「───あの男から逃にげたいのなら、手を貸してもいいんですよ？」

「は？」

「あなたが自由になるお手伝いをしてもいいと云っているんです」

「な…にを云って……」

　この人は、黒川の部下なんじゃないのか？　そんな立場の人間が、どうしてそんなことを云ってくるんだ？

　試ためされているのか、それとも…？

「こうしてあなたを手元に置いているのは、あの人のいつもの気き紛まぐれでしょう。どうせいなくなったあと捜さがしまわるような人じゃありません」

「で、でも」

「やはり、不安ですか？　まあ、すぐには答えは出ないでしょう。少し考えてみたほうがいいかもしれませんね。いま、車をこちらに回してきますから、中で考えてみて下さい」

　古城は一方的に告げたあと、車を停とめてあるであろう大通りのほうへと戻っていってしまった。

「自由に…か……」

　僕は、古城の背中を見つめながら、やっぱりという思いを強くしていた。

　思っていた通り、黒川にとっての僕は、その程度の価値しかなかったんだ……。

　どうせ、茶番に飽きた黒川は自分で捨てるよりも先に、僕のほうから姿を消してくれたほうが楽だとでも思ってるに違いない。もう、僕はただの邪じや魔ま者ものなんだ。

　何をがっかりしてるんだ？　予想通りだったじゃないか。落ち込む必要なんて、全くないはずだ。

「でも、どうしようもないよな…」

　そう、僕にはどうすることもできない。

　とりあえず荷物を持ってこようと思い、僕は建物の陰かげにある二階へ続く外階段へと足を向ける。

「？」

　段差に足を踏ふみ出したそのとき、カタンと小さな物音が聞こえたような気がした。

　その直後、僕の体は背後から誰だれかに羽は交がい締じめにされていた。

「大人しくしろ」

「く……っ」

　咄とつ嗟さにしようとした抵てい抗こうは、胸むな元もとにちらつかされた刃は物もので封ふうじ込められる。

　じめじめとした昼下がり、直じかに触れる他人の汗あせばんだ肌はだに嫌けん悪お感を覚えたが、いまはそんなことを云っている場合ではなかった。

　こんな強ごう引いんな手口を選ぶような輩やからだ、きっと話が通じる相手じゃないだろう。

　けれど、僕は駄だ目め元もとで、相手を刺し激げきしないように静かに問いかけた。

「何のつもりですか？」

「ふん、俺のことなんて忘れたって？」

「忘れ…って、もしかして…」

　確か以前、黒川と小競ぜり合いになっていた男だ。手首に何も巻いていないところを見ると、怪け我がはそんなにたいしたことはなかったらしい。

「恨うらむなら、あの男を恨むんだな。俺に恥はじをかかせた上に、ウチが先に目をつけていたものを横取りしやがったあいつをな！」

「逆恨みですか？」

「煩うるせえ！　せっかく、ウチが広い心で取り引きしてやろうと云ってやってるのに、なかなか応じねぇあいつが悪いんだ。だから、愛人のあんたに協力してもらおうと思ったんだよ」

　陰いん鬱うつな笑いを含ふくみながら告げられた言葉に、僕は苦く笑しようしてしまった。

「愛人？　僕が？」

「とぼけても無む駄だだぜ？　店ごと買い叩たたかれて、ここで女みたいに囲われてるんだろうが」

「……僕を取り引きに使おうだなんて、それこそ無駄ですよ。もう、そんな関係じゃないんですから」

「なに？」

　怪け訝げんな声を出す男に、僕は平然と答えてやる。

「残念ですが、僕は今日であの人に捨てられるんです」

「デタラメを云うな！」

「…っく、デタラメ…じゃ……」

　男は憤いきどおりに任せて、片かた腕うでで僕の首を締しめ上げてくる。歯向かいたくても、鼻先に刃物を翳かざされている状じよう況きようでは、どうすることもできない。

　さすがにまずいかもしれない……そう思いかけたそのとき、鋭するどい声が聞こえてきた。

「奈津生！」

　視線をやると、血相を変え、怒いかりの表情に顔を歪ゆがませた黒川がそこにいた。

　この男の取り乱す様子は風邪かぜのときにも一度見ているけれど、それとは比ひ較かくにならないほど険しい表情をして…。

「その手を放せ！　奈津生は関係ないだろう!!」

　どうしてそんな顔を見せるんだろう…？

『そんなやつもう用ずみだ』と云えばいいじゃないか。僕なんか、黒川にとって使い捨てのおもちゃのようなものなのだから、どうなったっていいはずだろう？

「関係なくはないだろう？　お前の愛人なんだからな。こいつが大事なら、そこから動くなよ？」

「くっ…」

　男は黒川を牽けん制せいしながら歩き、路地に停めてあった黒くろ塗ぬりの車の後部座席のドアを開ける。

　嫌いやだ……このままみすみす捕つかまり、黒川の足あし手で纏まといになんかなりたくない！

「痛ぅッ!?」

　僕は、ドアを開けようとして刃物が自分から離はなれた一いつ瞬しゆんをつき、体を拘こう束そくしていた腕に思いきり嚙かみついた。そして締めつけが緩ゆるんだ隙すきに男を突つき飛ばして、距きよ離りを取る。

「貴様ぁ…っ」

　だけどすぐに体勢を立て直した男が、僕目がけてナイフを振ふりかざしてきた。

　───避よけきれない…！

「───!!」

　ところが次の瞬間、目の前に影かげが落ちた。

　見ると、僕の体を庇かばうようにして黒川が男の前に立ちはだかり、鋭いナイフが黒川の腕を切り裂さいている。

　その鮮あざやかな赤に、僕の頭は真っ白になった。

「……腰こしの入れ方が甘いな。そんなんで、ケンカに勝とうなんて百年早い」

「ぐぁ…っ、は、放せ…っ」

　黒川は負傷したはずなのに、少しも怯ひるむことなく、逆に男の腕を捻ひねり上げてナイフを落とさせる。

「そう云いわれて放すやつがいると思うか？」

「うぐっ……」

　みぞおちに重く拳こぶしを叩き込んだ鈍にぶい音がしたあと、黒川は開けっ放しになっていた車の後部座席に男を放ほうり込んだ。

　そして、黒川は腹を押さえて苦しむ男を見ながら、狼狽うろたえている運転役に冷たく云い放つ。

「さっさと失うせろ」

「ひ、ひぃ…っ」

　バタン！　とドアを閉めると、黒い車体は慌あわてて発進した。

　やがて喧けん噪そうは去り、辺りは静けさを取り戻もどす。いまになって、僕の背中には嫌な汗が浮うかんできた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　僕は黒川が差し伸のべてくれた手を取ろうとはせず、代わりに言葉を口にした。　>>>♥

「何で、僕を庇ったんですか…？」

　僕がただの慰なぐさみものなら、そんなことする必要なんかない。それも、もう手放そうというのに、何を考えているんだ…？

「……大事だからに決まってるだろう」

　思い詰つめた表情をしていたからか、黒川は言葉を選ぶようにして云う。僕がいつまで経たっても手を取らずにいると、黒川のほうから腕を摑んで引き上げてきた。

　立ち上がった僕の服のほこりを払はらい、乱れた襟えり元もとまで正してくれる。僕は堪たまらなくなって、強い口調で拒きよ絶ぜつしてしまった。

「やめて下さい！」

「奈津生…？」

「もう、飽あきたのなら中ちゆう途と半はん端ぱな優やさしさなんか見せないで下さい……」

　普ふ段だんなら、こんな弱音なんか吐はかないはずなのに。

　ショックな出来事が続いたせいか、僕の心は不安定になってしまっているようだった。

「何を云ってるんだ、お前は？」

「どうせ、僕のことは捨てるつもりだったんでしょう？」

「はあ？」

「誤ご魔ま化かさないで下さい！　もう僕を必要としなくなったから、あの人にあんなことを云わせたんじゃないんですか!?」

　人の生活を振り回し、気持ちまで搔かき乱しておきながら、飽きたなんて酷ひどい男だと思う。

　だけど、気づいてしまった気持ちをなかったことなんかにはできなかった。

「……俺はお前の云っていることがわからない。誰が何を云ったって云うんだ？」

「だから、古城さんが───」

　云いかけたそのとき、どこかに消えていた古城さんが小走りに戻ってきた。

「お待たせして申し訳ありません。表に停とめていた車のタイヤが全部パンクさせられていまして、……と、お邪じや魔までしたか？」

　古城の笑え顔がおを見ていると、いままでの緊きん迫ぱく感がまるで噓うそだったかのように思えてしまう。

　拍ひよう子し抜ぬけした僕とは対照的に、黒川は頭に血を上らせていた。

「……おい。こいつに何を云ったんだ？」

「おや、話してしまったんですか、奈津生さん」

「…………」

　僕はその様子から、黒川に対する気持ちを古城に読み取られていたことを悟さとり、気まずさに目を逸そらした。

「何を云ったんだと聞いている」

「あなたはこの人が関かかわると少し冷静さを失うようでしたので、私は、深入りする前に離れておいたほうがいいのではないかと思ったんですよ」

　静かに威い圧あつする黒川に対し、古城は顔色も変えずにしゃあしゃあと告げる。

　二人のやり取りから、古城の申し出が黒川の与あずかり知らぬことだったと判明した。

「勝手なことを…！」

「その腕だって、無茶をした結果なんじゃないですか？　そういうことになる前に手を打っておこうと思うのは、あなたの右腕として当然のことでしょう？」

「───余計な世話だ」

　見ていたわけでもないのに、古城は鋭いところをついてくる。

　摑みどころのない笑顔に、激げつ昂こうしかけていた黒川はいつしか怒りを収め、代わりに拗すねたような不ふ機き嫌げんなオーラを放っていた。

「はいはい、私の手出しは無用でしたね。車があれでは、今日は送っていけませんので、移動は明日ということで。怪け我がの手当てもあるでしょうから、こちらでお休み下さい」

「いいから、さっさと行け」

「はいはい」

　黒川に追い立てられた古城は、特別に今日と明日は休みにしてあげますよ、と云い残し、携けい帯たいを取り出しながら来た方向へと戻っていった。










　怪我をした黒川を連れて二階の部屋に戻り、用心のためにしっかりと施せ錠じようをする。

　本当は病院に行くべきだと云ったのだが、そこまでする必要はないと、黒川が譲ゆずらなかったのだ。

「よかった…そんなに酷くはありませんでしたね」

　黒川をベッドに座らせ、服を脱ぬがせて見てみた傷口は心配したほどのものではなく、僕は少しだけ安心する。出血が派手だったため、どんなに深い傷になっているだろうかと思っていたのだ。

　救急箱の中にあった軟なん膏こうと包帯で応急処置を施ほどこし、ほっと一息つく。

「……すみません、僕のせいで」

「お前のせいじゃない。そもそもの原因を作ったのは俺なんだからな」

「でも…っ」

　隙を見せてああいった状じよう況きようを作り出してしまったのは僕なのだ。油断しなければ、黒川も怪我などせずにすんだのに。

「気にしなくていい。これは、ただ俺の自己満足だ」

「え…？」

「お前に傷がつかなくてよかった」

　見たこともない、穏おだやかな表情。

　その顔に、僕はまたもや胸を締しめつけられた。さっきも心臓が止まるかと思ったけれど、他人の表情一つにこんなにも気持ちを左右されることなんか、いままでなかったと思う。

　いざ二人きりになると、何を話したらいいのかわからなくて、どう言葉をかけるべきかと逡しゆん巡じゆんしていると、黒川のほうが先に口を開いた。

「どうして、古城の話に乗らなかった？」

「……それは」

「本当はこんな生活望んでなんかいないだろう？　逃にげたいと思っていたんじゃないのか？」

「思ってました……少し前までは」

　何もかも捨てて、自由になりたいと望んでいた。こんなところから、いますぐに逃げ出したいと。

　───だけど…。

「お前は、俺を恨うらんでいるんだろう？」

「恨んでいます」

　断言すると、黒川は息を吞のみ、何とも云いがたい表情で僕を見つめてきた。

　いま云わなければ、二度とその機会は巡めぐってこない、そんな気がして僕は気持ちを固める。

　そして深呼吸を一つしてから、しっかりと黒川の瞳ひとみを見み据すえ、唇くちびるを開いた。

「自分を滅め茶ちや苦く茶ちやにした相手を憎にくまないわけがないでしょう。……だけど、その憎い相手を僕は好きになってしまったんです。手に入らないのがわかっているのだから、恨む以外何ができるって云うんですか？」

　詰なじるように云いうと黒川は目を見開き、僕の肩かたを乱暴に摑つかんで責めるような口調で問い詰めてくる。

「バカな。そんな噓をつく意味がどこにあるというんだ！」

　黒川が信じられないように、僕自身にだって信じがたい気持ちなのだ。僕はどんな顔をしていいのかわからず、結局困ったような顔で微笑ほほえんでしまう。

「確かに噓みたいですよね。…僕だって、信じられない」

　自分のことを力で押さえつけて、自由を奪うばった相手なのに、好きになるなんてどうかしてる。

　だけど、仕方ない。

　この胸の痛みは本物なのだ。僕が焦こがれる想おもいを向ける相手は、目の前のたった一人だけ。

　いつだったか、愛いとしさと憎しみは表ひよう裏り一体だと客の誰だれかが云っていた気がする。そのときは、丸きり別物でしょうと笑って流したけれど、身を以もつてそれを体験する日が来るなんて思ってもみなかった。

　多分、初めて店で黒川と目が合った瞬しゆん間かんから、惹ひかれていたのだろう。だからこそ、あんなに胸がざわめいたのだ。

　この男に近づいては危険だ、と───。

　僕から何もかも奪っていった黒川は、乾かわいていた心さえ残らず持っていってしまった。そうして僕は、身も心も奪い去っていった相手のことしか考えられなくなってしまったのだ。

「……いつか、飽あきられる。そんなこと初めからわかってたのに、本当にバカです」

　自らを蔑さげすんでいるうちに、瞳の奥が熱くなってきた。僕はどうして、こんなみっともないことを自分から話しているのだろう。

「だから、誰が誰に飽きられるって云うんだ!?」

「い……っ」

　涙なみだなんか見せまいと俯うつむこうとした僕の肩に痛みが走る。黒川の手に力が籠こもり、指が食い込んできたのだ。

「云ってあっただろう！　周囲がごたごたしてて忙いそがしいと」

「でも…それは、僕を避さけてたんじゃ……」

「アホか！　今回、お前をここから遠ざけようとしたのは、さっきみたいなことがあるだろうと思ったからだ。他ほかにどんな理由がある!?」

「…………」

　苛いら立だった口調で告げられ、僕はぐっと押し黙だまった。

『忙しい』というのは、距きよ離りを取るためのただの建て前だと思ってた。けど、よく考えたら、こんな傍ぼう若じやく無ぶ人じんな性格で僕にそんな云い訳をして、気を遣つかうとは考えにくい。

「あの日、お前がここで働いていることを知った俺はその足で、店とお前のことを調べたんだ」

「どうして……」

「柄がらの悪い連中がよく来るようになったと云っていただろう？　それが引っかかってな。そうしたら、案の定、店の台所は火の車で、あんな状態の爺じいさんには悪いがチャンスだと思ったね」

「あんな状態…？」

「…っと、しまったな……」

　黒川の滑すべらせた言葉を、僕は聞き逃のがすことはなかった。追つい及きゆうすると、黒川はバツの悪い顔で言葉を濁にごす。

「お前は知らなくていい」

「教えて下さい！　いったい、オーナーに何があったんですか!?」

　縋すがるようにして問いかける。だんまりを通そうとする黒川に詰つめ寄り、必死に真実を語ってくれるよう云い募つのった。

「……爺さんは病気だったんだよ。この店とお前のことが気がかりで、なかなか入院に踏ふみきれなかったらしい」

「そんな……」

「お前に知られたくなかったのは、そんなふうに気を落とされたくなかったからだろう。気持ちを汲くんでやれ」

「……っ」

　ここのところ、夜がキツいと洩もらしていたのは体を病やんでいたからなのか。

　あまり、日中に顔を合わせることがなかったため、顔色を気にかけたことはなかったけれど、以前のような潑はつ溂らつとした雰囲気がなくなってきていたのは確かだ。

　歳としのせいで少し瘦やせてきたと云っていたのは、僕に病気のことを隠かくそうとしてのことだったのだろう。

「オーナー……」

　坂下さんのほっとしたような声は、気がかりだったものが自分の望むような形で手放せたことへの安あん堵どからだったのだろう。

　最後の最後まで、僕はあの人の世話になり続けてしまったのだ。居場所を教えてくれなかったのも、いらぬ気遣いをさせないようにという配はい慮りよに違ちがいない。

　そんな彼に僕が報むくいる方法は、残された店を守っていくことくらいしかない。

「この店をこのまま残してお前に任せることがあの爺さんの夢だって知って、俺はここを買い上げることを決めたんだ。お前ごと、な」

「……あなたはバカだ。僕が云うことを聞く保証なんて、どこにもないのに」

　さっきから、バカだのアホだの云われているけれど、黒川だって同じくらいの大バカだ。

　自分の思うようになる保証はない僕一人のために大金を積み、収益の出ない寂さびれたバーを買い取るなんて。

「賭かけみたいなもんだ。だが、この機会を逃したら、一生お前を手に入れることなんてできない、それだけはわかってた。だから、体だけでも俺のものにしちまおうって腹だったんだよ」

　本当にろくでもない男だろう？　と黒川は自じ嘲ちようめいた口調でつけ足した。

「普ふ通つうに接しようって気にはならなかったんですか？」

「……あんな再会の仕方をしておいて、口説いて落ちるとは思えなかった。うだうだ考えてる時間もなかったしな。手段はどうあれ、何としてでもお前が欲しかったんだ───そう簡単に手放すか」

　低く抑おさえた声に熱が混じる。

　射い貫ぬくような視線で見つめられ、体中の細さい胞ぼうがざわめき出した。

「で、でも、会わない間に忘れてしまうことだって考えられるでしょう？」

　心の底に秘ひめていた不安をすぐに払ふつ拭しよくできるわけがなく、僕は尚なおも口にしてしまう。

　すると、黒川は深いため息をついた。

「俺の部屋に連れていくのに、会えないなんてことがあるか、バカ」

「黒川さんの…部屋…？」

「セキュリティのしっかりしてるところのほうが安全だろう。そもそも、俺があんなことまでして手に入れたお前を簡単に手放すと思うか？　奈津生」

「え、あ……それは……」

「初めから云ってただろう、気に入ったって。それだけ云えば、俺の気持ちくらいわかんだろうが」

　慣れてないことを云わせるな、と黒川に睨ねめつけられる。

　わかるだろうと云うが、いつも不景気な顔をして僕を抱だいて帰るだけの男の気持ちなど、察するのは難しすぎる。

　そもそも、気に入ったというのなら、何故なぜ毎回縛しばられる必要があったのだ。

「……だったら、いつも僕のこと縛ってたのはどうしてなんですか？」

　あれはどう説明するつもりなんだ。好意を持っているというのなら、普通あんなことはしないだろうに。恨うらめしげに見つめ返すと、ため息混じりに返された。

「───抱いているときくらい、お前の全すべてが俺のものだって実感が欲しかったんだよ」

「え？」

「俺を拒こばむお前を見たくなかったんだ。ああしていれば抵てい抗こうなんてできないだろう？」

　文字通り縛りつけておきたかったからだと、不ふ貞て腐くされた様子で告げる黒川に、僕は二の句が継つげなくなる。

　この傲ごう岸がん不ふ遜そんな男が、ああして束そく縛ばくしていなければ不安だったとでも云うのか…？

　それでも、導き出した結論が信じられなくて瞬まばたきを繰くり返していると、無事だった左ひだり腕うでで力いっぱい抱き寄せられた。

　耳元に寄せられた唇くちびるに、二度は云いわないからなと宣言されたあと、早口で云われた言葉に胸が震ふるえる。

「俺は、お前に惚ほれてるんだよ」

　何と返すべきかと口籠っていると、わかったかと責めるような口調で念を押された。

　そのとき、僕にできたことは黒川の腕の中でコクリと頷うなずくことだけだった。










　……安静にしててもらうつもりだったのに、どうしてこんなことになってしまったんだろう？

　腕の怪け我がを盾たてに取られた僕は、散々恥はずかしい要求をされた。

　理り不ふ尽じんなと思いつつも、逆らえないのは命じられるのが習慣になってしまったせいか、それとも惚れた弱みなのか。

「あ……っ、ん、んん…っ」

　下か肢しだけ着衣を取り去られ、命じられ、自ら大きく開いた足はだんだんと感覚がなくなってきていた。神経は体の中心に集まり、狂くるおしいほどの熱を生み出している。

　腿ももの内側を黒川の硬かたい髪かみがくすぐり、ぴちゃぴちゃと濡ぬれた音が響ひびく度たびにいたたまれない気持ちになり、それ以上に乱れさせられた。

「も……ぅ…、やめ…っ」

「こんなにしておいて、何云ってる」

「んあ…っ！　あ…ぁあ…っ」

　混じり合った体液でベトベトになった昂たかぶりを握にぎり込まれ、びくんっと腰こしが浮うく。

　いままで一方的に体を貪むさぼられ、奉ほう仕しを強しいられてきていた僕には初めての行こう為い。

　黒川の舌がはしたなく勃たち上がった自身に絡からみついているのだと意識すると、あまりの羞しゆう恥ちに僕は泣きそうになった。

「やっ…あ、あ…熱……っ」

「どこが熱い？」

「どこも……っ、あ、ん…奥……すご……っ」

　硬くなった根元から雫しずくの滴したたる先せん端たんまでをねっとりと舐なめ上げられると、それだけで四し肢しが震える。唇の裏で擦こすられる度に力が抜ぬけてしまい、細胞が蕩とろけていくような感覚に陥おちいった。

「随ずい分ぶんとやらしいこと云うようになったじゃねえか」

「だ…って、…っく、ん…んぅ…っ」

「声を殺すな。いまさら、何を恥じらうことがある？」

　聞かせろよと命じながらも黒川は、つけ根のあたりを揉もみ、括くびれた部分を指で擦る。

　それでも奥歯を嚙みしめていると、先端の窪くぼみをぐりっと舌先で抉えぐられ、そこをキツく吸い上げられた。

「……っ、ああぁ…ッ！」

「云うこと聞かねえとどうなるかくらい、もう覚えただろうが」

「っや、あー…っ」

　前置きもなく、後ろへ指が突つき立てられる。利きき腕が上手うまく使えないからと云われ、自分で潤じゆん滑かつ剤ざいを塗ぬり込めさせられた窄つぼまりは、何の抵抗もなく黒川の太い指を飲み込んだ。

「やっ、噓うそ、いや……あ、ぁ……っ」

　黒川は口こう淫いんを続けたまま、怪我など本当はしていないのではないかと思わせるほど淫みだらに、僕の中を搔かき回す。

　強すぎる快感に過か剰じような熱を逃のがす術すべを知らず、僕は力なく首を振ふった。もう、腰の奥に凝こごった疼うずきをコントロールすることができない。

「あぁあ…ッ!!」

　蕩けた体は、持ち主の云うことなど聞いてもくれず、ひくつく粘ねん膜まくを激しく擦られて、僕は黒川の口こう腔こうで達してしまった。

　そのあとも、ビクビクと震える腰を抑えきれず、断続的に欲望を吐き出してしまう。

「ごめ…なさ……」

　怒おこられる───そう思い、体を起こして視線を投げた黒川の姿は予想に反していた。

　口で受け止めたものを躊躇ためらいもなく飲み下し、唇についた白いものまでも舐め取っている。　>>>♥

「そ、そんなもの出して下さい…っ」

「何云ってるんだ。自分は平気で俺のものを飲むくせに」

　くっくっと喉のどの奥で笑われて、頭にカァッと血が上る。

「あれは…！」

　命じられるからに決まっている。初めはもちろん嫌いやだったし、本当はいまでも苦手なのだ。平気に見えるのは見み栄えのせいだろう。

　だけど、自分のものをそうされることが、こんなにもいたたまれない気持ちになるとは知らなかった。

「───それより」

「あっ…!?」

　ぐいと膝ひざを押され、体を二つ折りにされる。いままで指に搔き回されていた場所に黒川の昂りが押しあてられる。

「そんなこと云ってる場合じゃないだろう？」

「ああぁ…っ!!」

　触ふれた切っ先の熱さに僕がひゅっと息を吞のんだのと同時に、圧あつ倒とう的な熱量が体の中を押し開いた。

　一気に奥まで貫つらぬかれ、その瞬しゆん間かん意識が飛ぶ。

「…っ、相変わらずキツいな、お前の中は」

「そ…んな…ことっ、ぁく、んんっ…！」

「欲しかったって云ってるぜ？」

「うそ…っ、や、あ、あ…っ!?」

　イカされたばかりの体はだらりと弛し緩かんし、一いつ旦たんは慣らされた中も狭せまくなっていたけれど、教え込まれた男の形は克こく明めいに覚えていて、どんなに乱暴にされようと受け入れてしまうのだ。

　とは云っても、抉るように腰を打ちつけられているのに、いつもとは違ちがう。

「んぅ…っ、っふ、あぁ……っ」

「今日はえらく感じてるな」

「っあ、だって……あ、や、ぁ…っ！」

　黒川の云うように、義務で抱かれていたときより、僕の五感は鋭えい敏びんに快感を拾っていた。

　いままでは乱れる自分を恥じ、感覚をセーブしようとしていたけれど、いまは素す直なおに全てを受け入れようとしているからかもしれない。

　でも、それだけじゃない。黒川自身が違うのだ。

　欲望を満たすためだけに僕を抱だいていた腕が、射い貫ぬくような視線が、今日は打って変わって優やさしさを纏まとっている。行為は激しいけれど、それだけじゃない何かがあった。

「はぁ…っ、……っと…て……」

「ん？」

「もっと、欲し……っ」

「煽あおるな、バカ」

「んぁ…っ、あ…ぅんっ！」

　黒川はガクガクと揺ゆさぶっていた僕の腰を摑つかみ直すと、更さらに深くを穿うがってくる。感じる場所ばかりを先端で抉られ、僕は感じすぎてしまう体に困こん惑わくした。

「あ…ぁっ、そこ…い……っ、んんんっ」

「知ってる。ここ、だろう？」

「やぁあ…っ!!」

　荒あら々あらしい抽ちゆう挿そうのなか、尚なおも感じる場所ばかりキツく突かれ、僕は短く叫さけぶ。

　疼きを直接刺し激げきされているような感覚に首を振ると、肌はだに浮かんでいた汗あせが飛び散った。

「……っ、……黒川…さ……」

　甘く溶とけ出していってしまいそうな体に不安を覚え、自分を苛さいなむ男に腕を伸のばす。初めて見せた仕し種ぐさに黒川は僅わずかに目を見開いたけれど、伸ばしたその腕を摑み、僕の体を引っ張り起こした。

「……あっ」

　腰を跨またぐような体勢により繫つながりが深くなり、思わず喉の奥が鳴る。

　汗を吸い、上半身にまとわりついていたシャツを剝はがすように脱ぬがされたかと思うと、湿しめった肌に歯を立てられた。

「んっ、ふぁ…っ、あ……」

「───奈津生…っ」

「あ…っ、あ、あっ、っんー…っ」

　腰に響く律動が更に激しさを増し、鼻にかかる甘ったるい声に歯止めがきかなくなった頃ころ、首筋にしゃぶりついていた唇くちびるが、吐と息いきごと僕のそれを奪うばい取る。

「んん……んっ、ンぅ…っ」

「奈津生」

　お互たがいに貪り合うキスの合間、愛いとおしげに呼ばれる名前に、胸が痛む。

　苦しくて、せつなくて、でもそれが嬉うれしくて。

　それを伝えるための言葉は知っている。それは、簡単だけど難しい、たった二文字の言葉。

　吐息混じりに囁ささやけば、くしゃりと男の顔が歪ゆがめられる。

　そうして、返すように微笑ほほえんだ瞬間、目め尻じりから一ひと粒つぶ、あの日とは違ちがう雫が零こぼれ落ちた。










「───思い出した」

　黒川がシャワーを浴びている間、夢うつつにうとうととしていた僕は、ふと昔のことを思い出した。

　あの、桜舞まい散る春のある日───。

『こら！　何してんの、こんなとこで！』

　高校の入学式の直前、僕は校舎内を見回る仕事を受け持っていた。

　迷まい子ごになっている新入生を案内するのが本来の目的だったけれど、見つけたのは初日からどうどうとサボっているふてぶてしい生徒で。

『…ちっ』

『君、新入生だよね？　初日から煙草たばこなんて、先生に見つかったらどうするの』

『関係ねーだろ、あんたには』

　生活にゆとりのある家庭の子息が多いウチの学校ではあまり見ないようなタイプで、僕はすぐに興味が湧わいてしまい、放ほうっておく気になれなかった。

　厳いかめしい顔つきで、制服を脱いだら高校生には見えないような体格。街で出で逢あったのなら、できる限り関かかわり合いにならないように努めるべき雰ふん囲い気きだったけれど、そんな男がウチの学校の制服を居い心ごこ地ち悪そうに着ているのだ。

　怖こわいというよりも、むしろ可愛かわいいと思えてきてしまったのだ。

『あるよ。僕は入学式の実行委員なんだ。新入生全員に参加させる権利がある』

『はあ？　権利？　義務じゃなくて？』

『ほら、一いつ緒しよに行こう。吸い殻がらは僕が預かっててあげるから』

　そうやって急せかすと、新しい後こう輩はいは嫌そうな顔をしながらも渋しぶ々しぶ腰こしを浮うかせる。

　思ったよりも素直で、眉み間けんに皺しわを寄せながらもおもむろに立ち上がる様子は、ドーベルマンのような大型犬を彷ほう彿ふつとさせた。

『……わかったよ』

　やけに身長が高く、威い圧あつ感がある。そんな彼がバツの悪そうな顔で揉もみ消した吸い殻を手て渡わたしてくるのが、微笑ましくて思わず口元が緩ゆるんでしまった。

『よし！』

　微笑みかけて、空いていた手を差し出すと、彼は面めん喰くらったような顔を浮かべた後、少しだけ口元を緩めてくれたのを覚えてる。

「何だ……あのときの……」

　あれ以来話す機会もなく、遠くで見かけてはその姿を追っていたこともあったけれど、受験態勢に入ってからはすっかり頭の中から抜け落ちていた。

　黒川にとっては、いまでも忘れることのできない印象的な出来事だったということがびっくりだ。

　そんなに僕のような人間が、物もの珍めずらしかったのだろうか？

「あの頃はもうちょっと可愛げがあったんだけど……」

「誰だれに可愛げがあったって？」

　シャワーから上がってきた黒川が、僕の言葉を聞き咎とがめてきた。まさか、聞かれていたとは思わなくて、少し動どう揺ようしてしまう。

「あ……腕うでは大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「こんなのかすり傷だって云いってるだろう」

　そんなこと云って、さっきは怪け我がを盾たてにして、色んなことをさせたくせに。けど、云うとまた何をされるかわからないからと、僕はそれ以上口にするのはやめておいた。

「で、何だって？」

「大したことじゃないですよ」

　黒川の怪け訝げんな顔つきに思わず笑いが漏もれてしまう。

　出逢ったときのことを思い出したと告げたら、どんな顔をするだろう？

　思い出話に花が咲さくよりは、気き恥はずかしさで不ふ機き嫌げんになるような気もするけれど。

「実は───」

　僕は、もう一度あの日のことを思い返しながら、ゆっくりと口を開いたのだった。
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「───それで、マスターは名前なんて云いうの？」

「さあ……企き業ぎよう秘密ですね」

　カウンターの真ん中に陣じん取どったその客は、やんわりと返した僕の答えに不満そうに顔を歪ゆがめる。

　この客が店にやってきたのは、これで二回目。

　一回目は確か、常連客のサラリーマンに連れられて来ていたはずだけど、今日は土曜日で会社が休みなのか一人きりだ。私服姿のためか多少印象は違ちがったけれど、繰くり返される質問は前回と全く変わらない。

「いいじゃん、教えてよー」

「…………」

　食い下がる彼を微笑ほほえみで誤ご魔ま化かすと、その頰ほおがうっすらと染まる。強ごう引いんなのか、純情なのかわからない客だ。

　この程度なら質たちの悪い客のうちには入らないけれど、名前は云わないほうが妥だ当とうだろう。

　勿もつ体たいぶって隠かくすほどの名前ではないけれど、話を聞けば、彼はこの春に社会人になったばかりだという。そんな青年に、ヘンな期待を抱いだかせるわけにはいかない。

「マスターって呼び方、あんまり好きじゃないんだよね。何か、おじさんっぽいイメージがするだろ？　あなたみたいな美人には似合わないよ。でも、ホントに綺き麗れいな顔だなぁ…」

「恐おそれ入ります」

「黒くて長い髪かみも、あなたに凄すごく似合ってるしさ」

「…………」

　───どうもこの客も、僕の『容姿』が気に入ったらしい。

　うっとりとした視線を向けながらの手放しの賛辞に、思わず僕は苦く笑しようしてしまう。

　こういったことは度たび々たびある。けれど、熱っぽい視線を向けられる度、こんな外見のどこが良いのかと、僕は不思議に思うのだ。

　姿形は親から譲ゆずり受けてしまったものだし、髪は惰だ性せいで伸のばしているだけ。誇ほこりたいと思うことなど、自分では全くないというのに……。

「ねえ、下の名前だけでいいからさ。あ、仕事中でダメだってことなら、店終わるまで待ってるけど。何時に終わるの？」

　ため息を吞のみ込む間にも、相手は都合よく解かい釈しやくしてどんどん話を進めてしまう。

　いまはまだ、その拗すねた口調も微笑ましく思える。だけど、それもいまだけだ。若さ故ゆえの暴走に火がついてしまっては困る。

　僕は、以前ストーカーのようになってしまった客の一人を思い出し、うんざりとした気持ちになった。

　あのときは、その対処に相当骨を折ったのだ。

　欲しくないプレゼント攻こう撃げきに、店を独り占じめしようとでもいうかのような他の客への嫌いやがらせ、待ち伏ぶせに、悪戯いたずら電話。繰り返されるアプローチは、エスカレートするばかりで。警察沙ざ汰たにしなければならないだろうかと、さすがに僕も思ったくらいだ。

　けれどその客も、あの人に『困っている』とつい零こぼしてからは、姿を見ていない……。

　僕はグラスを片づけるふりをしつつ、こっそりとため息をついた。

　この店は、繁はん華か街がいの奥にある目立たないバーで盛せい況きようとは云いがたいが、清潔感のある雰ふん囲い気きのためか比ひ較かく的金回りの良い客が多い。そういった客は、大たい概がい自分の地位がわかっているためか、引き際ぎわを心得ているのだが、面めん倒どうなのは勘かん違ちがいしやすいこういった客だ。

　とにかく、あの人に気づかれる前にどうにかしないと……。

「生あい憎にく、閉店時間は決まってないんです。───何かお作りしましょうか？」

　やんわりと客の言葉を流しつつ、空のグラスに気づいた僕は追加注文を訊たずねた。

「じゃあ、マティーニを二つ。マスターも一いつ緒しよに吞んでよ」

「私も、ですか？」

「一人で吞むのって好きじゃないんだ。一いつ杯ぱいくらいなら平気だろ？」

「……ありがとうございます」

　覚え立てのメニューを口にしたというのが、ありありと見てとれる。だからといって、無む下げに断るわけにもいかず、僕は一応、厚こう意いとして受け取ることにした。

　マティーニは、口当たりがいい割にアルコール度数の高いカクテルだ。

　そのことを知らない客ならまだしも、こういった店でシェイカーを振っている僕を酒で酔よわせようなんて、浅はかというか何というか…。思わず内心苦笑してしまう。

　───仕方ない、付き合うか…。断ってもこの分じゃしつこく云ってきそうだし。

「どうぞ」

　酒に弱いわけではないけれど、念のため自分のぶんのグラスはジンを少なめにし、僕はグラスをカウンターの上に滑すべらせた。

「じゃあ、乾かん杯ぱい」

　持ち上げられたグラスを軽く合わせる。

　いただきますと告げ、一口吞んだところで入り口のドアにつけられたベルが、カランカランと涼すずやかな音を響ひびかせた。

「いらっしゃいま───」

　グラスを置き、音のしたほうへと振り向いた僕は、そこに立っていた人物の姿に小さく息を吞む。すぐに、ドクンドクンと心臓が早はや鐘がねを打ち出したのを感じた。

　現れたのは、数ヶ月前にこの店の新たなオーナーとなった黒川龍二だった。

　ただそこに佇たたずんでいるだけなのに、圧あつ倒とう的なその存在感には誰だれもが目を奪うばわれる。黒川はそういった雰囲気を纏まとう男だった。

「…いらっしゃいませ」

　僕は気持ちを落ち着かせて、何事もなかったかのようにして改めて声をかける。

「…………」

　なんだろう…？

　いつも通りの無愛想な顔だけど、今日は纏う空気が普ふ段だんより殺気立っているように思える。

　何かトラブルが起きたか、巻き込まれたかしたあとなのかもしれない。少しだけ乱れた漆しつ黒こくの髪さえも、彼の野性味を際立たせ、迫はく力りよくを増させる要因となっていた。

　それにしても、ここ数日は店に顔を出すこともなかったというのに、今日はどういった風の吹ふき回しだろう？

　オーナーと云っても、黒川はこの店の経営を主としているわけではない。不動産業や金きん融ゆう業、風ふう俗ぞくやホストクラブのような水商売系の経営などを主しゆ軸じくに手がけているらしい。

　自分のことをあまり語ってくれないため『らしい』としか云えないのだが、儲もうけがあるとは言いがたいこの店を道楽で経営するくらいなのだから、金回りはかなりいいのだろう。

「───いつものを」

「……かしこまりました」

　通り一いつ遍ぺんの受け答えだというのに、言葉が喉のどに引っかかる。

　黒川と対たい峙じするとき、僕は未いまだに緊きん張ちようしてしまうのだ。それが彼の持っている雰囲気のせいなのか、僕が抱かかえている想おもいのせいなのかはわからない。

「…………」

　僕はそれ以上かける言葉を見つけることができず、黙だまってバーボンを取り出す。

　すると黒川は、表情一つ変えずに僕の前まで悠ゆう然ぜんと近寄り、カウンターで機き嫌げんよくマティーニを吞んでいたその客に一言云い放った。

「そこは俺の席だ」

「は？」

　突とつ然ぜん、そんなことを云われた彼はもちろん怪け訝げんな顔をする。

「そこは俺の席だと云ったんだ」

「何だよそれ……。そんなの早いもん勝ちだろ？　もしかして、あんたもここのマスター狙ねらいなわけ？」

　酒の入った彼は、怖こわいもの知らずで黒川に反論する。僕は口を挟はさむこともできず、ハラハラしながら二人の様子を見守った。

「…………」

「な、何だよ。何か文句あるのかよ」

　睨にらみつけられ、さすがにたじろいだ様子を見せる。理性がアルコールで飛んでいたとしても、黒川の持つ威い圧あつ感は本能に訴うつたえてくるような類たぐいのものだ。

　あからさまな敵意を向けられ、平然としていられるのはよほどの人物だろう。

「…………」

　一言も云いい返そうとしない黒川は、さっきより機嫌を悪くしているように見えた。

　そんな様子に気づいたのか、奥のテーブル席で談笑していた常連客たちが、そそくさと酒を吞み干し立ち上がる。

「会計、いい？」

「はい。……申し訳ございません」

　慣れた様子で声をかけてくる美び貌ぼうの常連客に小声で謝ると、からりと笑いながら気にするなと返された。

　伶れい俐りに見えるほどに整った顔を人ひと懐なつっこく綻ほころばせる彼の名は、たしか『冬とう弥や』と云ったはずだ。まだ学生らしいと聞いたことがあるけれど、正確な歳としは知らない。

　容姿も身なりも羽振りもいい彼の周りには、いつも誰かしらがいる。どんな気き紛まぐれで、こんな地味なバーを贔屓ひいきにしてくれているのかはわからないが、僕は彼が好きだった。

　何となく、自分と同じ種の匂においがするように思えるからかもしれない。笑え顔がおの裏に、何かしらの闇やみを抱えている……そんな気がするのだ。

「気にしないでいいって。今日はこっちも騒さわいで迷めい惑わくかけちゃったしね」

「そんなことは……」

　客が、出した酒で楽しんでくれていたのなら、店としては本ほん望もうだ。なのに、それをまたもや中断させてしまったかと思うと、さらに心苦しくなる。

　黒川がオーナーになってから、こういった気紛れな閉店がよくあるせいか、常連客の間では黒川の来店イコール閉店が定着してしまったようだけれど、やっぱり申し訳ない気持ちが消えることはない。

　だからといってオーナーの意向に背そむくわけにもいかず、ここ数ヶ月は客に不便を強しいていた。

「でも、よかったね」

　ふいに、その綺き麗れいな顔がふわりと綻ぶ。

「何がですか？」

　よかったと思えることなど一つもない。むしろ、いまの店の雰囲気は最悪な状態なのだ。

　不思議に思って小首を傾かしげると、彼は悪戯いたずらっ子のような表情で声を潜ひそめた。

「だって、このところ元気なかったのは、あのオーナーが顔を見せなかったからでしょう？」

「……っ…」

　予想もしていなかった指し摘てきに、僕は反射的に顔が熱くなる。

　店に現れない黒川の身を案じ、やきもきしていたことは事実だが、顔には出さないように気をつけていたのに。それが、傍はたからはそんなふうに見えていたなんて……。

「自覚がないならいいけど。それじゃ、ごちそうさま。ねー、お腹なか空すいちゃったから、誰か一いつ緒しよにご飯食べ行かない？」

　彼は動どう揺ようする僕にそれ以上の追つい及きゆうをすることなく、近くにいる人間に声をかける。人気者の彼の誘さそいに、周囲の人間は我先にと返事した。

「行く行く！」

「あ、それなら俺、こないだ美味うまい店見つけたんだ」

「じゃあ、そこ行こうか？───ほら、そこの君も行くよ」

「は？　俺？」

　黒川に睨まれ、動けなくなっていたカウンターの男は、予想外の呼びかけに目を丸くした。

　どうして自分が、と云わんばかりの怪訝な顔をしていると、ふいに目の前に手を出され、ますます不思議そうな表情を浮うかべる。

「察しが悪いなぁ。こういうとこに来るなら、ちょっとは空気読めるようになりなよ。早く財さい布ふ出して」

　彼は椅い子すにかけてあったその男のジャケットから財布を抜ぬくと、数枚の紙し幣へいを取り出し、さっさとカウンターの上に置く。

「これで足りるよね？」

「何すんだよっ、俺はまだ吞のんでるんだ！　ちょっと、マスターも何か云ってよ」

　助け舟ぶねを要求されても、僕には丁てい重ちように頭を下げて返すことしかできない。

　客商売として間ま違ちがってるとは思うけれど、この店では誰よりも黒川が最優先なのだ。

「……申し訳ございません。今日はもう店みせ終じまいなんです」

「はあ!?　だったら、そいつはどうなんだよ！　何でデカイ顔して突つっ立ってんだよ!!」

　指さされた黒川は重い口をようやく開き、憮ぶ然ぜんとして告げる。

「自分の店でデカイ顔して何が悪い？」

「……ッ！　俺は客だぞ!?　お前の店なら、客に対しての対応ってもんが───」

　真っ赤になって捲まくし立てる男の口を、伸のびてきた冬弥の手が塞ふさぐ。

「はいはい。いいから行くよ。奈津生さん、またね」

　彼はそう云うと、必死になって彼の綺麗な指を剝はがそうとする男を引き摺ずり、楽しげに店を出ていった。

「…………」

　嵐あらしのような喧けん噪そうが過ぎ去り、店内にはシン…とした沈ちん黙もくが落ちる。僕はほっとした気持ちと裏腹に、黒川の機嫌の悪さを思うとキリキリと胃が痛くなった。

「いまのはよく来るのか？」

　黒川はようやく空いた『指定席』に腰こしかけると、僕が出したグラスを摑つかみ、一気に半分ほど喉に流し込む。その乱暴な吞み方に、僕は彼の虫の居所の悪さを思い知らされた。

「いえ、今日で二回目です」

「次からは追い払はらえ」

「ですが……」

　あの程度のことで追い払っていたら、この店には客が寄りつかなくなってしまう。ただでさえ最近は、営業日も開店時間もまちまちだというのに……。

　一人きりで訪おとずれる客が多いバーなため、僕が客に話しかけられることは日常茶さ飯はん事じだ。

　あまり喜ばしいことではないけれど、その中にはああやってアプローチをかけてくる人間も少なくはない。

　だけど、口説かれることが気に食わないと云ったら、こんな商売はやっていけない。

　それくらい黒川だってわかっているだろうと思うのに、どうしてこう無茶を云うんだろう？

「文句があるのか？」

　ギロリと睨まれ、その迫はく力りよくに圧おされたけれど、僕は毅き然ぜんと云い返した。

「あの程度のことは大したことじゃないでしょう？　僕がちゃんと気をつけていれば問題ありません」

「だったら、先日のことはどうなんだ？　さっきのが、ああいう傍迷惑な男だったらどうする」

「……っ、でも……」

　自分の傲ごう慢まんさを棚たなに上げているところは引っかかるけれど、つきまとわれて困り果てた一件を例に挙げられれば反論する余地がなくなってしまう。

「口答えするな。これは命令だ」

「───…」

　有う無むを云わせぬ口調で云われ、僕は悔くやしさに唇くちびるを嚙かんで押し黙だまった。

「返事は？」

「……わかりました」

　承しよう諾だくの言葉を口にしながら、密ひそかにため息をつく。

　いくら黒川にとってこの店が片手間以下だとしても、こんなにも客に不親切な運営状じよう況きようはいかがなものだろうか？　このままでは、本当に経営が立ち行かなくなってしまう。

「どうした？」

「……いえ」

　不安に思わず顔を歪ゆがめてしまった僕を、素す早ばやく黒川が見み咎とがめる。だが、やはり云いたいことをはっきりと口に出すことはできない……。

　正直なところ、オーナーの都合で開店状況を左右されるこの店がまともに経営できているわけがなく、オーナーが代わる前よりも更さらに経営状態は悪くなっていた。

　黒川にとっては経営状態などどうでもいいことなのかもしれないが、一応は店を任されている以上、できる限りのことはしたい。

　そう思ってメニューを増やしたり、居い心ごこ地ち良い空間になるよう気を遣つかったりと、僕なりにできることを頑がん張ばってみてはいるけれど、やはり限られた営業時間内では、それを赤字解消に結びつけることは難しかった。

　……こうやって僕がこの店に執しゆう着ちやくするのは、自分を助けてくれた前オーナーへの思い入れもあるけれど、それだけじゃない。いまの僕にはこの店が黒川との唯ゆい一いつの接点、ということが、何事にも替かえられない重要な事実だった。

　だからその接点を維い持じするためにも、囲われているのではなく、雇やとわれているのだと云いえる立場にならなければいけない。

　そんなことを考えてしまうほど───僕と黒川との関係は、微び妙みようなものだった。

『俺は、お前に惚ほれてるんだよ』

　あのとき確かに、黒川はそう云ってくれた。僕だって、黒川が好きだと告げたはずだ。

　一いつ瞬しゆんでも黒川に近づけたような気がしたというのに、あれから数ヶ月たったいまも、僕たちの関係は気持ちを伝える以前と何ら変わりはない。

　それどころか、いくら体を繫つなげても黒川の心は遠く、一緒にいることに、以前よりもずっと違い和わ感を覚えるくらいなのだ。

　もしかしたら……手に入れた途と端たん、黒川の執着は僕から離はなれてしまったのだろうか…？

「…………っ」

　思い当たる節に、僕は小さく息を吞む。

　だが、そう考えるのが、この違和感に対して一番しっくり来る答えのように思えた。

「同じ物を」

「かしこまりました」

　動揺を悟さとられないよう気を遣いながら、僕は空になったグラスを下げ、新しい水割りを作る。

　客に出すためのそれではなく、黒川の好みに合わせ、バーボンは少し多めに。黒川の微妙な反応の違いから調整してみたのだが、いまの割合が一番口に合うようだった。

「お待たせ致いたしました」

「ああ」

　新しいグラスを静かに置くと、今度はゆっくりと味わうように吞んでくれた。

　黒川のために今の僕ができることは、これくらいしかない。

　水割りを口に含ふくんだ瞬間の表情をこっそりと覗のぞき見ると、ほんの少しだけ眉み間けんの皺しわが弛ゆるんだところを見ることができた。

「やっぱり、お前が作るのが一番口に合うな」

「え…？」

　思わぬ言葉をかけられ、僕は驚おどろきに目を見張る。

　今まで感想なんて一言も云ったことがない黒川が……僕の腕うでを褒ほめるなんて……。

　じわじわと込み上げる喜びに、僕の口元は自然と綻ほころんでしまう。

　そんな些さ細さいな一言で舞まい上がってしまうなんて、自分でもどうかと思うけれど、滅めつ多たに聞けない黒川の褒め言葉は心底嬉うれしかった。

「……ありがとうございます」

　やっぱり……僕はこの男が好きなんだ……。

　強ごう引いんで傲慢───そんな年下で最低な男のことがこんなにも好きだなんて、どうかしてるとしか云いようがない。

　だけど、理性では呆あきれつつも、甘く疼うずくこの胸の痛みは見過ごしようのない真実だった。

「…………」

　一いつ緒しよに出したつまみを齧かじりながら酒を呷あおる様子を飽あきることなく眺ながめていると、ふいに黒川の視線がこちらを向いた。

「何か云いたいことがあるのか？」

「あ……すいません……。気に障さわりましたか？」

「……いや」

　不ぶ躾しつけな視線が不ふ愉ゆ快かいだったかと思い謝ると、気まずそうに目を逸そらされる。言葉を濁にごされてしまうと、何が気になったのかは結局わからずじまいだ。

　そのときふと黒川の左手の甲こうに派手についた擦すり傷を見つけて、僕はぎょっとした。

「どうしたんですか、その手！」

「……ああ、これか。来るときに、ちょっとぶつけた」

　いくらなんでも「ちょっと」と云うには痛々しすぎる傷きず跡あとに、僕は咄とつ嗟さに黒川の左手を摑み、自分のほうへと引き寄せた。　>>>♥

　摑んだ手首は赤く腫はれ上がっている。

「手首も腫れてるじゃないですか!!　どうして先に云わないんです!?」

「大した怪け我がじゃない。放ほうっておけば治る」

「な…」

　こんな怪我を放置しておこうだなんて、何を考えているんだ？

　ちなみに、こういったことはこの数ヶ月で一度や二度のことではない。

　どうしてそんな怪我を作ってくるのかと訊たずねたら、追い詰つめられた債さい権けん者しやや、ホステスやホストに入れあげた客が逆ギレしたからだと云っていたことがあった。

　もしかしたら、もっと危険なこともしているのかもしれないと思って追つい及きゆうしたこともあったけれど、僕にそれ以上詳くわしいことを教えるつもりはないらしくはぐらかされている。

「ダメです！　病院とまでは云いませんから、せめて湿しつ布ぷくらい貼はって下さい」

「…………」

　強い口調で告げると、黒川は渋しぶ々しぶ押し黙ったあと、小さな笑えみを見せた。

「……ようやく、お前らしい顔になったな」

「え？」

　唐とう突とつに云われた言葉の意味がわからず、僕は目を瞬しばたたかせる。

　短く問い返したけれど、黒川は同じことを二度云うつもりがないらしく、代わりに大人しく腕をカウンターの上に乗せた。

「好きにしろ」

　初めから、素直にこうしてくれればいいものを……。

　僕はため息をつきつつも、カウンターの下に常備してある救急箱を取り出すと、中から必要と思われる軟なん膏こうや湿布、包帯などを躊躇ためらいもなく選び出す。そして、手当てに手慣れてしまった自分に複雑な思いを抱いだきながら、黒川の手を消毒し、丁寧に包帯を巻いた。

「あの……」

「何だ？」

「……いえ、何でもないです」

　無茶はしないでくれと云いたかったけれど、それは僕が口を挟はさめる問題ではないことは充じゆう分ぶんわかっている。黒川の仕事に関して僕に許されるのは、無事を祈いのることくらいなのだ。

「もういいですよ。腫れが引くまで、あまり左手を使わないようにして下さいね」

「善処する」

　そう云って水割りを口にしようとした黒川を、僕は慌あわてて制止した。

「お酒もダメです。今夜は我が慢まんして下さい」

「かまわないだろう、これくらい。もう一いつ杯ぱい吞のんだんだから、さしたる差はあるまい？」

「ですが……」

「お前の作った酒を残したくはない」

「……っ」

　───黒川は卑ひ怯きようだ。

　たとえその場凌しのぎの出任せだったとしても、そんなふうに云われたら、厳しいことなど云えなくなってしまう。

　すると黒川は困こん惑わくする僕を見て、少しだけ口の端はしを上げ、微かすかな笑みを浮うかべた。この日初めての笑顔に、ドキリと心臓が大きく跳はねる。

　耳まで熱くなっていくのを感じた僕は自分を誤ご魔ま化かすため、溜たまったグラスを洗い始めた。

「奈津生、これを吞んだら帰るぞ。仕し度たくをしてこい」

「はい」

　黒川を待たせるわけにもいかないし、店内の片づけは明日に回したほうがよさそうだ。

　僕は一言断りを入れると、着き替がえるために建物の二階へ足を向けた。

　元々事務所兼けん更こう衣い室しつだった二階は、黒川がオーナーとなった途端改装してしまい、今はワンルームマンションのような造りになっている。

　一応、ここが僕の住まいなのだが、こうして黒川が来た夜は彼の自宅へ連れ帰られるのが最近の常だった。

　とはいえ、忙いそがしい黒川とは、店が終わる深夜から朝方にかけてしか一緒にいられないし、共に過ごすのは専もつぱらベッドの中で、会話なんてほとんどありはしない有様だったりする。

　おまけに返ってくる答えが怖こわくて、ベッドを抜ぬけ出す黒川を引き止めることもできないなんて、これでは『恋こい人びと』というより『愛人』だ……。

「……急がないと」

　暗くなっていく思考を振ふり払はらうようにして手早く着替えると、僕は洗せん濯たく機きへとシャツを放り込み、急いで店へと戻もどった。

「早かったな」

「中にいて下さればよかったのに。いま、戸と締じまりしてきますから待ってて下さい」

「ああ」

　黒川は胸むな元もとから煙草たばこを取り出して口にくわえ、二階へと続く外の階段に腰こしを下ろした。

　外で待っていてくれたということは、店内の消灯はしてきてくれたということだろうか？

　念のため店の中を一いち瞥べつして明かりが点ともっていないことを確かく認にんしてから、表の看板を照らす照明を切る。こちらのスイッチはわかりにくいところにあるため、黒川も場所がわからなかったのだろう。

　ガス等の確認をすませたあと入り口に施せ錠じようをしていると、背後から声が聞こえてきた。

「えー…もう閉店？」

　振り返ると、決まって毎週末に来てくれている常連客が残念そうな顔で立っていた。

　まだ店がやっていると思って、足を運んでくれたのだろう。なのに期待に添そうことができず、僕は申し訳ない気持ちになる。

「申し訳ございません……」

「ちぇー、もうちょっと早く来ておけばよかったな。まあ、でも、奈津生さんの顔が見られたからいいや」

　屈くつ託たくなく云いわれ、少しだけ気持ちが軽くなる。

「また、いらして下さいね」

　心からそう云うと、彼は気さくに微笑ほほえんでくれる。

「来週は時間あるから、早めに顔出すよ。それじゃ、おやすみなさい」

「おやすみなさいませ」

　笑顔で見送ったあと、慌てて待たせている黒川のところへと向かうと、彼の眉み間けんには再び深い皺しわが刻み込まれていた。

「人気者だな」

「黒川さん……」

　───まさか、あの客のことを云っているのか…？

「どいつもこいつも、酒を吞みに来てるんじゃなくて、お前の顔を見に来ているだけなんじゃないのか？」

「……っ…」

　うんざりと吐はき捨てられた言葉が、ザクリと胸に突つき刺ささる。

　意図して云ったわけではないのかもしれないが、まるで僕の作る酒には何の魅み力りよくもないと切り捨てられたような気分になった。

　感情が急降下していくのに伴ともない、血の気も一気に引いていく。くらりと目め眩まいさえする。

「何突っ立ってるんだ？　行くぞ」

「……はい」

　震ふるえそうになる声を何とか振り絞しぼり、いつも通りの返事をする。

　どうして、こう上手うまくいかないんだろう…？

　この人に嫌きらわれたいわけじゃない、もっと近づきたいのに……。

　どうしたら、上手くいくんだろう？

　だが、ポケットに手を突っ込み、横おう柄へいな態度で歩いていく黒川のあとを、僕は大人しくついていくことしかできなかったのだった。










　───どうしたものか……。

　黒川の車は、すぐにマンションへと辿たどり着いてしまった。だが、部屋に戻っても、黒川の機き嫌げんは低空飛行のままだ。

　びくびくと様子を窺うかがっているだけでは埒らちが明かないと判断し、僕は黒川に普ふ段だん通りに声をかけることにした。

「夕食は食べましたか？　まだでしたら、何か作りますけど」

　しかし、キッチンに体を向けかけた途と端たん、必要ないと切り捨てられる。

「メシはいい。寝しん室しつへ行け」

「────」

　早さつ速そくそれか、と僕はため息をつきたくなった。

　別に黒川に抱だかれることが、嫌いやなわけではない。

　僕なんかの体を求めてくれることは喜ぶべきなんだろうけど、さっきぶつけられた言葉のせいで、いますぐそんな気分にはなれそうにないだけだった。

「嫌なのか？」

「いえ……そうではなくて……」

　僕が黒川の側そばにいる理由は何なのだろう───そんな疑念が頭に浮かんでくる。

　しかし、体だけだと云われたらと思うと気持ちが竦すくんでしまって、僕はやはりその問いを黒川にぶつけることができなかった。

「お前は俺のものだってこと、忘れてるわけじゃないだろうな？」

「……わかってます」

　力なく首を縦に振り、僕は云われた通り寝室へと向かう。黒川のベッドに目をやると、数日前、僕がメイクしたときのままであることがわかった。

　家事を一いつ切さいしない黒川の生活を見み兼かねて、顔を合わせないでいる間も数日置きにこの部屋の掃そう除じや洗濯をしに来てはいるのだが、そのままだということは戻ってきていなかったということだろう。

　その間、黒川はいったいどこで休んでいたのだろう……？

「…………」

　自らベッドへ上がることに躊躇ためらい、所在なげに立っていると、背後でドアが閉められる音がした。

「服を脱ぬげ」

「え？」

　短く命じられ、思わず訊きき返すと、黒川は苛いら立だったように急せかしてくる。

「早くしろ」

　こんなときの黒川に意見しても意味がないと判断し、その突き放すような態度に悲しくなりながら、僕は着ているシャツのボタンに手をかけた。

　黒川の視線を感じながら、事務的な手つきで一つ二つと外していく。

　しかし四つ目のボタンに手をかけたところで、小さな舌打ちの音と共に腕うでを摑つかまれたかと思うと、強ごう引いんに向きを変えられる。

　驚おどろく間もなく唇くちびるを奪うばわれ、呼吸さえままならなくなった。

「んぅ……っ」

　乱暴に捩ねじ込まれた肉厚な舌は熱く、ほんのりとアルコールの味が残っていた。数日ぶりの口づけに、僕の全身は簡単に熱を帯び、ざわりと戦おののく。

　そんな気分になれそうもないなんて思っていたくせに、キス一つで体は黒川に反応する。

　たった数日の禁欲で、こんなにも黒川に飢うえてしまうなんて…。

「んん……ん……っ」

　口こう腔こうを乱暴に搔かき回されると、頭の中をぐちゃぐちゃにされているような感覚に陥おちいる。空気を求めて喘あえごうとすると、ぐっと腰を引き寄せられ、さらに口づけを深くされた。

「はっ……んん、ん……」

　いつになく余よ裕ゆうのない黒川に戸と惑まどいを覚えながらも、淫いん蕩とうなキスに力が抜ぬけ、膝ひざが折れそうになった僕は、条件反射のようにして彼の背中にしがみついた。

　自分からも舌を絡からめ、混じり合う唾だ液えきを啜すする。キスの心ここ地ちよさに陶とう酔すいし、意識に霞かすみがかってきたところで唇は離はなれていった。

「あ……黒川さ……」

　ふいに途切れたキスが物足りなくて、僕は思わずねだるような声を上げてしまう。

　覚おぼ束つかない体をベッドに放られると、シャツのボタンが弾はずみで外れる。黒川はスーツのジャケットを脱ぎ捨てると、すぐに僕の上にのしかかってきた。

「あ…ッ」

　荒あら々あらしく肌はだをまさぐられ、喉のど元もとに嚙かみつかれた途端、上うわ擦ずった声が唇から零こぼれ落ちる。次いで歯を立てられた場所を強く吸い上げられると、背筋に電流のようなものが走り抜けた。

「やぁっ…！」

　弾みで撓しなった背中を掬すくわれ、下着ごとズボンを引き下ろされる。そして、羞しゆう恥ちを感じる間もなく両足を左右に開き、秘ひめた場所を暴あばかれた。

「……ッ！」

　黒川はペロリと舐なめた自分の指で、性急に閉とざした入り口を探さぐり出した。強引に指先を埋うめ込まれ痛みに顔が歪ゆがんだけれど、それでも黒川は容よう赦しやなく指を進めてくる。

　潤うるおいが足りない内ない壁へきは、引き攣つれたような痛みを生んだ。

「いっ…、あ……ぁ……っ」

「力を抜け」

「だ…め……っ」

　そうしたほうがいいのはわかっていても、痛覚が先に立ち、体が云いうことを聞いてくれない。

「ちっ」

　素す直なおに受け入れようとしない僕の体に焦じれたのか、黒川はベッド脇わきにある引き出しからローションを取り出してきた。

「つ……っ」

　トロリとした液体を狭はざ間まに垂らされ、冷たさにギクリと体が強こわ張ばったけれど、その滑ぬめりのお陰かげで僕の体は黒川の指をすんなりと飲み込んでいく。

「や……あっ……」

　未いまだに体内で異物が蠢うごめく感かん触しよくというものに、違い和わ感を覚えずにはいられない。どうしてもその感覚に慣れることができないのだ。

「あぁあ……ッ」

　何度か抜き差しをして滑りを良くしたあと、指を増やされ、今度は内壁を揉もみ解ほぐされる。だが、浅い部分にある場所を強く押された僕は、思わず内壁を弄いじる指を締しめ付けてしまった。

「ここ、か？」

「やぁっ、そこ、あ……ぁあ…っ」

　走り抜けた快感の余よ韻いんに、頭の中がチリチリと燻くすぶっている気がする。

　黒川はくちゅくちゅと濡ぬれた音を立てながら粘ねん膜まくを搔き回し、感じやすいその場所ばかりを責め始めた。

「あ……く……ぅん…っ」

　指が入り込んだそこに力を入れると、無理矢理指で粘膜を押し拡ひろげられる。やがて内壁はひくひくと痙けい攣れんし、柔やわらかく蕩とろけたようになった。

「は…っ、あ…んん……っ」

　黒川は後ろを解している間、首筋や鎖さ骨こつの上をキツく吸い上げ、僕の体に次々と所有印を残していく。服を身に着けていても見える場所にまで、痕こん跡せきは残された。

「んっ…あ、あ……っ」

　やがて黒川の唇が胸の尖とがりに触ふれたかと思うと、舌でその小さな粒つぶを転がされる。もう一方を指で捏こねられ、腰こしの奥の熱がジクジクと疼うずいた。

　止め処どない愛あい撫ぶに、触れられてもいない昂たかぶりが痛いほどに張り詰つめているのがわかった。先せん端たんからはトロトロと体液が零れ、根元のほうまで伝い落ちている。

「黒川さ……っ、や、もぅ……っ」

　早くそこに触さわって欲しい。

　いっそ、痛いくらいキツく扱しごいて欲しい───そんなことさえ思ってるのに、黒川はなかなか触れようとはしてくれなかった。

「どう……し…て…？」

　強すぎる快感で責められることには慣れているけれど、こういった中ちゆう途と半はん端ぱな状態にされたのは初めてで、僕はどうしたらいいかわからない。

　奪われるばかりだった僕は、欲しいものを訴うつたえる術すべを知らないのだ。

「お願……だから……っ」

　早く、いますぐ、このもどかしいほどの熱をどうにかして欲しい。

　切れ切れに訴えると、黒川は皮肉な笑えみを浮うかべた。

「どうして欲しい？」

「……っ、さ…触って、下さ……っ」

　死にたくなるような羞恥を嚙み殺しながら、僕は必死に哀あい願がんする。欲求を口にすることがこんなにも恥はずかしいことだったなんて、思いもしなかった。

「もう、こんなか？」

「ひぁ……っ」

　辛つらいだろう？　と嘲あざ笑わらわれながら、濡れそぼった自身の裏側を指でなぞられ、ぞくぞくと腰が震ふるえる。しかし、痛いほど張り詰めている僕の欲望には、到とう底てい物足りなかった。

　物欲しげにヒクヒクと痙攣する下腹部をクッと押され、その奥にある熱を意識させられる。

「……っ…」

「本当にヤラしい体になったよな。抱だいてくれるんなら、俺じゃなくてもいいんじゃないのか？」

「や…っ、何云って……ぁあッ」

　そんなことあるわけがない───そう云って、揶や揄ゆに反論しようとした途端、体内で円を描えがくように指が動き、ぐちゅりという水音が鳴った。

　柔らかくなった内側の粘膜は、快感を貪むさぼろうと黒川の指に絡みつき、いやらしく収しゆう斂れんする。口にしかけた言葉は有う耶や無む耶やになり、過か敏びんな神経に思考回路を乗っ取られてしまった。

「…っあ！」

　わけがわからなくなるほど快感を高められた直後、ずるりと指が引き抜かれる。僕は喪そう失しつ感を堪こらえながら、訪おとずれる衝しよう撃げきに耐たえようとぎゅっと目を瞑つぶった。

　いつもこの瞬しゆん間かんが辛い…。すぐに、もっと確かなもので貫つらぬかれるのだとわかっていても、熱を求めて震える自分の体に、耐えがたくなるのだ。

　けれど……なぜか今日は、いつもとは黒川の様子が違ちがっていた。

「すぐに欲しいものがもらえると思っていたのか？」

「……っ!?」

　その言葉に思わず目を開けると、自分を苛さいなんでいた男は、意地の悪い笑みを口元に浮かべて僕を見下ろしていた。

　その表情に嫌いやな予感を覚えながら、僕は固かた唾ずを吞のんで黒川を見つめる。

「いつもお前ばかり楽しんでるのも、不公平だと思わないか？」

「ど…うしろって、云うんですか……」

　問い返すと、黒川は逡しゆん巡じゆんする様子を見せたあと、とんでもないことを云ってきた。

「そうだな……自分でしてるところでも見せてもらおうか」

「なっ……」

　予想外の黒川の要望に、僕は羞恥でカッと全身が熱くなる。

　抱かれることには慣れてきたけれど、人前で自じ慰いをしろなどと云われる日が来るとは思ってもみなかった。

　そんなふうに自分の醜みにくさを晒さらすくらいだったら、無理矢理犯おかされるほうがまだましだ。いくらなんでも、そんなことできるわけが───…。

「これを放ほうっておくつもりか？」

「…っあ！」

　断ろうとした途端、硬かたく反り返った自身をそろりと撫なでられ、腰がぞくりと震えてしまう。

　しかし黒川はそれ以上、僕に手を出そうとはしなかった。

「どうした？」

「…………」

　きっと……黒川は僕を試ためしているのだ。

　プライドをずたずたにするような方法で、僕が一番嫌がるだろうことを求めることで、どこまで彼を許すかを……。

「………っ」

　どうして…？

　試すことなどしなくても、僕の全すべては黒川のものだというのに。どうしてわかってくれないんだろう？

「できないのか？」

　再び問いかけられ、僕は覚かく悟ごを決める。

　全て意のままにして、それでこの人が満足してくれるというなら、躊躇ためらう理由などない。

　僕はこくりと唾つばを飲み込むと、気け怠だるい体を起こして軽く膝ひざを立てた。後ろに片手をつき、開いた足の間にそろそろともう一方の手を伸のばす。

「……んっ」

　手の平で自分のものを包み込むと、びくりと腰が跳はねる。黒川に見られているのだと思うと、それだけで体が熱くなった。

「触ってるだけで満足できる体か？　ちゃんと手を動かせ」

「はい……っあ、ふ……」

　体液の滑ぬめりを借り、表面を撫でるように指を動かす。快感に溶とかされた体は普ふ段だんより敏びん感かんになっており、自身を軽く擦こすっただけでざわりと総毛立った。

「……んっ…！」

　だが黒川の云いう通り、もうささやかな接せつ触しよくだけで満足できるような状態ではない。僕はぎゅっと目を瞑つぶり、やや乱暴に張り詰めた自身を扱き始めた。

「はっ……ぁ…あ……」

　黒川に触れられているときほどに感じることはできないけれど、欲望の赴おもむくままに指を動かしていると、細さい胞ぼうの一つ一つが甘く蕩けていくような感覚に包まれる。

　突つき刺ささるような視線が、肌はだをチリチリと焦こがす。見られているのだという意識が理性を搔かき乱し、僕はより一層大だい胆たんに自分を高みへと追いやった。

「ずいぶん、気持ちよさそうじゃないか」

「だっ…て」

　それは、黒川が僕を見ているからだ……。

「一人でも充じゆう分ぶんそうだな」

「ち…が…っ、あ、あ…っ」

　そうやってからかわれても、一度火のついてしまった体はもう歯止めがきかない。

　起こしたままの体勢でいるのが辛くて、僕は体をベッドに投げ出した。枕まくらに顔を押しつけ大きく息を吸い込むと、黒川の移り香がが鼻先を掠かすめ、体の奥の疼きを酷ひどく煽あおり立てる。

「あ……黒川、さ……っ、ぁあっ」

　自らを慰なぐさめるこの指が黒川のものだったらと思うだけで、体内を巡めぐる血液が沸ふつ騰とうする。

　裏側をなぞり、括くびれた部分を擦り、体液を塗ぬりつけるように全体を扱き上げ……黒川の指の動きに倣ならうと、腰の奥で滾たぎる熱が体の中で激しく暴れ回った。

「ぁあ……っ、ぅんっ……」

　だけど、いくら思い込もうとしても、この指は黒川のものじゃない。

　感じる物足りなさに泣きそうになっていると、ふいに黒川が僕の体を引っ張り上げ、背後から抱き込むような体勢にしたのだ。

「左手も使え。後ろも弄いじらないと物足りないだろう？」

「……っ、………わ…かり、ました」

　僕は背後からの指示に従い、体を黒川の胸に預けるようにして両膝を立てると、限界まで張り詰つめた昂たかぶりを空いていた左手も使い慰めた。

　根元を擦り、先せん端たんの窪くぼみを弄ると、ぬめった体液がとろとろと零こぼれてくる。それを左手で掬すくい取った僕は、体液で濡ぬれた指をさらに後ろへと伸ばし、執しつ拗ように解ほぐされたその入り口にゆっくりと先を埋うずめてみた。　>>>♥

「んっ、……ぁ、あ……」

　物欲しげに指に絡からみつく粘ねん膜まく。自らの指さえをも欲ほつする内ない壁へきの浅ましさに、僕は唇くちびるを嚙かみしめる。

「動かさないのか？」

「………あ…」

　耳元で囁ささやかれ、僕の体はぞくりと震えた。途端、きゅっと中が締しまる。

　だけど体からは力が抜ぬけて、僕の膝は次し第だいに内側へと閉じていこうとしてしまう。

「仕方ない。こうしていれば大だい丈じよう夫ぶだろう？」

　するとそれを見み咎とがめた黒川が、背後から腕うでを伸ばし、僕の両膝を摑つかむと外側へとぐいっと押し広げたのだ。

「や…ん…っ」

「これで、よく見えるな」

　隠かくすことのできなくなったことへの羞しゆう恥ちに体を強こわ張ばらせると、黒川がそんな僕を叱しつ咤たするようにして首筋に嚙みついてくる。

「んぅ……」

「……ほら、できるだろ？」

　嚙んだところをあやすようにしてペロリと舐なめながら、低い声で僕の耳元に甘く囁く黒川。

　こんなふうにされてしまえば、僕が抗あらがえるわけもない……。

　甘い囁きと痛いほどの刺し激げきに背中を押された僕は、初めての行こう為いに戸と惑まどいつつも、おずおずと指を動かした。

「く……」

　しかし、指はなかなか奥まで入り込めず、入り口付近を行き来することしかできない。

　込み上げてくる切羽詰まった感覚に、僕は昂りを扱しごく手つきを速くする。喉のどから零れ落ちる声と吐と息いきが、室内に虚むなしく響ひびいた。

　こんなにも浅ましく熱くなるのは、全て黒川に見られているからだ……。

「っあ、ん…んん…っ」

　呼吸は更さらに浅くなり、手の中のものは淫みだらに震ふるえた。

　輪にした指を狭せばめ、反り返った自身をキツく擦り上げる。何度かそれを繰くり返しているうちに快感は高まり、限界が目の前に迫せまってきていた。

「イケよ」

「───…っ」

　声に従うようにして強く握にぎりしめた瞬しゆん間かん、欲望がドクンッと弾はじけ、とろりとした生温かい感かん触しよくが手の平に広がる。

「あっ…ぁ…」

　そこはひくひくと震えながら、止め処どなく溜たまっていた白はく濁だくを吐はき出した。

　僕は下か肢しの痙けい攣れんが治まるのを待って体内から指を抜き、ゆっくりと体を弛し緩かんさせる。浅い呼吸を繰り返すうちに、快感に押し流されていた理性が徐じよ々じよに戻もどってきた。

「よくできたな」

「…………」

　まるで子供を褒ほめるような言い方に、僕は身の置き場もないような羞恥に駆かられる。

　どんな顔を黒川に向ければいいのかわからず背を向けたまま体を起こした僕は、おもむろに濡れた手を広げてみた。半はん透とう明めいの液体が五本の指を汚よごし、広げた指の間に糸が引く。

　……そういえば、こんなふうに自じ慰いをしたのはかなり久しぶりのことかもしれない…。

　元々淡たん白ぱくな質たちなせいもあるけれど、黒川の相手をしていると、自分で処理しなければならないほど溜まるようなことはほとんどない。

「…っ」

　自らの体液で汚れた手を見ていると、次し第だいに虚しさが込み上げてくる。

　黒川が望んだこととはいえ、どうして僕はこんなことをしているのだろう……。

　すると、ふいに微かすかにベッドのスプリングが傾かしいだかと思うと、僕は黒川に肩かたをベッドに押しつけられていた。

「そろそろ、俺の相手もしてもらおうか」

「────」

　獣けもののような瞳ひとみを向けられると、僕の体は再び熱を帯びてくる。心臓を打ち破ってしまうのではないかと思えるほど、期待で鼓こ動どうが煩うるさく鳴り響いた。

　腰こしから太ふと腿ももまでを大きな手の平が撫なで下ろし、力なく投げ出されていた僕の足の膝ひざ裏うらを、黒川が抱かかえ上げる。すると全身が反射的に、あの圧あつ倒とう的な体積が体の中に埋め込まれるときの感覚を思い出し、小刻みに震えた。

「力を抜いていろ」

「あ……」

　蕾つぼみに押しつけられた硬かたさに覚悟を決めたときだった。

「……！」

　突とつ然ぜん鳴り響いた黒川の携けい帯たい電話の呼び出し音に、僕ははっとして目を開ける。しかし、僕が何かを云う前に、黒川はベッドから降り、脱ぬぎ捨てたジャケットを拾い上げていた。

　いつもならこんなときの電話に出ることなどないというのに、黒川は僕を放置したまま、携帯をオンにして耳にあてる。

「俺だ」

　電話の向こうの声が聞こえてくることはなかったが、簡潔な会話から、電話の相手が黒川の秘書である古城だということがわかる。

　プライベートな時間に連れん絡らくしてきたことなどない古城が、携帯にまで電話をしてくるなんて、もしかしたら何か大変なトラブルでもあったのだろうか？

　僕は火ほ照てる体を叱咤してのろのろと起き上がると、乱れたシャツをかき合わせ、浅ましく反応した中心をベッドカバーで覆おおい隠す。

　浅い呼吸はいつまで経たっても治まらず、快楽に餓うえる体の疼うずきは更に酷くなるばかりだった。

「何!?　早くそれを云え!!」

「……!?」

　黒川の恫どう喝かつに、僕はびくりとなる。どんな窮きゆう地ちに追い込まれても動どう揺ようなど見せたことのない男の変化に、僕は驚おどろいて目を見張った。

「本当に見つからないのか？　くそっ、アキラのやつ」

「────」

　黒川の口から出てきた名前を、僕は聞き流すことができなかった。

　そんなふうに誰だれかのファーストネームを口にするなんて、初めて聞いた気がする。いや、少なくとも僕は、僕の名前以外を黒川が口にするのを耳にしたことがなかった。

　───アキラ…？

「いいから探せ！」

　漏もれ聞こえてくる話から推測してわかることは、何かのトラブルに巻き込まれた『アキラ』という人物の行方ゆくえを、黒川が血相を変えて、探すよう命じているらしいということだ。

　多分『アキラ』という人物は、黒川にとってとても大事な人なのだろう。それは、珍めずらしく焦あせるその口調からもよく伝わってくる。

『アキラ』という名前だけでは、男か女かもわからないけれど、黒川をこんなにも焦あせらせるなんて、いったいどんな関係なのだろう？

　───まさか……？

「……いっ」

　チリ、と心臓に焦こげるような痛みを感じ、僕は小さく声を上げてしまう。

　何だろう、この痛みは……？

　初めて感じる胸の軋きしみに、云いいようもない不安が込み上げてくる。

「それで手は打ってるんだろうな？……ああ、構わない。いまから俺も向かう。何かわかったら連絡を入れろ」

　───え？

　僕は自分の耳を疑った。

　いま、黒川は何を云ったんだ？

　信じがたい気持ちで見ると、黒川はすでに乱れた服装を手早く整え、ジャケットをばさりと羽織ったところだった。

「奈津生」

「……はい」

　ふいに名前を呼ばれた僕は、向けられた背中に向かって声を振ふり絞しぼって返事をする。

「悪い、仕事だ。それと今日は店を開けるな」

「え？」

「俺が戻るまでここにいろ、わかったな」

　振り返りざまにそう告げると、黒川は僕の返事も聞かず、慌あわただしく寝しん室しつを出ていった。

　そんな様子を呆ぼう然ぜんと見送っていた僕は、玄げん関かんから聞こえてきたドアの閉まる音に、知らず詰つめていた息を吐き出す。

「……っ」

　本当に行ってしまうなんて、思わなかった。

　自うぬ惚ぼれていたわけではないけれど、プライベートでの黒川は、他ほかの誰よりも僕を優先してくれているように思っていた。そんな黒川が、他の誰かを優先するところを見たのは、これが初めてな気がする。

　それに、いくら仕事があっても、行こう為いの途と中ちゆうで放置されたことなど、いままで一度たりとてなかったというのに───。

「……つまり…」

『アキラ』という人物は、黒川にとってそれほど大事な人物ということなのだろうか？

　普ふ段だんは絶対に見せない動揺を隠かくしきれないほど、大切な相手……？

　……そうだ。いままで考えたことがなかったけれど、黒川の相手が僕だけだとは限らない。

　黒川とは数ヶ月前から一いつ緒しよにいるようにはなったけれど、正直なところ彼のことを僕はほとんど知らない。仕事のことも、プライベートのことも、知っているのは最低限のことだけ。

　僕との関係だって『惚ほれている』と云われはしたけれど、明確にはなっていないような状じよう況きようだ……。

　もっともっと大事にしている人間がいても、おかしくはない。

　僕がトラブルに巻き込まれたときだって、身を挺ていして守ってくれたけれど、そんなふうに接する相手が僕以外にもいるかもしれないのだ。

「つ…っ」

　途と端たん、心臓に突つき刺さすような痛みが走る。

　また、だ。

　だけど痛みに眉まゆを顰ひそめ、胸を押さえた僕は、ふとその痛みの理由に思い当たった。

「───嫉しつ妬と、してるのか？」

　夜型の生活をしているけれど、僕の体は基本的には健康だ。病気をしているとは考えにくいし、病気でないとしたらこの痛みの要因は精神的なものであるとしか思えない。

　つまり、僕はどこの誰かもわからない相手にヤキモチを焼き、胸を痛めているのか？

「僕は何番目なんだろう……」

　呟つぶやいた言葉が胸に突き刺さる。

　店に寄らない日や、マンションに戻もどらない日……僕が知らない間の黒川は、どこの…いや誰のベッドで休んでいるんだ…？

　あの腕うでが僕以外の誰かを抱だいているのかと思うと、胸を切り裂さかれるかのような痛みが襲おそう。

「そんなの、どうでもいいことだよな……」

　濁にごった感情を理性で抑おさえ、僕は必死に冷静さを取り戻そうとする。

　どんな立場であったとしても、黒川の側そばにいることを選んだのは、外でもない自分なのだ。

　だけど、頭では納なつ得とくしているつもりでも、胸のざわめきは静まらない。それどころか、どろどろとした何かが止め処どなく奥底から湧わき上がり、僕の胸の内を支配しようとしていた。

「……っ、何で……こんな……っ」

　コントロールの利きかない感情を持て余し、僕は酷ひどく混乱してしまう。

　黒川への想おもいが、こんなにも強く、こんなにも独どく占せん欲よくに満ちているものだったなんて、思いもしなかった。

「どうしろって云うんだ……」

　そのことに気づいた僕は、どうしようもなく泣きたくなった。

　中途半はん端ぱに火照る体は静まる気配を見せず、ベッドカバーで隠した昂たかぶりは、いまもジンジンと熱く疼いていた。

　なのに、この体を慰なぐさめるはずの男は、ここにはいないのだ───…。







　　　　　２




　数度の不ふ貞て寝ねから起きた僕は、辺りの静けさに静かにため息をついた。

　普段もこのベッドで眠ねむった日は、起きると一人きりのことが多い。

　それは黒川が僕が眠っている間に仕事に向かってしまうからなのだが、こんなにも寂せき寥りよう感に駆かられたことは一度もなかった。

「まだ帰ってきてない、か……」

　枕まくら元もとの時計を確かく認にんすると、時刻はもう昼を過ぎている。

　シャワーを浴び、汚よごれたベッドカバーを洗せん濯たく機きに放ほうり込んで……眠りについたのは確か明け方だったはずだ。

　途中、黒川のことが気になって何度も目を覚ましたけれど、その度たびに落らく胆たんする気持ちから僕は目を逸そらし続けた。

「……っ…」

　無意識に自分の右みぎ隣どなりに手を伸のばし、さらりとしたシーツをそっと撫なでる。いつもは微かすかに残っている温かさが、今日はその痕こん跡せきすらない。

「それにしても遅おそいな……」

　時間がかかるにしたって、連れん絡らくの一本くらい入れてくれてもいいはずだ。

　もしかしたら、また何かトラブルにでも巻き込まれているのだろうか？

「……いや、やめておこう」

　一いつ瞬しゆん、黒川の携けい帯たいに連絡してみようかと思ったけれど、余計な電話をして仕事の邪じや魔まをするわけにはいかないと、僕はすぐに諦あきらめる。

　それに、もし本当にトラブルがあったとしても、僕にはどうすることもできない。どんなに心配しても、僕には黒川の助けになるような力などないのだから。

「……店に行こうかな…」

　黒川には、何故なぜか『今日は開けるな』と云いわれたけれど、そう簡単に仕事は休めるものではない。それに、こうして黒川の気配が残るこの部屋で無む為いに過ごしているのも、彼のことばかり考えてしまって落ち着かないのだ。

　片づけも残っているし、昨日早はや終じまいしてしまったぶんも今日はちゃんと営業しよう…。

　そうして僕は、店を開けることを決めたのだった。










　行く途中に買い物をすませた僕は、店に着いて早々、昨日やり損そこねた片づけに取りかかった。

　懸け念ねんを振ふり払はらうかのようにして、一心に店内の掃そう除じをし、グラスを磨みがく───そうやって体を動かしていると、余計なことを考えずにすんだ。

　少しでも気を抜ぬくと、あのどろどろとした嫌いやな感情を思い出してしまう。

「…………」

　僕がマンションを出てきてから、二、三時間は経たっている。黒川はもう、あの部屋に戻ってきているのだろうか？

　でも、戻って部屋にいない僕に気づいたとしても、別に気にもしないのかもしれない……。

　───ガシャン。

「あっ」

　ぼんやりと考えていたせいで、僕は手の中のグラスを取り落としてしまった。床ゆかに叩たたきつけられたグラスは、派手な音を立てて砕くだけ散る。

「つっ！」

　しかし、飛び散った破は片へんを慌あわてて集めようとした僕は、尖とがった先で指を切ってしまった。

　みるみるうちに、指先に赤い玉が浮うかんでくる。染しみ出してきた血ごと指を口に含ふくむと、舌の上に錆さびた鉄の味が広がった。

「痛……」

　滅めつ多たに自分で落とすことはないが、こういう店のためグラスの破損は多い。こうして使い物にならなくなったグラスの数は、これまででいくつになるだろう？

　縁ふちが欠けたり、ヒビが入ったり……その度に、新しいものに交こう換かんされ、それまで使われてきたものはゴミとなる。

　そんな替かえのきく存在に自分を重ね合わせ、僕は胸が痛くなった。

「バカみたいだ…」

　見ず知らずの人間に嫉妬してしまうのは、僕が黒川に過か剰じような期待をし始めているせいだ。

　側にいられるだけでいい。これまで通りの体だけの関係でも構わない。

　そう思っていたはずなのに、『惚ほれている』と云われたせいで、いつしか心のどこかで僕は黒川に見返りを求めるようになっていたのかもしれない。

　どこで以前の気持ちをなくしてしまったのだろう？

　黒川はこんな僕に『惚れている』と云ってくれた。それだけでも、それだけで充じゆう分ぶんじゃないか。他ほかに大事にしている人間がいようが、自分以外の誰だれかを抱いていようが、僕には関係のないことだ。

　期待してはいけない。見返りも求めてはいけない。失ったときに傷つくのは、自分なのだから…。

　そう自分に云い聞かせながら、僕は血の滲にじんだ指でグラスの破片を拾い続けた。

「これ以上は無理か」

　残りの細かな部分は、掃除機で吸い取るしかなさそうだ。

　買い物してきた食材が入っていたビニール袋ぶくろを一つ空け、無む惨ざんな姿になってしまったグラスをその中へと入れて口を縛しばる。

　空き瓶びんを入れているケースの脇わきにそれを片づけていると、突とつ然ぜん店のドアが勢いよく開いた。

「奈津生！」

「……黒川さん？」

　まさか店に現れるとは思わず、僕は驚おどろきに目を見張った。

「部屋にいろと云っただろう！」

「すみません。ですが……あっ」

　烈れつ火かのごとく怒ど鳴なる黒川に云い訳をしようとしたけれど───それよりも先に、抱だき竦すくめられてしまった。

　予測していなかった行動に、一瞬頭の中が真っ白になる。だけど動どう揺ようと緊きん張ちようの中でも、僕は体を包む体温と体たい臭しゆうに反応し、ざわりと産うぶ毛げが逆立った。

　何が起こっているのだろう…？

　すると、黒川は背骨が折れてしまうのではないかと思うほど僕を強く抱きしめたあと、やがて安あん堵どのため息を洩もらした。

「───心配した。せめて、行き先くらい残せ」

「何か、あったんですか？」

　そうでなければこの様子はおかしい。店を開けたことに腹を立てているだけなら『心配した』なんて言葉は黒川から出ないはずだ。

「……仕事絡がらみでちょっと面めん倒どうがあったんだ」

　ようやく落ち着きを取り戻もどしたのか、黒川は僕の体を離はなしてチラリとこちらを見たあと、ふいと視線を逸らした。

「面倒って、また危険なことに巻き込まれてるんですか？」

「心配しなくても俺は大だい丈じよう夫ぶだ。だが俺の部屋からお前が出てきたら、関係者だと思って狙ねらわれる危険があるかもしれない。だから、部屋から出るなと云ったんだ」

「すみません……」

　トラブルに関しての予想はついていたけれど、そんなに物ぶつ騒そうなことになっていたなんて思いもしなかった。

　こういう話をされる度に、黒川と自分との住む世界の違ちがいを思い知らされる。

　でも、てっきり『アキラ』という人物にばかり注意を向けていると思っていたのに、まさか黒川が僕のことまで気にしていたなんて……。

「いや、説明していかなかった俺も悪い」

　珍めずらしく殊しゆ勝しように謝る黒川に、僕は驚いてしまう。しかし、そのあとに続いた言葉に、僕は軽いショックを受けた。

「体に傷がついたら困るからな。不用意に出歩くな」

　────体…？

　サラリと告げられた言葉に、目め眩まいを覚える。

　結局、黒川にとって大事なのは、この体だけということなのだろうか？　外見だけを見て声を掛かけてくるような客たちと同じで、興味の対象は『僕』ではないのかもしれない。

　現実を思い知らされた僕の気持ちは、急降下していく。

　些さ細さいな言葉にも反応し、その度たびに傷つく自分を女め々めしいと自覚はしているけれど、黒川の言葉を気にしないでいられるわけがない。

　心配して貰もらえること、こうして探してくれることだけでも充分だと思わなければならないとわかっている。けれど……。

「……『アキラ』という方に何かあったんですか？」

「何でその名前をお前が知っている？」

　堪たえきれずに訊たずねると、黒川は目を見開いた。

　いつもの僕なら詮せん索さくせずに黙だまっているのだが、今日はどうしても我が慢まんができなかった。

　自分の立場はわかっている。理解しようともしている。

　だけど───どうしても黒川と『アキラ』という人物の関係が知りたい。

　それは、今まで他の存在を感じさせることがなかった黒川が、初めて僕に見せた他の存在だったからかもしれない。

「昨日、電話口で云いってましたから」

「そういえば、そうだったな…」

「はい」

「……だが、お前があいつのことを知る必要はない」

　教えるつもりはない、ということか……。

　でも、そんなふうに云われても、ますます気になるだけだ。

　見返りを求めちゃいけない───そう自分に云い聞かせたくせに、こんなにも胸がざわめく。他の誰も見ないで欲しい、自分だけのものでいて欲しい。そんな無茶な願いが胸を支配して、焦しよう燥そう感を煽あおり立てた。

「僕には云えないことなんですか？」

「そうじゃない、お前は知らなくていいというだけだ」

「…………」

　そんなふうに返されても、すんなりと納なつ得とくできるわけがない。

　僕が知る必要がない相手、そして僕に云えない相手。そこから連想できることに、僕はやはり自分の予測に間違いはなかったのだと思ってしまう。

　きっと黒川が必要とする相手は、僕だけじゃない───。

「どっちにしたって同じじゃないですか。その人のことが心配なら、そちらに行けばいいでしょう？」

　どうせ自分は代わりのきく存在なのだと思うと、投げやりな態度になってしまう。

「奈津生？」

「別にあなたの相手は僕じゃなくてもいいんじゃないんですか？」

　やさぐれた気持ちでそう告げると、黒川は少しだけ表情を強こわ張ばらせた。

　そう云えば昨日、僕も黒川に同じようなことを云われた気がする。あれはただの揶や揄ゆだったのかもしれないけれど、僕の胸に深く突つき刺ささったことには変わりがなかった。

　僕が他の誰かに簡単に体を許すように見えているのか、それとも『もう、俺じゃなくてもいいだろう』という別れを切り出すための伏ふく線せんなのか。

　普ふ段だんの会話があまりないためか、些細な言葉さえもそんなふうに捉とらえてしまう。揶揄なのかそれとも真実なのか、黒川の意図が僕には見えないのだ。

「───何が云いたいんだ？」

　憤いきどおりを抑おさえ込んだ声で威い圧あつされても、開き直ってしまった僕は、何もかもどうでもいい気分になっていた。

　黒川の腕うでの中にいるのも気まずくて、僕はそこからするりと抜ぬけ出す。

「……言葉のままの意味です。僕に飽あきたのならそう云って下さい。そうしたら、僕も仕事に専念できますから」

　どういう結果になるか目に見えているというのに、わざと煽るようなことを云ってしまう。

　本当はそんなこと微み塵じんも思ってはいない。こんなふうに険悪な云い合いをしたいわけでもない。なのに嫉しつ妬とにささくれ立った心が、僕の態度を尖とがらせる。

「お前にとっては、俺よりもこの店のほうが大事ってことか？」

「…………」

　黒川から投げられた問いかけにすぐに言葉を返せず、僕は黙り込んでしまった。

　挑ちよう発はつするような態度を取ってしまったけれど、黒川もこの店も、僕にとってかけがえのないものだ。

　恩義のあった前オーナーのために続けていきたいという気持ち以上に、いまや僕にとって、店は黒川との接点とも云えるべき存在。

　多た忙ぼうな黒川が、一息つける店を作りたい。そして……それが、僕にできる唯ゆい一いつのことだと信じてきたのに───。

「別にこんな店、潰つぶしても構わないんだぞ」

「……っ」

　冷たく云い放たれた僕は、否いや応おうもなく自分たちの関係を思い出す。

　恋こい人びとと云えるかどうかわからないような今の関係の中で、唯一明確なのは雇こ用よう関係のみ。

　そして、前オーナーの借金を肩かた代がわりし、利益の出ない店を続けさせてくれているのは、所しよ詮せん黒川の気き紛まぐれにすぎないのだ。

　簡単にこうして『店を潰しても構わない』と云うことができる黒川。きっと、彼にとっては『僕』の存在も似たようなものなのだろう。

　僕は黒川にとって、本当に必要な人間だったんだろうか……？

　いつか捨てられるかもしれない、そんな不安は常に抱かかえてきた。けれど、初めからいなくてもいい存在だったのかもしれないと思うと、泣きたくなってくる。

「……だったら、僕ももう用済みってことですよね」

「どういうことだ」

　自じ嘲ちようしながら告げると、黒川は僕の両肩を強く摑つかんできた。

「痛…」

　従順なはずの僕が反はん抗こう的な態度を取ったことが、気に食わなかったのかもしれない。

　僕は何故なぜ、こんな厄やつ介かいな男を好きになってしまったんだろう？

　自分ばかりが黒川に夢中になって、好きだという気持ちが際限なく大きくなっていく。なのに、胸の中で渦うず巻く醜みにくい独どく占せん欲よくを直視することも、認めることも嫌いやだなんて、僕自身の感情も厄介すぎる。

「奈津生……いまの言葉、もう一度云ってみろ」

　低い声で詰つめ寄られ、僕は震ふるえる声を絞しぼり出す。

「……僕はこの店ごと買われたんです。店が不要なら、僕も不要だってことでしょう？」

「本気で云ってるのか？」

　グイッと胸むなぐらを摑まれ、至近距きよ離りで睨にらみつけられる。

　この強い光を宿す瞳ひとみ、低く響ひびく太い声───どれも僕の心を惹ひきつけてやまないものだ。

　好きで好きで、どうしようもなく好きで。自分の中に、こんなに峻しゆん烈れつな感情が生まれるとは思ってもみなかった。

　でも、そろそろ引きどきかもしれない……。

　これ以上好きになったら、僕は黒川から離はなれられなくなってしまう。きっとそんなことになったら、別れに耐たえることができなくなるだろう。

　僕は問いかけに答える代わりに、静かに微笑ほほえみを浮うかべた。　>>>♥

「何か云ったらどうなんだ？」

「……もう、疲つかれたんです」

「…………」

　黒川は僕の言葉に表情を完全になくした。

「お願いします。僕を……解放して下さい」

「ふざけるな！　俺が、はいそうですかと云うとでも思っているのか？」

　黒川が激げつ昂こうし胸ぐらを摑んでいた手に力を込めたせいで、喉のどが締しめつけられた僕は息苦しさに喘あえいだ。

「う……黒川…さ……」

　必死に喘ぎながら目の前の男を見つめると、その瞳には怒いかりの色だけではない何かが揺ゆれていた。

「いまの言葉を撤てつ回かいしろ」

「できま…せん……」

「───それなら、仕方ない。お前が誰だれのものなのか、きっちり思い出させてやる」

　黒川は手から力を抜き、僕の喉のど元もとを緩ゆるめると、凍いてついた声こわ音ねでそう宣告してくる。

　背筋に冷たいものが走り、肌はだには本能的な恐きよう怖ふに鳥肌が立った。

　……逃にげられない。

　そう思った瞬しゆん間かん、体中の血液が沸ふつ騰とうし脈みやく搏はくが乱れ、それと同時に底のない奈な落らくに落とされたような気持ちになった。

　歓かん喜きと絶望───この期ごに及およんで、黒川の執しゆう着ちやくが嬉うれしいだなんて。でも、それはいつまで経たっても、黒川の所有物でしかいられないということだ。

「い……っ」

　ドン、と体を乱暴に突かれ、僕の体は壁かべにぶつかった。酸欠で頭がくらくらしていたせいで、たたらを踏ふんだ足を踏ん張らせておくことができず、ガクンとその場に膝ひざをつく。

　項うな垂だれて目め眩まいが落ち着くのを待っていると、髪かみを摑まれ、無理矢理上を向かされた。

「これから何をされるのかくらい、わかってるんだろう？」

「────」

「そうだな……まずはその口でくわえてもらおうか」

「なっ……」

　笑いの混じった声音で命じられ、どうしようもなく泣きたくなる。黒川への口こう淫いんは初めてではなかったが、今までこんなふうに取り引きのような形で強しいられたことはなかった。

「上手うまくできたら、お前の云いうことを考えてやってもいい」

「…………」

　取り引きというよりは脅きよう迫はくに近い。けれど、いまの僕には選せん択たく肢しが限られていた。

　───これが最後なら……。

　僕は震えてしまう唇くちびるを嚙かみしめていたけれど、のろのろと手を動かし、どうにか黒川のベルトに手をかけた。汗あせばんだ指は上手く金具を外すことができない。

　やっとのことでウエストをくつろげ、ファスナーを下ろし、布地をかきわけてその中のものを取り出した。

　まだ、何の反応も示していないそれを捧ささげ持ち、おずおずと口づける。

　黒川が満足するよう上手くできるかどうかという不安はあっても、嫌けん悪お感は欠片かけらもなかった。

「ん……」

　口の中に溢あふれる唾だ液えきを塗ぬりつけながら、唇や舌でその形を探さぐる。

　僕は自分がされたときのことを思い出し、裏側を根元から舐なめ上げ、括くびれた場所を唇で食はむ。稚ち拙せつな技ぎ巧こうにも少しずつ芯しんを持ち始めてきたことにほっとしながら、僕は愛あい撫ぶに熱を込めた。

「んぅ………んっ……」

　髪にくしゃりと指が差し込まれ、顔を引き寄せられる。

　舐めているだけでは物足りないのかもしれないと思い、口を開けて、ゆっくりと先せん端たんを飲み込んでいった。

　括れた部分までを口に含ふくみ、窪くぼみを尖らせた舌先でつつく。ただでさえ大きい黒川のそれは、先端を吸い上げた瞬間にぐんと嵩かさを増した。

「……んくっ……」

　その存在感に思わず怯ひるんだけれど、僕は舌を絡からませながら、ゆっくりと口の中に飲み込んでいく。精せい一いつ杯ぱい顎あごを開いて奥まで受け入れると、喉を突つかれる苦しさに生理的な涙なみだが滲にじんだ。

　それでも僕は、必死に口の中のものをしゃぶり、黒川を気持ちよくさせようとした。

「そうだ、もっと舌を使え。どこが気持ちいいのか、お前ならよくわかるだろう？」

「んん……ン、ふ……っ」

　括れた部分や裏側の筋に舌を這はわせ、窄すぼめた唇や口こう蓋がいで擦こする。届かない場所は指を使い、苦いものが滲んできた先端を深く吸い上げ……微かすかに聞こえた黒川の吐と息いきを頼たよりに、思いつく限りのことは全すべてやった。

　だんだんと顎は怠だるくなり、口こう腔こうがジンと痺しびれたようになってくる。

　黒川は、少しくらい感じてくれているのだろうか？

　そう思った瞬間、びくりと黒川の欲望が跳はねた。舌で感じる脈搏も、心なしか速くなってきている気がする。

「ぅ……っん、ん……」

　夢中で口淫を施ほどこしている僕の体のほうが、熱を帯びてきていた。好きな人のものが、自分の愛撫で気持ちよくなってくれているのかと思うと、それだけで胸が熱くなる。

　ふいに云いようのない愛いとおしさが込み上げてきた。それと同時に体の中心がズクリと疼うずき、こめかみのあたりが重く、頭の中が煮に立たっているような錯さつ覚かくさえ覚える。

　微かに黒川の体が強こわ張ばりを見せたかと思うと、僕の髪を摑んでいた手に力が籠こもった。ぐっと頭を引き寄せられ、喉の奥まで昂たかぶりが入り込んでくる。

「んむッ……ん…んぅっ」

　乱暴に抜ぬき差しされたあと、口腔からずるりと昂りが引き抜かれた。そしてその直後、顔に生温かいものが叩たたきつけられる。

「……あ……」

　唇についた残ざん滓しを舐め取ると、青あお臭くさい味が口の中に広がる。放たれた熱を顔にかけられたのだということに気づいたのは、しばらく経ってからのことだった。

「上手くなったじゃないか」

「……これで、僕を解放してもらえるんですか…？」

「誰がそんなことを云った？　俺は『考えてやってもいい』と云っただけだが？」

「そんな…」

　黒川の言葉に、僕は愕がく然ぜんとした。

　乱れた衣服を自分の手で正した黒川は、ぐったりと力なく座り込む僕を見て鼻先で笑う。

「俺のをしゃぶっただけでこんなか？」

「あ…っ!?」

　綺き麗れいに磨みがかれた革かわ靴ぐつの先で張り詰つめていた股こ間かんを軽く押され、腰こしから力が抜ける。中ちゆう途と半はん端ぱに火がついた体は、より強い刺し激げきを求めて燻くすぶっていた。

「そんな体で俺から逃げようだなんて、本気で云ってるのか？」

「……っ…く、あ……っ」

　ぐいぐいと爪つま先さきを押し込まれ、焦しよう燥そう感が増す。一ひと際きわ強く押された衝しよう撃げきで、溜たまっていた熱が爆はぜてしまった。

　下着の中にじわりと濡ぬれた感かん触しよくが広がり、自分の情けなさに涙を滲ませる。

「イッたのか？　ずいぶんと堪こらえ性しようがなくなったもんだな」

「……っ」

「俺に抱だいて欲しいんだろう？」

　黒川の云うように、快楽に慣らされたこの体は他ほかの誰に抱かれても満足することはできないだろう。だけど、男に抱かれることを教え込んだ相手が欲しいわけじゃない。

　好きな相手だからこそ、抱いて欲しいと思うのだ。

　黒川は、それをわかっているのだろうか……？

「望み通り抱いてやるよ」

　冷たく云い放たれた言葉が、胸に深い闇やみをたたえた空くう洞どうを作る。

　快楽の余よ韻いんに浅い呼吸を繰くり返しながら、僕はただ呆ぼう然ぜんと板張りの床ゆかを見つめることしかできなかった。










　黒川は、力なく座り込んでいた僕を無理矢理立たせ、店に一つだけある四人がけのボックス席の革張りのソファーに連れて行った。

　抗あらがう気き概がいもなく、僕は大人しくそこへ投げ出される。

「抵てい抗こうくらいしたらどうだ」

　人形のような態度が気に入らないのか、黒川は苛いら立だった様子でそう云ってきた。

　けれど、云われたからといって気力が湧わいてくるわけでもない。黒川を拒こばんだところで抱かれることには変わりがないのだ。

「…………」

　目を伏ふせたまま黙だまり込んでいると、小さな舌打ちが聞こえてくる。その直後、ソファーにうつ伏せにされ、下か肢しを覆おおっていた衣服を乱暴に剝はぎ取られた。

「や……っ」

「そんなにお仕置きして欲しいのか？」

　黒川は濡れた指で、無理矢理開かせた足の間を探ってくる。

　だがそれは、異物を受け入れるようにはできていない器官を傷つけないように解ほぐすためではなく、固く閉とざした入り口をこじ開けるためだけの行こう為いだった。

「痛っ、く……っ」

　窄つぼまりに乱暴に指を突き立てられ、入り口が引き攣つれる。痛みに収縮したそこを指で荒あら々あらしく搔かき回され、無理に内部を拡ひろげられた。

　二本に増やされた指が、体内でバラバラに動く。感じやすい場所を強く押されると、反射的に体がビクリと跳ねた。

「う……っ、ん…あ……っ」

　指が抜かれ、腰を高く抱かかえ上げられたかと思うと、熱くて硬かたいものが後ろの蕾つぼみに押し当てられ、それが一息に入り込んできた。

「あぁあ……っ」

　解されきっていなかった上、潤うるおいも足りなかったため、無理な挿そう入にゆうに僕は悲鳴を上げた。

　入り込んできた熱ねつ塊かいは狭せまい器官をめいっぱいに押し拡げ、体を軋きしませる。そんな状態だというのに、黒川は僕の体が慣れるのを待とうとはせず、好きに腰を穿うがってきた。

「いっ、あ、や…っ、ぁあ…っ」

　初めてのときのように性急に開かれた体は酷ひどい痛みに苛さいなまれ、容よう赦しやのない突き上げは、僕の体を引き裂さこうとする。

　僕はソファーに爪つめを立てて、激しい痛みに耐たえようとした。

「あ……っ、う、く……っ」

　奥歯を嚙かみ、必死に声を嚙み殺すけれど、呻うめきとも喘あえぎともつかない声が止め処どなく喉のどから零こぼれ落ちた。

「……くっ…あ…」

　それなのに───意に染まぬ苦痛を伴ともなう行為だというのに、黒川に抱かれているという事実に心のどこかで喜んでいる自分がいる。

　所有物としての扱あつかいだとしても、僕に執しゆう着ちやくを見せ、いまだけは僕のことだけを考えてくれていることが嬉うれしかった。

「そんなに締しめるな。食いちぎる気か？」

「あ…っ、あっ、あ……っ」

　後ろから覆い被かぶられ、服の上から体をまさぐられる。布越ごしに胸の尖とがりを探さぐり当てられ、キツく指で摘つままれた。

　敏びん感かんなそこを執しつ拗ように捏こねられ、意識を逸そらされる。その隙すきに、黒川は繫つながった場所を深く抉えぐってきた。

「あぁあ…ッ」

　解されもせずに楔くさびを穿たれた蕾は引き攣れ、強ごう引いんな抜き差しにひりつく。それでも、内側の粘ねん膜まくは黒川の欲望に絡からみつこうとしていた。

「んっ……、あ…ぁあ……っ」

　ギリギリまで引き抜かれた熱を勢いよく押し戻もどされる。そうやって何度も何度も最さい奥おうを突つかれ、粘膜を擦り上げられていると、少しずつ苦痛が和やわらいできた。

「はっ……あ、んっ…んー…っ」

　零れる吐息が艶つやを増していくのが、自分でもよくわかる。

　どうしても漏もれてしまう嬌きよう声せいが嫌いやで、僕は自分の指を嚙んだ。しかし、快楽に麻ま痺ひした体は、その痛みにすらゾクゾクと打ち震ふるえてしまう。

　震えは背筋を伝い、尾びてい骨まで落ちていった。伝わった快感に黒川の昂たかぶりを受け入れた粘膜がわななき、物欲しげに絡みつく。

　それに応こたえてか、体内を抉る動きは一層激しさを増した。

「やぁ…っ、あっ、あぅっ……」

　ガクガクと揺ゆさぶられ、上うわ擦ずった声が止め処なく溢あふれ出す。内ない壁へきを擦こすられ、奥を突き上げられ───追い上げられた僕は、あっさりと上り詰めてしまった。

「あー…っ」

　革張りのソファーにぱたぱたと白はく濁だくが散る音が聞こえ、それとほぼ同時に、体の奥にも熱が放たれる。

　触ふれられずに達してしまった自身は、未いまだ芯しんを失うことなく、絶頂の余韻に小刻みに震えている。それどころか、腰の奥にわだかまる熱は、快楽をもっと貪むさぼりたいと疼うずいていた。

「俺なしではいられないということがわかっただろう。いい加減、前言を撤てつ回かいする気になったか？」

「……っ」

　黒川の言には頷うなずくことができず、僕は歯形のついた指を強く嚙む。口の中に微かすかに血の味が広がったけれど、いまの僕にはそんなことどうでもよかった。

「本当に頑かたくなだな。その気概がいつまで持つか、見物だな」

　呆あきれと怒いかりの混じった声が、霞かすみがかった意識の向こうから聞こえる。

　口調とはうらはらに、黒川の態度に焦あせりが見えるのは気のせいだろうか？

　いや…気のせいに決まっている。そんなことはありはしない。きっと僕の願望がそう見せているだけだ。

「……っあ!?」

　意識の隅すみでそんなことを考えていると、突とつ然ぜん、ずるりと硬いものが引き抜ぬかれた。喪そう失しつ感に下腹部が痙けい攣れんし、くわえるものがなくなった蕾はヒクヒクと打ち震える。

「や……何…!?」

　容易に体を返され、両足を深く折り曲げられた。露あらわにされた蕾に、再び熱いものを突き立てられる。

「ぁああ…っ！」

　さっきとは違ちがう角度で貫つらぬかれ、走り抜けた感覚に僕は目を見開いた。

　中に放たれた体液で、引き攣れるような痛みはなくなって、そのぶん快感が増している。体がずり上がっていくほどの激しい突き上げに、内臓がせり上がっていくような圧あつ迫ぱく感があったけれど、どうしようもなく気持ちいい。

「ぅ…んっ、あっ、は、あっ……」

　腰こしを打ちつけられる度たびに、勃たち上がった欲望の先が黒川の服に当たって擦れる。黒川は、滴したたる体液に濡ぬれそぼったそれに指を絡め、キツく扱しごいてきた。

　欲しかった刺し激げきを与あたえられ、怖こわいくらいに感じてしまう。強きよう烈れつな快感は、僕の頭の中を真っ白にした。

「んぅっ……んん……っ」

　高い声を零す唇くちびるをキスで塞ふさがれ、僕は夢中になってそれに応える。黒川の背中に腕うでを回し、自分からより深い口づけを求めた。

　乱暴に貪られ、強く吸い上げられた舌先がチリチリと痺しびれ、搔き回される口こう腔こうは麻痺したようになる。混じり合った唾だ液えきをこくりと飲み込んだが、唇の端はしから一筋伝い落ちていってしまった。

「はっ……あ、黒川さ……」

　キスの合間に名前を呼ぶと、繫がった部分をより激しく揺さぶられる。

　深く抉るように腰を使われ、深い場所を突き上げられた僕は、喉から甘ったるく掠かすれた嬌声を迸ほとばしらせた。

　すでに理性は遠く、お互たがいを求め合うことしか頭にない。

「……奈津生」

　掠れた声で囁ささやかれ、胸が酷く締めつけられた。

　そんなふうに呼ばれると、まるで黒川に愛されているような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。熱い視線で見つめられると、この瞳ひとみには僕だけが映されているのだと都合のいい幻げん想そうを抱いだいてしまう。

　それが僕の願望でしかないことくらい、自覚している。

　けれど、この腕に抱かれている短い間くらい、幸せな幻想に浸ひたっていても許されるはずだ。

「あっ……黒川さ…ん」

　愛いとおしさに押し潰つぶされそうになりながら、僕は霞む意識の中で自分を苛む男の名を呟つぶやいた。

　甘く掠れたその声は淫みだらな行こう為いの中でかき消え、欲望に飲み込まれていってしまう。けれど、僕は熱に浮うかされ、何度も何度もその名前を口にした。

　本当に口にしたい気持ちの代わりに。

　───この人が好きだ。

　誰だれよりも、愛してる。

　だからこそ、側そばにいることが辛つらくなる日が来るなんて、思いもよらなかった。

　この苦しさは、惹ひかれてはいけない相手に恋こいをしてしまった罰ばつだろうか？

　閉じた目ま蓋ぶたの端から温かな雫しずくが零れ落ちたことに、黒川が気づくことはなかった。







　　　　　３




　どこからか、水の流れる音が聞こえてくる。

　雨だろうか？　今週は晴れ続きだと、夕方のニュースの天気予報で云いっていたはずなのに。

　そうぼんやりと思いかけ、それが浴室から聞こえてきていることに気がついた。

　水音の正体がシャワーの音だと認にん識しきすると、徐じよ々じよに意識がはっきりとし、ここが自分の部屋だということがわかる。

　───そうだ……さっき……。

　全すべてを思い出し、反射的に体を起こすと手て酷ひどい行為で傷ついた体がズキリと痛んだ。

「い……っ」

　痛みが落ち着くのを待ってから、そろそろと手足を動かし、バスローブに包まれた自分の体を確認する。

　強く摑つかまれた足には黒川の指の跡あとがくっきりと残り、あちこちに散らばる鬱うつ血けつが陵りよう辱じよくの痕こん跡せきを生々しく残していた。

　店で抱かれ気を失った僕を、きっと黒川がここまで運んだのだろう。

　いったいどれほどの間、気絶していたのだろうかと時計を見ると、思ったほど時間は経過していなかった。

「…………」

　意識のない僕を、黒川はいつも丁てい重ちように扱う。

　それまでの乱暴な行為が噓うそのように、いつでも起きたときには身み綺ぎ麗れいになっており、ときには傷きず跡あとに薬が塗ぬり込まれているときさえあった。

　だがその優やさしさも、黒川の執しゆう着ちやくの対象が『僕』ではなく『僕の体』なのだとしたら、全てが腑ふに落ちる。

　こんな現実に気づきたくなんてなかったのに……。

「……痛い」

　胸が、痛い。

　心臓が切り裂さかれたのではないかと思うほど、鋭するどい痛みが僕を苦しめる。

　人を好きになることがこんなにも辛いことだったなんて、黒川に出で逢あうまで知らなかった。いままで経験してきた恋なんて、上辺だけのままごとのようなものだったのかもしれない。

　僕はこれまで、恋に溺おぼれて振ふり回されるような人間を、別の人種のように感じてきた。他人への想おもいで我を失うほどに身を焦こがす、という感覚が理解できなかったのだ。

　そんな僕がいまはみっともないくらい、黒川に溺れきっている。

　まるで僕が僕でなくなってしまったみたいだ……。

　黒川の側にいると、自分の感情を制せい御ぎよできなくなってしまう。

　本当に、それでいいのか？

　このままでは、恋と肉欲に溺れるだけの生き物になってしまうのではないだろうか？

「………っ」

　───いまなら、まだ間に合う。

　心のどこかから、そんな囁きが聞こえてくる。

　そう、確かに逃にげ出すならいまだ。黒川がシャワーを浴びているいまのうちなら……。

　黒川のいる浴室に意識を向けて様子を探さぐると、水音はまだ止やみそうになかった。その音を意識しながら、僕は何かに急せかされるようにして服を身に着ける。

「…………」

　そして───こくりと喉のどを鳴らした僕は、無む我が夢中で部屋を飛び出していたのだ……。










　がむしゃらに足を動かし、帰宅時のため増えてきた人の波を搔かき分けて、僕は走る。

　できる限り遠くへ行こうと、駅でポケットに入っていた小こ銭ぜにで切きつ符ぷを買うと、学生時代に乗り慣なれた私鉄に飛び乗った。

「……っ」

　発車ギリギリだった電車は、僕の背後でドアが閉まる。夕方ではあったけれど、土曜日のせいか押し潰されそうなほどの混雑ではない。

　しかし、いかにも勤め人といったスーツの男性や女性、オシャレでカジュアルな服装の若者たちの中で、手ぶらで軽装な自分はあからさまに浮いた存在だった。

　呼吸が落ち着いてくるにつけ、自分の取った行動の不可解さがおかしく思えてくる。

　……何をしてるんだ、僕は？

　行く場所もなく、頼たよる相手もいないというのに、黒川から逃げてどうするつもりなんだ？

　辛いことから目を逸そらしたって、何の解決にもならないのに……。

　ドアにもたれかかり、窓の外を流れる景色に目を向ける。

　夕暮れに染まる懐なつかしい光景も、駅周辺は様変わりをし、見知らぬ土地へと変わっていた。

　僕の通っていた高校は、この私鉄の沿線にある。

　当時、とある地方で家族と暮らしていた僕が、わざわざこの都心の高校に来ることになったのは、どうしても自分の通った高校に息子むすこを通わせたいという父の願いからだった。

　そのため、高校時代は学校近くの寮りように入って生活していたのだけれど、外部受験をして国立大学へ進学したあとも、寮の近くにアパートを借り、そこから通学していたせいでこの私鉄への馴な染じみは深い。

　───あの頃ころまでは平和だったな……。

　家を出てしまったために年に数回しか会わなかったけれど、両親も存命していたし、僕も将来に希望を馳はせていた。

　そんな平へい穏おんな生活の歯車が狂くるってしまったのは、いつのことだっただろう。

　大学在学中に両親が交通事故で亡なくなってから、よくないことばかりが続くようになった気がする。

　葬そう儀ぎのために実家に帰省してみれば、父の経営していた会社は親しん戚せきに乗っ取られ、借金をしていたからという名目で、家や土地の権利も奪うばわれていた。そして、四十九日がすんだあとほぼ身一つで放ほうり出された形となった僕は、必要最小限の荷物だけで東京に帰るはめになった。

　だが、彼らの仕打ちをいつまでも恨うらみに思ってはいない。それどころかいまは、反りの合わない親族と縁えんが切れて清々しているくらいなのだ。

　それに、両親が僕名義で残してくれていた預金で学費は賄まかなえたため、大学に通い続けることもできたし。幸運にも翌年、就職難と云われる中、とある商社に就職することができた。

　順じゆん風ぷう満まん帆ぱん。ようやく訪おとずれた平穏な日々。

　───ところが、そこには思ってもみない人生の落とし穴が待っていたのだ……。

　あれは入社して一年もしない頃だったと思う。

　僕は、上司絡がらみのトラブルに巻き込まれた上、信しん頼らいしていた同どう僚りようの裏切りと失しつ踪そうで退社に追い込まれてしまったのだ。

　おまけに、その同僚の借金の保証人にもなっていたため、こつこつと貯ためた金も両親の残してくれた預金も、質たちの悪い金きん融ゆう業者に全て奪われてしまった。

　再び全てを失った僕は──いま考えると情けないのだが──人というものが信じられなくなり、人生までを悲観して、いっそ命を絶ってしまおうかとすら考えていた。

　そんなふうに自じ暴ぼう自じ棄きになっていたとき、僕を拾ってくれたのが店の前オーナーだった。

　人を信じることに臆おく病びようになっていた僕に、一からバーテンの仕事を仕込んでくれ、技術を必要とする仕事の楽しさを教えてくれた。いまの僕があるのは、あの人がいてくれたからとしか思えない。

　そして黒川に出逢えたのも、あの店があったから───。

　何もかもをなくした僕に、人の温ぬくもりや誰だれかを好きになる気持ちを思い出させてくれたのは、あの小さな店だった。

　陳ちん腐ぷな感傷でしかないことはわかっているけれど、僕にとっては宝物のようなものなのだ。

「……あ……」

　気がつくと、電車は母校の最も寄より駅に到とう着ちやくしていた。見慣れた光景に、何となくほっとした気持ちになった僕は誘さそわれるようにして、ホームへと足を踏ふみ出す。

　どうせ、行く当てなどないのだから、寄り道くらいしても構わないだろう。

　改札を出て、駅の階段を降りると、夕暮れはだいぶ闇やみに侵しん食しよくされて夜がすぐそこまで迫せまってきていた。辺りに学生服を来た人ひと影かげは見えない。ちらほらと通り過ぎるのは、家路を急ぐサラリーマンや買い物帰りの主婦ばかりだ。

「……あそこまで行ってみるか」

　ここまで来たのだから、何もしないで帰るのは勿もつ体たいない気がする。

　きっと、この時間なら生徒も帰宅してしまっているだろうし、万が一、教師に見つかったとしても、卒業生だと云いえば咎とがめられることはないだろう。

　一番始めに行きたいと思ったのは、校舎の裏。初めて黒川と出逢った思い出の場所だった。

「ええと…」

　人ひと気けのない校内を記き憶おくを辿たどりながら、懐かしい気持ちで歩いていく。

　生徒だったときは使わずにいた禁止されている近道を通り、第二校舎の裏手に出る。

「ここだったよな」

　すっかり夕闇が迫ってきているせいで雰ふん囲い気きが違ちがって見えるけれど、壁かべに描えがかれた落書きは昔のまま残っていた。

　黒川は入学式だというのに、ここに寄りかかり、煙草たばこを吹ふかしていたんだっけ。

「あのときから、目つきが悪かったよな……」

　当時の黒川を思い出し、少し微笑ほほえましい気持ちになった。注意したらびっくりしていたけれど、気まずい顔をしながら、僕のあとについてきたことを覚えている。

　あのバツの悪そうな顔を思い出していたら、思わず笑いが込み上げてきてしまった。あんな不ふ遜そんな男にも、子供だった頃があるのだということが可笑おかしく思える。

「まさか、あの子とこんな関係になるなんてね……」

　いまでも信じられない気持ちがどこかにある。

　それに、一時は人間不信になりかけたこの僕が、自分の手には負えないほどの気持ちで、誰かを好きになる日がくるとは思いもよらなかった。

　ましてや自分の気持ちが怖こわくなり、衝しよう動どう的に飛び出してきてしまうなんて、少なくとも高校生のときの僕には考えられないことだった。

「でも、どうしよう……」

　考えなしにここまで来てしまったけれど、荷物などもあるのだから一度は戻もどらなければならない。

　でも、どんな顔で戻ればいいのだろう？

　きっと罵ののしられ、許して貰もらえないに決まっている。

　愛あい想そを尽つかされて、拒きよ絶ぜつされてしまう可能性だってある。

「………くっ…」

　ポケットに入っていた小銭はほとんど切符に使ってしまったし、残金でできることと云ったら、せいぜい安いコーヒーを飲むことくらいだ。

　せめて財さい布ふくらいは持ってくればよかったけれど、あのときはそんな気持ちの余よ裕ゆうもなかったんだよな…。

「あ……」

　電話で思い出したけれど、そういえば、携けい帯たいも持ってきていない。

　黒川や店のナンバーは全すべてあれに登録してあるし、暗記しているのは自分の携帯ナンバーくらいだ。自分のにかけてみてもいいけれど、果たして黒川は気づいてくれるだろうか？

　それよりも、これ以上何を話せばいいのかわからない。

　考えなしな自分の行動のツケは、結局、自分に返ってくるのだということか……。

「……どこに行こう」

　いつまでも校内にいるわけにはいかない。寮に行って頭を下げれば、もしかしたら一晩くらい泊とめてくれるかもしれないけれど、そんな迷めい惑わくをかけるわけにはいかないし。

　とりあえず、駅前にあるファストフード店で時間を潰つぶすしかないか……。

　せめて、気持ちの整理がつくまでは。

　そう決めた僕は、駅まで戻ることにした。すっかり暗くなってしまったため、街灯のない近道を引き返すのは諦あきらめ、校舎の正面から延のびる街灯のある道を選ぶ。

「ホント、懐かしいな」

　慣れ親しんだルートを歩いていると、楽しかった思い出が蘇よみがえってくる。校門まで来た僕は、思わず歩いてきた道を振ふり返った。

　親の庇ひ護ごを受け、豊かな環かん境きようを当たり前のものとして甘受していたけれど、あの頃の自分はそれがどれだけ幸せなことかということに気づかないでいた。

　当時の友人たちはどうしているだろう？

　連帯保証人として全てを取り上げられることが決まったとき、業者の手に渡わたって問題が起きることのないよう、アドレス帳関係のものは全て処分してしまった。だから友人たちとは連れん絡らくの取りようがないし、向こうも僕の消息を知らないだろう。

　そんな中で現在、唯ゆい一いつ関かかわり合いになっている学校関係者が、黒川だと思うと何だか可笑しい。

「一応、後こう輩はいだもんな」

　でも、もしも高校時代に黒川と親しくなっていたら、もっと違う関係が築けていただろうか？

　そうやって、現実逃とう避ひ気味に思い出と空想に浸ひたっていると、ふいに僕を呼ぶ声がした。

「奈津生さん？」

　聞き覚えのある呼びかけに、誰の声だったかと首を捻ひねりながら振り向いた僕は、そこにいた人物に驚おどろかされた。

「古城さん!?　どうしてこんなところに……」

　黒川の秘書である古城が、何故なぜこんな場所にいるのだろう？

　まさか、自分を追いかけてきたとか───？

　いや、さすがにそれはないだろう。僕の体に発信機でも埋うめ込まれていない限り、行き先がわかるはずがない。

「私はとある方のご命令で忘れ物を取りに来ただけですよ。そう云う奈津生さんはどうしてこちらに？　とうとう黒川から逃にげ出してきたんですか？」

「いえ、その……」

　お金がなくて帰れないなどと間ま抜ぬけなことを口にするのも恥はずかしく、しどろもどろに言葉を濁にごすと、古城は勝手に事情を慮おもんぱかってくれた。

「あの人の横暴さに耐たえかねたといったところですか？　お察しします」

「は、はあ……」

　雰囲気的に違うとも云い出せず、曖あい昧まいな返事をしてみた。

　私的な用事でも黒川に扱こき使われている秘書の古城なら、何かしらの指示が行っていると思ったが、そういうことはないらしい。

　飛び出してからしばらく経たっているし、黒川が僕の不在に気づいていないはずはない。不思議に思った僕は、恐おそる恐る訊たずねてみた。

「あの、黒川さんは僕のこと何か云ってなかったんですか…？」

「いえ、昼すぎに別れてからは何も」

「そう…ですか……」

　もう、僕のことなんてどうでもいいということかもしれないな……。

　一番身近なこの人に言ってないとなると、追い出す手間が省けてよかったとでも思ってる可能性が高い。

「さしずめ、普ふ段だんから偉えらそうなことを云っておいてあなたに逃げられただなんて、格好悪くて私に知られたくなかったんでしょう」

「……そういうものでしょうか？」

　でも、黒川がそんなふうに思うとは、僕には考えられない。

　多分、勝手に飛び出した上に、体ていよく厄やつ介かい払ばらいされた愛人の身の上に同情して、古城は慰なぐさめてくれているのかもしれない。

「これから、どうするつもりだったんですか？」

「駅前のファストフードにでも、と……」

「奈津生さんがファストフード！　あまり想像のつかない図ですね」

「そ…そうですか…？」

　似合う似合わないがあるのだろうか？　殊こと更さらメニューが好きというわけではないけれど、お金のない学生時代はよく行ったものだ。

「行き先が決まっていないのなら、とりあえずはウチに来ませんか？　雨あめ露つゆはしのげますし、部屋は余ってますから」

「でも……」

　このまま古城の厚こう意いに甘えてしまってもいいのだろうか…？

　できることなら彼の家ではなく、店のほうに送ってもらうことができれば、荷物を取ってくることも可能なのだけど……とにかく、今はどんな顔で黒川に会えばいいのかがわからない。

　まだ、気持ちの整理がついていないのだ。

「手のかかる子犬を一匹ぴき預かっているんですが、私も仕事が忙いそがしくて相手ができなくて困っていたところでして。できたら、奈津生さんに面めん倒どうを見ていただければ助かるんですが……」

「子犬ですか……」

　それは、悩なやんでいた僕の気負いを減らそうとして、申し出てくれた台詞せりふなのかもしれない。

　こんなときに仮にも黒川の秘書である男に頼たよってもいいのだろうかと思う気持ちもあったけれど、実際のところ行き先には困っていた僕は、古城の申し出に甘えてしまうことにした。

「……わかりました。お願いできますか？」

　おずおずと申し出ると、古城はにこりと笑って近くに停とめてあった車の後部座席のドアを開けてくれた。

「どうぞ。黒川の車よりは乗り心ごこ地ちが悪いかもしれませんが」










　小一時間ほどで到とう着ちやくした古城の自宅が入っているという建物は、黒川のところほどの豪ごう勢せいさはないけれど、見るからに高そうなデザイナーズマンションだった。

　案内されるがままについて行き、施せ錠じようを解いた玄げん関かんに入るよう促うながされる。すると突とつ然ぜん、奥から怒ど声せいが飛んできた。

「遅おそい！」

　……子供？

　怒いかりに満ちたその声は、どことなく幼い。古城は家に子犬がいるとは云いっていたが、子供がいるとは一言も云っていなかったはずだ。

　メゾネットタイプらしく、玄関ホールには上の階へと続く階段があるのだが、その幼い声は上から響ひびいているようだった。

　徐じよ々じよに乱暴な足音が近づいてきたかと思うと、更さらに苛いら々いらとした怒鳴り声が再び降ってくる。

「いったい、どこに行ってたんだよ!!」

　どすどすと響く足音に下階の住人のことが心配になるが、彼にはそんなことを気にするつもりは全くないらしい。

　歳としは高校生くらいだろうか？

　華きや奢しやな体格と硝子ガラス細工のような繊せん細さいな顔立ちに、一いつ瞬しゆん、女の子なのかと思ってしまったけれど、さっきの声は確かに声変わりをしたばかりの少年特有のものだった。

　しかし、何故こんな男の子が古城の家にいるのだろう？

　子供……ということはありえないだろうし、親しん戚せきという雰ふん囲い気きにも見えない。

「どこと云われましても、忘れ物を取りに行ってこいと仰おつしやられたのは、あなたでしょう？」

「マジで行ってきたのか!?」

「ええ。お申しつけ通り、教科書をお持ちしました」

　古城はさらりと答えながら、目の前まで来た彼に手に下げていた紙かみ袋ぶくろを渡す。

　ちらりと覗のぞいた紙袋の中味は、古城が云う通り教科書の類たぐいのようだった。

　そして、ぶつぶつ云いながらそれを受け取った彼は、おもむろに僕の顔に視線を向け、不ふ機き嫌げんそのものの声で云う。

「で、そいつ誰だれ？」

　敵意に満ちた瞳ひとみで睨にらまれ、僕は戸と惑まどった。

　明らかに邪じや魔まだと云わんばかりの態度だ。初対面で敵意を向けられることはあまりないのだが、何がまずかったのだろう？

　心の中で首を傾かしげた僕は、一つの可能性に思い当たった。

　もしかして、彼は古城のことが好きなんだろうか──？

「あんたも何でノコノコこんなとこまでついてきてるわけ？」

「この方は龍二さんの大事な方ですよ。失礼なことは云わないようにして下さい」

「こ、古城さん!?」

　前置きもなく説明された内容に、僕は声が裏返ってしまった。

　黒川との関係をバラされたことも問題だったが、それよりも、今はもう僕が『黒川の大事な方』ではないことのほうが問題かもしれない。これでは噓うそを云っているようなものだ。

「どうかしましたか？」

「…………いえ…」

　だが、上手うまいフォローが思いつかず黙だまりこくっていると、彼はジロジロと僕を観察し始めた。

「ふぅん、あんたが〝奈津生〟なんだ」

「え…？」

　どうして、いまの古城の言葉から僕の名前が導き出されるのだろう？

　そういえば、古城は彼に向かって『龍二さん』と云っていた。ということは、この男の子は黒川の関係者ということか？

「一度、見てみたいと思ってたんだよね。兄貴のやつ、ケチって見せてくんないんだもん」

「あ…兄貴…？？？」

「ああ、すいません。紹しよう介かいがまだでしたね。彼は黒川の弟さんなんです」

「弟!?……ずいぶんと歳としが離はなれてるんですね」

　彼の顔には黒川の面おも影かげはカケラほどしかなく、本当に血が繫つながっているのかと疑いたくなるくらいだ。

　それにしても、まさか黒川にこんな歳の離れた弟がいたなんて───。

「何か文句でもあんの？　ケンカなら買うけど」

「い、いえ……」

　顔に似合わず、口が悪い。黙っていれば美少女で通用するほどなのに、口を開いてしまうと台なしだ。

「人の家でケンカなんてしないで下さい。すいませんが、車に携けい帯たい電話を忘れてきてしまったので、私の代わりに奈津生さんを中に案内していただけますか？」

「え～、俺がぁ？」

「お願いしますね」

　古城は彼の反論を受けつけることなく、さっさと玄関の向こうに消えてしまった。二人きりで取り残され、気まずい空気が漂ただよう。

　だけど、携帯電話なんて車の中に残っていただろうか？

　車の中の様子を思い出していると、ぞんざいな態度で呼びかけられた。

「……仕方ないなぁ。案内するだけだからな。ほら、ついてこいよ」

　さっき、全然似ていないと思ったが、態度の大きいところはそっくりだ。容姿がかわいらしいぶん、微笑ほほえましく思えてしまうけれど。

「……失礼します」

　慌あわてて靴くつを脱ぬぎ、フローリングに足を踏ふみ出す。ぶちぶちと文句を云う彼のあとについて階段を上ると、二階はカウンターキッチンのついた広いリビングになっていた。

　部屋の真ん中にクリーム色のソファーがあるだけで、ほとんど何も置いていない。彼は勝手知ったる他人の家と云わんばかりに、そのソファーにどっかりと腰こしを下ろす。

「何か飲みたかったら、勝手にやって。その棚たなにお茶とかコーヒーとか入ってるから」

「はあ……」

　彼の隣となりに座るのも躊躇ためらわれ、手持ち無ぶ沙さ汰たを誤魔化すためにキッチンに立ってみた。

　教えてもらった棚を覗くと、白いティーポットの横に何種類もの紅茶の缶かんが並んでおり、彼はコーヒーもあると云っていたが、それはインスタントだけだった。古城は紅茶派なのかもしれない。

　既すでに開いている缶を取り出し、心の中で古城に断りを入れながら二人分のお茶を淹いれて運んでいくと、またもやジロリと睨まれてしまった。

　嫌きらわれてしまったんだろうか。好きな相手が気安く自宅に連れてきたということが気に食わないのかもしれない。

「ご機嫌取りのつもり？」

「このくらいで機嫌が取れるんですか？」

　真面目まじめに告げると、彼は一瞬きょとんとしたあと派手に噴ふき出した。

　僕は何か可笑おかしなことを云っただろうか？

「お前、ヘンなやつだな。普ふ通つう『そんなつもりじゃありません』とかって云うもんじゃん？」

「そうですか？」

「そうだよ。だいたい、兄貴に取り入ろうってやつは、俺の機嫌を取ろうとすんだよね。下手なお世辞云ったり餌えづけしようとしたり、色目使ったり───あ、美味おいしいっ」

　喋しやべりながら過去を思い出しているのか彼はどんどん不機嫌になっていたが、一口紅茶を啜すすったあと、ぱっと表情を変えた。

　笑ったり怒おこったり、忙いそがしい子だ。けれど、そのはっきりとした喜き怒ど哀あい楽らくぶりはとても好感が持てた。

「古城が淹れるのと同じ味がする！　どうやったんだ？」

「喜んでもらえて光栄です。お茶は丁てい寧ねいに淹れてあげれば美味しくなるんですよ。あとで教えてあげましょうか？」

「うん！」

　にこにこと笑う彼の顔は実に可愛かわいい。周囲の状じよう況きようから警けい戒かい心しんが強くなってしまったようだけれど、実際は人なつこい性格のようだ。

　それにしても、本当に尊大な態度以外は黒川に似ていない。睫まつげも長いし、全体的な色素も薄うすい。顎あごのラインにもまだあどけなさが残り、手足も少年特有のひょろ長さがある。

　話を聞いていると兄弟仲は悪くないようだし、こんな弟なら黒川もさぞかし可愛がっていることだろう。

「何だよ、人の顔ジロジロ見て」

「あ、すいません」

「何か云いいたいことでもあるわけ？」

　すぐにむすっとした表情になってしまい、思わず苦く笑しようしてしまう。　>>>♥

　下手な誤魔化しも通用しないと思い、僕は正直に考えていたことを口にした。

「その、黒川さんにあまり似てないんだなと思って」

　もしかしたら他人ひとから云われたくないようなことだったかもしれないと危き惧ぐしたけれど、彼はけろっとした顔で応こたえた。

「ああ、そんなことか。だって、兄貴と俺、腹はら違ちがいだし」

「え？　そうだったんですか……」

　やはり、まずいことを聞いてしまったと内心慌てる。黒川からは家族のことは一いつ切さい聞いたことがなかったので、母親の件は初耳だった。

　思春期の男の子にさせるには重たい話になってしまったと後こう悔かいしたが、彼は世間話をするような口調で事情を説明し始めてしまう。

「あんたになら云ってもいいかな。俺の母親は愛人だったんだけど、兄貴の母親と親おや父じが離り婚こんしたあと後妻に納まって、俺もそれについてきたわけ。……何、辛しん気きくさい顔してんの？」

「気軽に聞かせてもらうような話じゃなかったですね、すいません」

「気にしなくていいよ。円満離婚みたいだからドロドロした関係にはなってないし、俺は兄貴ができて嬉うれしかったし」

「仲いいんですね」

「うん。だって、兄貴カッコいいじゃん。あんたもそう思うだろ？」

「ええ、とても」

　僕は心の底から頷うなずいた。

　どんなに傲ごう慢まんな性格で、再会が最悪な形だったとしても、黒川には抗あらがえない魅み力りよくがある。

　思わず目を奪うばわれてしまう容姿や野性的な風ふう貌ぼうだけではなく、いくつもの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきたという雰ふん囲い気きが黒川の中から滲にじみ出ているのだ。

「俺もあんなふうな大人になりたいんだよな。……いまはまだ貧ひん弱じやくだけどさ」

　キラキラとした瞳ひとみで夢を語られ、僕は口元が綻ほころんでしまった。

　男として惹ひかれるような人間になるためには、必ずしも黒川と同じように危険なことをしなくてはいけないわけではない。

　黒川の弟である以上、もしかしたらこの子も必ひつ要ように迫せまられて同じような仕事に就つくことになるかもしれないけれど……。

「……なれるといいですね」

「サンキュ、奈津生さんって話がわかるじゃん。俺が云うと古城なんかは鼻で笑うんだぜ？」

「それは酷ひどい…」

　拗すねた口調で語るその表情に、僕は思わず苦笑してしまう。

　危険なことをして欲しいとは思わないけれど、憧あこがれるものに近づきたい気持ちは、僕もわかる。だから僕には笑ったりなんかできない。この子の願いが叶かなうといいとさえ、思ってしまうのだ。

　あれ…そういえば、この子の名前を聞いていない……？

「ところで、名前を訊きいてもいいですか？」

　ふいに名前を聞いていなかったことを思い出して、僕はタイミングを計って尋たずねてみる。

「あれ、云ってなかったっけ？　俺は黒川彬あきら。彬でいいよ、奈津生さん」

「え？」

　僕は、彼の自己紹しよう介かいに、思わず大きな声を出してしまう。なぜならそれは、つい最近聞いたばかりの名前と同じで───。

「……もしかして、昨日いなくなったっていうのは……」

「何で知ってんの？　あっ、兄貴が余計なこと云ったんだろ!?」

　彬的にはあまり知られたくないことだったのか、照れ隠かくしに語気を荒あららげる。

「たまたま一いつ緒しよだったときに、古城さんから連れん絡らくが来たんです。黒川さん、血相変えて飛び出して行きましたよ」

　あのときの反応は、弟の身を心配したが故ゆえのものだったのか……。

　大事な肉親がトラブルに巻き込まれたとあっては、動どう揺ようするのも無理はないだろう。そんな事情があったなんて、僕は全然知らなかった。

「そっか。ちょっとドジっちゃってさ、兄貴にも迷めい惑わくかけちゃったし、さすがに反省した」

「何だか、大変だったんですね……」

　何があったのかはわからないが、あの黒川が慌てていたということは、些さ細さいなトラブルではなかったのだろう。

　しゅんとなっている彬にそう声をかけると、ぱっと顔を上げ、誰だれかに話したくて仕方がなかったのか勢い込んで話し始めた。

「聞いてくれる!?　色々あって親父とケンカしたから家にいたくなくて外をふらふらしてたらさ、ヘンなやつらに捕つかまっちゃったんだよね。その場で騒さわぐと面めん倒どうなことになりそうだったし、家にも帰りたくなかったから、まあいいかと思って連れて行かれたわけ」

「…………」

　あっけらかんと語っているけれど、それはかなりヤバいことに巻き込まれていたということではないだろうか？

　それを、『まあいいか』ですませているあたりがやはり大物なのか……？

「それがさ、何かそいつらが親父とか兄貴の仕事の邪じや魔ましてるやつらだったんだよね。親父はともかく兄貴には迷惑かけたくなかったから、隙すきを見て逃にげ出したんだけど、部屋を抜け出したところで見つかっちゃって」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだったんですか!?」

　大丈夫じゃなかったら、こんな場所でピンピンしていないとは思うが、僕はそう訊かずにはいられなかった。

　こんな子供が、そんな目に遭あって無事でいるなんて……。

「一人で切り抜けられる程度だったんだけど、ちょうど古城が来てさー。美味しいところ、全部持っていきやがった。ずっるいよなぁ、弱そうに見えるくせに腕うでが立つなんて！」

　理り不ふ尽じんな怒いかりを古城に向ける彬に、脱だつ力りよくしてしまう。この子はもう少し、危機感を覚えたほうがいいのではないだろうか？

「親父は怒るし、兄貴は口利きいてくんないし、もう散々だよ」

　───で、助け出されたあとも怒っている親のいる家には帰りたくなくて、この古城の部屋に居座っているらしい。

「あ」

　つまり、古城の云っていた手のかかる子犬というのは、もしかして……。

「何？」

「い、いえ、黒川さん、怒ってたんじゃないかなと……」

　僕は慌あわてて話題を変えて言葉を濁にごす。

　本人に古城が『子犬』と云っていたなんて告げたら、臍へそを曲げてしまうに違いない。僕は気づいてしまった事実を、胸の中にしまっておくことにした。

「そりゃ、こってり搾しぼられたよ。でも、こうして無事だったんだし。それに、男子たるものあのくらいで動じてちゃダメだろ？」

「でも、気をつけて下さいね」

「そんなに、俺が信用できないわけ？」

　唇くちびるを尖とがらせて拗ねてみせるところなんて、まだまだ子供だ。

　きっと、頭ごなしに云われると反発してしまう年とし頃ごろなのだろう。だからと云って、話してわからないほど頭が悪いとは思えない。

　僕は問いかけるようにして、諭さとしてみた。

「相手が一人ならともかく、大勢いたらどうにもできないことだってあるでしょう？　慎しん重ちように行動するのも大人の男として必要なことですよ。勇気と無む謀ぼうは違ちがいます」

「そっか……」

「あの人はあなたのことをとても大事にしてるようですから、心配かけないようにしてあげて下さい」

「……これから気をつける」

　危険を乗り越こえてきたことを誇ほこっていた彬も、自分の無謀さを認にん識しきしてくれたようでほっとした。

　でも、こんなに無む鉄てつ砲ぽうな子なら、黒川がやきもきさせられるのは仕方ないかもしれない。

「奈津生さんもごめん。兄貴と一緒のときに邪魔しちゃって」

「え？　い、いえっ、それは別に構いませんから！」

　急に謝られ、僕は慌ててしまった。

　まさか、行こう為いの最中に放ほうって行かれたことを気に病やみ、もう用なしかもしれないと落らく胆たんして飛び出してきただなんてバレるわけにはいかない。

　偉えらそうに説教してしまったけれど、僕も人のことは云いえないよな……。

　よほど僕のほうが考えなしだ。

「もしかして、エッチの途と中ちゆうだった？」

「なっ……何云ってるんですか!!」

　思いきり図星を指され、僕は耳まで真っ赤になってしまう。

　すると、釣つられたように彬も頰ほおをうっすらと染める。

「大人なんだから、こういうのは軽く流してよ」

「……申し訳ありません」

　色いろ恋こい沙ざ汰たに関しては、僕はまだまだ修しゆ行ぎようが足りないらしい。

　死んでしまいたくなるような恥はずかしさに体を小さくしていると、彬は僕の顔を見ながらしみじみとした口調で云ってきた。

「でもさー、兄貴の相手にしては珍めずらしいタイプだよね。男なのも初めてかも」

「そう…ですか？」

　彬の言葉に、ドキリと心臓が跳はねる。

　昨晩のことは誤解だったとわかったけれど、胸に燻くすぶる不安までが消え去ったわけじゃない。僕は固かた唾ずを吞のんで次の言葉を待つ。

「うん。いっつも派手な美人の水商売っぽい女をとっかえひっかえっていうか。奈津生さんみたいに清せい楚そな美人はいなかったなぁ。って云っても、俺もたまに見かける程度だったけどね」

「…………」

　予想通りの黒川の所業を聞かされ、僕の不安はますます根を深くしていく。

　青ざめた顔で黙だまりこくっていると、彬が心配そうに訊たずねてきた。

「何、景気悪い顔してるわけ？　兄貴とケンカでもした？」

「……できるならいいんですけどね」

　ケンカができるのは、お互たがい対等な立場でいられるからだ。確固たる信しん頼らい関係が築けた上でのコミュニケーションの一種だと僕は思う。

　だけど、僕たちの間に信頼というものが存在しているとは云いがたい。

　彬に気を遣つかわせまいと微笑ほほえもうとしたけれど、あまり上手うまくはいかなかった。

「兄貴、横暴だからなー。あっ、もしかして、奈津生さんもそれで家出？」

　古城と似たようなことを云われ、苦く笑しようしてしまう。黒川に好意的な弟の彬でさえ、横暴だという評価を下すのか。

「家出……まあ、そんなところかもしれません。でも、もう戻もどれるかどうかわかりません」

「何で？　兄貴が出てけって云ったの？」

「……そういうわけではないんですけど」

　いっそ、はっきり『出て行け』と云ってくれたら、どんなに楽か。

　報むくわれないとわかっていても断たち切ることのできない自分の往生際ぎわの悪さには呆あきれてしまう。側そばにいれば、また辛つらい思いをするというのに、それでもあの人を諦あきらめきれない。

　時折向けられる気き紛まぐれな優やさしさに、縋すがりつきたくなってしまうのだ。

「で、でも、奈津生さんの前には決まった相手っていなかったし！　見る度たびに違う女の人で、自分の部屋には絶対連れて行こうとしなかったくらいだから……」

「………ありがとうございます」

　彬は僕を慰なぐさめようとしてくれているようだった。そんな気遣いを嬉うれしく思い、礼を言ってみたけれど、僕の不安が払ふつ拭しよくされることはなかった。

　ああして側に置いていたのだから、少なからず僕に好意は抱いだいてくれていたのだろう。

　けれど、僕の抱かかえている想おもいは黒川よりも遥はるかに大きく、重たいものなのだ。自分でも手に負えないほどのこの気持ちを知ったら、黒川だって迷めい惑わくするに決まってる。

　僕があの人の側にいると、余計な煩わずらわしさを増やすだけだ。今に鬱うつ陶とうしくなって、これまで相手にしてきた女の人たちのように捨てられてしまうに違いない。

「気を遣って下さらなくても大丈夫ですよ」

「奈津生さん……」

　すでに夜の仕事に染まった身とは云え、僕と黒川では生きている世界が違う。

　僕があの人の許もとに戻りたいと思ったとしても、それが許されるかどうかはわからないのだ。

「……僕は、あの人に必要とされてるわけじゃないんです」

「誰だれがそんなこと云った!?」

「……ッ!?」

　突とつ然ぜん、背後から聞こえてきた怒ど声せいに、ドクン、と心臓が大きく跳ねる。

　彬と共に振ふり向いた僕は目を見張り、自分の瞳ひとみに映った人物を何度も確認した。そこにいたのは紛まぎれもなく、最高潮に不ふ機き嫌げんな顔の黒川だった。

「く…ろかわ…さん……」

　何故なぜ、彼がここにいるのだろう？

　そういえば、携けい帯たい電話を取りに行った古城はどうしている？

　だけど突然のことにパニックに陥おちいった僕の頭には、冷静な思考が戻ってきてくれない。

「び、びっくりしたぁ……。もうっ、驚おどろかせんなよ、兄貴！」

「…………」

　何も云えずに見つめていると、怒いかりのオーラを身にまとった黒川が一歩一歩、僕のほうへと近づいてきた。

　思わず腰こしが退ひけてしまい、僕はソファーからずり落ちそうになる。

「ど…どうして、ここに……？」

「それは俺の台詞せりふだ。お前こそ、どうして古城の家なんかにいるんだ？」

「それは……」

　云いかけてから、僕は黒川の背後にいる古城の姿にはっとした。

　もしかしたら古城は携帯電話を車に取りに行くと云いつつ、黒川を迎むかえに行っていたのかもしれない。

　古城にとって一番大切なのは、仕える黒川の存在。だったら、僕との約束なんて簡単に破ってしまうだろうということを、失念していた僕が甘かった。

　きっと、僕の目のないところで黒川に連れん絡らくを取っていたのだろう。

「なんかとは酷ひどいですね。これでも、けっこう家賃は高いんですよ？　それに、経緯いきさつはさっき説明したじゃないですか」

　怒りを抑おさえきれない黒川に、有能な秘書は茶々を入れる。この男にそんな真似まねができるのは世界広しといえども、この古城くらいのものだ。

「お前は黙ってろ。───奈津生、いつ俺がお前を必要じゃないと云った？　古城にまた何か吹ふき込まれたのか？」

「まさか。奈津生さんには逃にげたいなら協力しますとは云いましたけど、あなたの悪口なんか云ってませんよ」

「古城！」

「そうそう。自分の不手際を他人ひとのせいにするなんてカッコ悪いよ、兄貴」

「彬も黙ってろ！」

　古城に当たり散らす黒川に、彬までがツッコミを入れる。怖こわいもの知らずな人間たちがつくその悪態に、僕は啞あ然ぜんと聞き入ることしかできなかった。

　彬はそんな僕をチラリと横目で見てから、再び黒川に向き直り、ため息を一つ吐く。

「それが八つ当たりだって云いうの。奈津生さんに逃げられたことが、そんなにショックだったわけ？」

「……！」

　その言葉に息を吞むと、黒川はなぜか黙り込んでしまった。彬の反論に更さらに怒り狂くるうかと思っていた僕は、その予想外の反応に驚いた。

「ったく、兄貴は本当に素す直なおじゃないんだから……」

　図星、なのだろうか？

　答えを訊ねるべき言葉も見つからず、僕はただ静かに黒川を見つめてしまう。

「そんなに俺から逃げたかったのか？」

「違ちがいます」

　訊ねられた言葉に僕はすぐさま答えた。

　僕は黒川から逃げ出したかったわけじゃない。

　飛び出した直後は自分の気持ちがわからなかったけれど、いまならはっきりそう云える。

「何が違うんだ？」

「……それは…」

　何と説明すればいいのだろう？

　僕は、黒川に溺おぼれ、依い存ぞんしていく自分が怖かった。

　そして、黒川の行動や発言に一いつ喜き一いち憂ゆうし、過か敏びんになりすぎた神経を限界まですり減らしていく自分が、怖かった。

　だからそんな自分から逃げたくて、あのときは衝しよう動どう的に部屋を飛び出したのだ。

　決して黒川自身から逃のがれたかったわけではない。あえて云うなら、臆おく病びような自分から逃れたかっただけだと───そう伝えて、黒川はわかってくれるのだろうか？

「───来い」

「ちょ、ちょっと待って下さい」

　むっつりとした表情のまま、黒川は僕の手を取ると、有う無むを云わせず引っ張って行く。僕はよろけながら黒川を引き留めようとした。

「まだここにいたいと云うのか？」

「そうじゃなくて…っ、その、古城さんや彬くんに挨あい拶さつくらい……」

　一瞬だけ振り返った黒川の顔から、少しでも感情を読み取ろうとしたけれど、眉み間けんに深い皺しわを刻んだ仏ぶつ頂ちよう面づらからは、不機嫌さ以外を推おし量ることはできなかった。

「そんなもの必要ない。いいから帰るぞ」

「……っ」

　その一言に、僕は少しだけ泣きそうになった。

　ただ、黒川が『帰る』と云ってくれたことが泣きたくなるほど嬉しいなんて───。

　そこまで自分はこの男のことが好きなのだと、いまさらながらに思い知る。そして、離はなれがたく思う気持ちが心の中で募つのっていくことを、僕は自覚していた。

　摑つかまれた手首が、熱い。

　古城の部屋を出てからも、僕の手首は摑まれたままだった。黒川は、ろくに靴くつもきちんと履はけずにいる僕に歩みを合わせることもなく、ぐいぐいと引っ張っていく。

　次し第だいに上じよう昇しようしていく鼓こ動どうと、熱。

　このままではそれを悟さとられてしまうのではないかと、僕は心配になった。自ら離れる決意をしたのに、恋こい焦こがれる気持ちを悟られるわけにはいかない。

　エレベーターに押し込まれた僕は、意を決して黒川に呼びかけた。

「あの！」

「───何だ」

　返ってきた低い声に怯ひるみかけたけれど、おずおずと切り出す。

「……放しても、逃げません」

「わかってる」

「だったら……」

　放して下さい───そう告げる前に、逆に問いかけられた。

「嫌いやなのか？」

「い、いえ……」

　嫌なのではない。恥はずかしさにいたたまれないだけで。

「だったら、黙だまっていろ」

「……はい」

　黒川は手首を握にぎっていた手を緩ゆるめ、指が絡からまるように握ってきた。

　触ふれ合う指がぞくりと震ふるえ、心臓もますます高鳴っていく。意識しないよう自分に云い聞かせても、全身の神経が繫つながれた手に集中してしまう。

　緊きん張ちように汗あせばむ手の平が不快ではないだろうかと心配になったけれど、強く握りしめられるばかりで黒川はそれ以上何も云おうとしなかった。

「ここで待ってろ」

「……あっ…」

　離れて行く熱を追いかけるようにして、僕は思わず黒川の手を握りしめる。

「奈津生？」

「す、すいません！」

　黒川に驚いた顔で振り向かれ、僕は慌あわてて自分から手を離した。

　何をやってるんだ、僕は……。

「逃げるなよ」

　黒川は自分の行動に戸と惑まどう僕に少しだけ優やさしい声こわ音ねでそう告げると、一人で車を取りに行ってしまった。マンションのエントランスに残された僕は、遠とお離ざかる広い背中を視線で追う。

　やはり僕は、目を離すと逃げると思われているらしい。離れているとは云え、車はここから見える位置に停とめてあるというのに……。

　そう思いながらガラス扉とびらの向こうを見ていると、一台の黒くろ塗ぬりの車が黒川の向かった反対方向から近づいてきた。

　窓にはスモークが貼はってあり、中の様子は窺うかがえない。いかにも堅かた気ぎではない人種が乗るような車だ。

　必要以上にのろのろと進む様子に、僕ははっとなった。

「黒川さん！」

　衝動的にエントランスを飛び出し、僕は黒川の許もとへと走る。

　僕の危き惧ぐが当たっていなければいい。けれど十中八九、あの車は黒川に害を為なそうという目的のもののように思える。

　以前も黒川を狙ねらう目的の連中が、僕を襲おそったことがあった。ああいったことが、日常茶さ飯はん事じだというなら……。

「……っ!!」

　飛び出した僕が黒川の許に向かっていることに気づいたのか、黒塗りの車は一いつ瞬しゆん動きを止めたあと、アクセルを強く踏ふみ込んできた。

「奈津生！」

　異変に気づき振ふり向いた黒川を、僕は車がぶつかりそうになった寸前で庇かばう。すると、車は僕たちの横ギリギリを通過して、やがて激しいブレーキ音が聞こえてきた。

「……だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　怪け我がをさせていないだろうか…？

　だけど、起き上がり無事を確かめようとした途と端たん、僕は黒川に怒ど鳴なりつけられていた。

「このバカ！　どうして飛び出してくるんだ!?」

「だって、危ないと思ったから……」

「だからって、お前まで危険に晒さらされる必要なんてないだろう！　何のために中で待たせてたと思ってるんだ!?」

「自分だけが安全な場所にいて、黒川さんだけが危険な目に遭あうなんて嫌です！」

　きっと、昨日の腕うでの怪我だって、ああいったやつらが原因なのだろう。黒川にとって、それは些さ末まつなことなのかもしれない。

　だけど、僕は黒川が傷つくところだけは見たくない。

　黒川が傷つくくらいなら、僕が傷つけばいい。黒川の役には立つことができないかもしれないけれど、そのくらいなら僕にもできるから…。

「だからって、お前───くそっ、お喋しやべりはお預けだ」

「え？」

　忌いま々いましげな呟つぶやきを洩もらす黒川の視線の先を見ると、一度通り過ぎたはずの車がいつの間にかＵターンをして、こちらに頭を向けていた。

「……っ!?」

「ったく、しつこいやつらだ！」

　車がスピードを上げたのと同時に、黒川は俊しゆん敏びんな動作で体を起こし、僕の腕を引っ張りながら走り出す。

「くそっ！」

「え？」

　縺もつれそうになる足で必死について行っていた僕は、突とつ然ぜん体が宙に浮うく感覚に驚おどろいた。

　迫せまる車を避さけるようにして黒川が僕の体をすくい上げ、車道横にある植え込みに飛び込んだのだ。

「く……っ」

　頰ほおや首筋を木々の小枝が掠かすめる。その直後にドンッという激しい音が聞こえてきた。もしかしたら、あの車がどこかにぶつかったのかもしれない。

「…黒川さん」

　身を強こわ張ばらせていると、幸いにも危害を加えることを諦あきらめたのか、エンジン音が遠離っていった。今日のところは、といった具合だろうけれど、ひとまず危険が去って僕はほっとする。

「もう、大丈夫だろう」

「あ……はい……」

　黒川は僕の肩かたを抱だいたまま、胸むな元もとから携けい帯たい電話を取り出すと、どこかへと連れん絡らくを入れ始める。

「───俺だ。あいつら諦めてなかったらしい。出てきたところを狙われた。……ああ、いま車ごと突つっ込んで来やがった」

　会話の内容から、その相手が古城だとわかった。

「俺は一度自宅に戻もどるが、やつらがまだこの辺りをうろうろしてる可能性もある。しばらく、彬は絶対に一人で出歩かせるなよ」

　わかりましたという声が、僕の耳にも聞こえてくる。

　そして通話を切った黒川は、パンパンと服についた埃ほこりを払はらいながら立ち上がると、へたり込んだ僕を引き上げてくれた。

「立てるな？」

「……多分」

　そう答えつつも、腰こしが抜ぬけてしまったのか僕の足元は覚おぼ束つかない。いつの間にか黒川のスーツを握りしめていた自分の手が、小刻みに震えていることに気がついた。

　僕にとっては日常茶飯事ではないことばかりなのだ。恐きよう怖ふ感がいまになって込み上げてきたのかもしれない。

「だから、待っていろと云いったんだ」

　カタカタと震えるその手を力強く握られたかと思うと、黒川は苦々しく告げてくる。

「すいま…せん……」

　古城の家に現れたときと同じような不ふ機き嫌げんな顔に、僕は後こう悔かいした。

　やっぱり、余計なことだったのだろうか……。

　黒川はもどかしさを持て余した様子で自分の髪かみをぐしゃぐしゃと搔かき回すと、血の気が引いた顔で項うな垂だれている僕に短く云い放った。

「帰るぞ」

「……はい」

　車に乗り込んだあとも、黒川はむっつりと押し黙ったままだった。重苦しい空気はいつまで経たっても消え去ることなく、到とう底てい話ができる雰ふん囲い気きでもない。

　荒あらっぽい運転で黒川のマンションに到とう着ちやくしてからも、眉み間けんに深く刻まれた皺しわが消えることはなく、僕はどうすることもできなかった。

「あの……黒川さん……？」

「いいから来い」

　リビングに行くようにと促うながされた僕は、足を踏み入れた瞬間につけられた明かりの眩まぶしさに目を眇すがめる。

　半日ぶりの黒川の部屋。過ごし慣れた場所だというのに、何故なぜか自分がいるべき場所ではないような違い和わ感がある。

　見知った光景が、まるで他人の部屋のように感じられるのはどうしてだろう？

　ここがもう、僕がいることができる場所ではないからだろうか…？

　ピリピリとした空気を纏まとったままの黒川につき従い、のうのうとここまで来てしまったけれど、本当によかったのだろうか……？

「顔を見せてみろ」

「……っ」

　明かりの下で顎あごを持ち上げられ、ジロジロと検分される。いったい何事かと大人しくしていると、黒川は忌々しげに舌打ちをした。

「傷なんかつけやがって……お前はしばらくここから出るな」

　頰や首筋の擦すり傷など些細な負傷でしかないと思うのだが、黒川はそんな傷すら気に食わないらしい。まるで、コレクションを扱あつかうような気の遣つかい方だ。

「…………」

　───コレクション。

　ふと自分の頭に浮かんできた言葉に、頭をガンと殴なぐられたようなショックを覚えた。鳩尾みぞおちの辺りが重くなり、鉛なまりを飲み込んだような不快感に吐はき気までしてくる。

　店へ来る客の中には、この容姿を褒ほめる人たちがいる。口説いてくるやつらや、この前のストーカーも、必ず言葉にすることは外見のことばかり。

　黒川もそれと同じ…？

　やはり僕の価値は、それだけなのだろうか…？

「もう二度とあんな無茶はするなよ。……奈津生？　聞いてるのか？」

　項垂れる様を怪け訝げんに思ったのか、黒川は僕の顔を覗のぞき込んでくる。

　じわじわと込み上げてくる悲しさに身を任せていたら、ずっと喉のどの奥に閊つかえていた疑問が、思わず口をついて出てしまった。

「───僕は、あなたの何なんですか…？」

「は？」

　こんなこと云うべきじゃないと、心の中でもう一人の自分が止めている。だけど僕はそれを無視して、投げやりな気持ちで言葉を続けてしまった。

「所しよ詮せん、僕はあなたの所有物でしかないんですか？」

「所有物？　いきなり何を云ってるんだ？」

「あなたにとっては、僕のこの入れ物が大事なだけなんでしょう!?」

　昂たかぶる感情のまま俯うつむいていた顔をキッと上げると、その弾はずみで眦まなじりから涙なみだが零こぼれた。温かな雫しずくは頰を伝い、顎の先からぽたりと落ちる。

「誰だれがそんなことを云った？　やっぱり、古城に何か吹ふき込まれたのか!?」

「わからないんですか？　あなたは僕を物のように扱うじゃないですか！」

「いつ俺がそんなことをした!?」

　無神経な問いに、僕の頭の中で何かがぶつりと切れた音がした。

「傷がついて欲しくないのも、僕があなたのコレクションだからなんじゃないんですか!?　気き紛まぐれに顔を出したかと思えばただ抱くだけで、何かあれば閉じ込められて───僕の意思なんか、おかまいなしで……っ」

「奈津生……」

　もう、言葉を止めることができない。啞あ然ぜんとする黒川に食ってかかる勢いで捲まくし立てた。

「僕はそんなふうにあなたの側そばにいたいわけじゃない…!!」

　ヒステリックに叫さけんだ瞬間、僕は力ずくで抱きしめられていた。

　覚えのある体温も嗅かぎ慣れた体たい臭しゆうも、僕の胸を切なく締しめつける。体中の細さい胞ぼうが、この人を好きだと訴うつたえている。

　それが腹立たしくて堪たまらない。一人の男にこんなにも振ふり回されている自分に怒いかりすら感じてしまう。

「や……っ、離はなして下さい…！」

「少し落ち着け！」

「これ以上、誤ご魔ま化かされたくなんかありません!!」

　パニックに陥おちいった僕は黒川の腕うでの中、持てる力全てを使って暴れもがく。腕を突つっ張り、顔を引っ搔き───それでも、黒川は僕のことを離そうとはしなかった。

「奈津生！」

「……ッ!!」

　耳元で一いつ喝かつされ、僕はビクリと体を強張らせた。

　そうして一いつ瞬しゆんだけ静止した僕を、黒川はキツくキツく抱きしめてくる。頰ほおを押しつけるようにした黒川の胸から、体温と体臭が伝わってきた。

「……ずっと、そんなふうに思ってたのか？　だから、いつも辛つらそうな顔をしてたのか？」

「────」

　口を開けばしゃくりあげてしまいそうで、僕は奥歯を嚙かみしめて込み上げてくる感情を押し止とどめる。けれど、堰せきを切ってしまった涙を堪こらえることはもうできなかった。

「俺は……あのとき、惚ほれてるって云っただろう」

　気まずそうに告げられた言葉に、頑かたくなになった僕の心が少しだけ融ゆう解かいする。

　張り詰つめさせていた手足から力を抜くと、子供にするように頭をそっと撫なでられた。　>>>♥

「……たった一度の言葉に縋すがれって云うんですか？　僕はそんなに能天気な人間にはなれません」

　ずっと頑に隠かくしてきた不安を口にしてしまったせいか、以前よりも素す直なおに自分の気持ちをすんなりと告げることができた。心なしか、声こわ音ねに甘えが混じっている。

「人の気持ちなんて、すぐに変化してしまうんです。いつまでも変わらない想おもいなんてどこにもない」

　僕はそうやって、何人もの人間に裏切られてきた。両親の財産を奪うばった伯お父じたちだって、昔は優やさしかった。姿を消した同どう僚りようだって、気のいい男だった。

　どんなに自分が信じていても、何かのきっかけで手の平を返したような態度を取られることだってある。それを身を以もつて体験してきた僕は、人と接することに臆おく病びようになっているのだ。

　それでも、黒川のことは信じたかった。

　なのに、不安で不安で堪らなくなり、好きな人を疑ってしまう自分自身が矮わい小しようなものに思えて悲しかった。

「いつ、あなたに捨てられるのかと思うと怖こわくて……あの店などいらないと云われたとき、自分までいらないと云われたようで、耐たえられなかったんです……」

「それで、飛び出していったのか…」

　黒川の言葉に、こくりと頷うなずく。

　取り返しがつかなくなる前に離れておけば、傷が浅くてすむだろうという浅せん慮りよもあった。無む我が夢中で迫せまりくる不安を振り切るために走ったけれど、虚むなしさが増しただけだった。

「……馬ば鹿かだな。俺がお前を手放すわけないだろう？」

「そんなこと、わからないじゃないですか！　いまはよくても、あなただって僕にいつ飽あきるかわからないのに───」

「そういうお前はどうなんだ？」

「え…？」

「俺を見る度たびにビクビクして、強こわ張ばった顔ばかりしやがって……客には笑いかけてるくせに、俺には愛あい想そ笑いの一つもしやしない」

「……っ、それは……」

「抱だかれてるときくらいしか、俺の顔を見ようとしないだろうが。危ないから出歩くなっつっても、店に出てるし、目を離した隙すきにいなくなって、どこに行ったかと思えば古城んとこにいやがる。かと思えばさっきみたいな無茶な真似まねするようなやつ、危なっかしくて外なんか出歩かせられるか！」

　淡たん々たんと語り出した黒川だったが、徐じよ々じよにヒートアップし、口調がキツくなってくる。しかし、その内容は初めて聞く黒川の本音だった。

「店に出れば毎度違う人間に口説かれてるようなのを、放ほうっておけるわけがないだろう!?　お前は物みたいにって云いうけどな、惚れた相手を大事にして何が悪い！」

「黒川さん……」

　最後の言葉が早口になったのは、吐と露ろする本音を自覚してのことだろうか？

　云い方は逆ギレそのものだったけれど、その一言だけで胸の重しが軽くなる。

　冷静に聞けば理り不ふ尽じんな文句でしかないのだが、その言葉を裏返せば、僕の身を案じてくれているということだ。

　だからこそ、こうして束そく縛ばくしようとしていたということなのかもしれない。

　自分の目の届くところに閉じ込めて、危険が迫ってこないように、怪あやしい影かげが近づいてこないように……そうやって、ただ過保護にすることしか、黒川には術すべがなかったのだろう。

　不器用すぎる男の行動の意味を知ってしまえば、思い悩なやんでいた自分が可笑おかしく思えてくる。

　お互たがいに恋こいの初心者だっただけなのかもしれない。

　重ねてしまった歳としのせいで、素直になることが難しくなってしまっていたことが悪あく循じゆん環かんをもたらしたということか。

　そのことに気づいた瞬しゆん間かん、僕の胸に閊えていた何かが、すとんと落ちていった。

　いままでの僕は、黒川に従いつつも心の中では納なつ得とくできていなかった。そんな僕を見て、黒川もますます強固な態度に出てしまい、そんな悪循環になっていたのではないだろうか？

　お互いがお互いを想っているのに、その気持ちがすれ違っていたのだ。

「……あなたばかりが心配しているとでも思ってるんですか？」

　黒川の全神経が僕に向いていることを体で感じながら、抱きしめる腕に力を込め、静かに語りかける。

「危ないことはしないで下さい───何度、あなたにそう云おうと思ったかわかりますか？」

「仕方ないだろう。危険も込みなのが、俺の仕事だ」

「わかってます。でも、そんなあなたを、ここに閉じ込めて縛しばりつけておきたい。そんなふうに僕が考えていたなんて、あなたは思いもしなかったでしょう？」

「……奈津生……」

　初めて耳にする戸と惑まどう声音。いま、黒川はどんな顔をしているのだろう？

「それでも、無茶ばかりしてるあなたを待っていられるのは、あなたのことを信じてるからです。あなたはどうして僕のことを信じてくれないんですか？」

　寄り添そった体をそっと押し返し、黒川の顔を見上げると漆しつ黒こくの瞳ひとみが僕を見下ろしてくる。

　まっすぐに見つめられ緊きん張ちようが増したけれど、僕は慎しん重ちように言葉を選びながら気持ちを伝え続けた。

「僕は庇ひ護ごされてるばかりなんて嫌いやだ。僕はあなたと対等になりたい。きちんと仕事をして、自分の足で立って、一人の男として向き合いたい」

　僕はそこで言葉を切ると、大きく深呼吸をする。そうして、ずっと胸の奥に秘ひめていた気持ちを唇くちびるに乗せた。

「僕は、あなたに愛してると伝えても、許される存在になりたいんです」

「……物もの凄すごい口説き文句だな」

　僕の告白に、黒川は苦く笑しようした。

　こんな困ったような笑えみも、初めて目にした気がする。

「いいか？　お前を手放すつもりなんて一生ないが、所有物とかそういう類たぐいの意味で云ってるわけじゃないからな」

「じゃあ、今日も離さないで下さい」

　黒川を見つめたまま呟つぶやいた言葉は、思っていた以上に甘い響ひびきになってしまった。

「奈津生」

　くしゃりと髪かみに差し込まれた指が項うなじをくすぐり、耳の後ろを撫でてくる。その心ここ地ちよさに酔よいながら、僕は睦むつ言ごとを続けた。

「朝までずっと一いつ緒しよにいて……僕が目を覚ますまで側そばにいて下さい」

「誘ゆう惑わくしてるつもりか？」

「あなたがそう思うのなら、そうなのかもしれません」

　誘惑できるものなら、いくらだってする。

　けれど、そんな手管なんて知らないし、しなだれかかって媚こびた態度を取ったって、黒川が相手にしてきた女たちには敵かなうはずもない。

　そんな僕にできることと云ったら、自分の欲望に素直になることくらいだ。数回深呼吸をし、震ふるえる唇を引き結ぶ。

　爆ばく発はつしてしまうのではないかと思うほど煩うるさく鳴り響く心臓に唆そそのかされ、普ふ段だんなら絶対に口にできない言葉を告げた。

「……抱いて、下さい」

　気き恥はずかしさに泳がせた視線がかち合った瞬間、春の嵐あらしのような激しさで唇が奪われていた。息もできないほど激しく口こう腔こうを搔かき回され、舌を搦からめ取られ、キツく吸い上げられる。

「んぅ…っ、ん、ふ……っ」

　呼吸もままならないほどに荒あら々あらしく貪むさぼられ、頭の中までぐちゃぐちゃにされた僕の体はどんどん力が抜ぬけていき、ひとしきりのキスですっかり蕩とろけてしまう。

　骨が軋きしむほどの強さでかき抱いだかれた体は、発火したかのように熱い。

　縺もつれるようにしてベッドに倒たおれ込み、体をまさぐられながら尚なお、口づけはまだ止やまない。

「はっ……んん、ん…っ……」

　溢あふれる唾だ液えきを飲み込む間もなく、喉のどの奥まで犯おかされる。感覚が鈍にぶくなるくらい強く吸われた舌はジンジンと痺しびれ、口の中がすっかり怠だるくなってしまった。

　それでも、離はなれていった唇が恋しくて、腕うでを絡からめて黒川の首を引き寄せる。

「や……もっと………」

「キスばっかじゃ、何にもできないだろ」

「あ…っ」

　シャツはいつの間にかはだけられており、昂こう揚ようし汗あせばんだ素す肌はだを大きな手が撫なで回す。

　黒川は、微かすかにあばらの浮ういた脇わき腹ばらを楽しそうになぞり、両方の胸の先にある小さな粒つぶを親指で押し潰つぶした。

「んんっ……」

「お前からねだったのが初めてだって、わかってるのか？」

　問いかけにこくりと頷くと、黒川は薄うすく笑う。

「もう嫌だっつっても、今日は離してやらねえからな」

「はなさ、ないで…いいっ…ぁあっ、あ、んぅっ」

　指の腹を摺すり合わせるようにして、挟はさんだ粒を揉もみ込まれる。硬かたく尖とがっているばかりだったそこは、やがて赤く色づきぷっくりと膨ふくらんできた。

　胸から生まれる疼うずきは、僕をじりじりと体の中から焦こがしていく。

「つっ」

　時折、強く摘つままれ、チリ、と痛みが走る。執しつ拗ように弄いじられ、感じやすくなったそこに、ふいに濡ぬれた感かん触しよくが触ふれた。

「…っあ！　あ…ぁ……」

　生温かいそれはねっとりと絡みつき、腫はれ上がった乳ち首くびを舐なめ回す。甘あま嚙がみされ、キツく吸い上げられれば、ゾクゾクと背筋に電流が走った。

　下腹部にはすでに熱が溜たまり、昂たかぶりが布地を押し上げている。もどかしさに腰こしを擦こすりつけたくなったけれど、そうする代わりに黒川に甘くねだる。

「も……触さわって………」

「ん？　こっちか？」

「あ…ぁあ…っ」

　黒川は主語のない言葉でも、その意味を汲くみ取ってくれる。服の上から足の間を撫で擦さすられ、ひくひくと腰がわなないた。

「んっ……もっと、ちゃんと……っ」

「あんまり誘さそうな。こっちの辛しん抱ぼうがきかなくなるだろ」

　くたりとなった体から、手荒く服が剝はぎ取られていく。剝むき出しにされた両足を左右に開かれ、浅ましく反応した欲望を黒川の視界に晒さらされた。

「つ…めた……」

　枕まくら元もとに転がしたままだったローションを屹きつ立りつの上から垂らされ、冷たさに腰が跳はねる。ジンジンと熱く疼いているその部分には、温度差が刺し激げきとなった。

　液体は昂りを伝い落ち、後ろのほうまで流れていく。黒川はそのぬめりを秘ひめた窄つぼまりに塗ぬり込め、入り口を解ほぐし始めた。

「あっ……あ、あ、あ……っ」

　同時に濡れた昂りに指を絡められると、そこは更さらに張り詰つめる。そっと指を滑すべらされただけで、どうしようもなく僕の体は打ち震えた。

「感じすぎると、あとが辛つらいんじゃないのか？」

　そんなこと、わかっている。

　だけどいくら揶や揄ゆされても、体はもう僕の意思などきいてはくれなかった。

「はっ、あ…ぁあ、っあ！」

　絡んだ指はいやらしく蠢うごめき、僕の中から官能を引き摺り出していく。裏側を擦られ、先せん端たんを抉えぐるように撫でられれば、ひくひくと内うち腿ももが痙けい攣れんする。

　まだ極きわみには追い上げられていないはずなのに、とろとろと体液が零こぼれ、塗りつけられたローションと混じり合った。

「んぁ…っ、あ、ああ……っ」

　上下に動く指の感触も、やわやわと撫でられる窄まりも気持ちいい。心ここ地ちよさに意識まで蕩けかけた瞬しゆん間かん、黒川は太い指を体の中に押し込んできた。

「……っ!!」

　突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに声も出ない。痛みはなかったけれど、いきなり擦り上げられた内ない壁へきが、走り抜けた快感におののいた。

「や…ぁ、あ、あ…っ」

　何本もの指が沈しずみ込み、震える粘ねん膜まくを搔き混ぜる。異物を飲み込まされている違い和わ感と、体の内側を擦られる奇き妙みような感覚はいつになっても慣れることがない。

　後ろばかりを意識してしまうせいで力が籠こもり、入り込んだ指をキツく締しめつけてしまった。

「そんなにキツく締めるな」

「すいま…せ……」

　力を抜こうにもなかなか上手うまく行かず、意識すればするほど黒川の指に粘膜が絡んでしまう。云いうことを聞かない自分の体がもどかしく、焦しよう燥そう感に煽あおられる。

　黒川はそんな僕を知り、粘膜の中をやや強ごう引いんに指を抜き差ししながら、足の間に顔を寄せた。

「あぁあ…っ」

　裏側を舐められたかと思うと、根元近くまでくわえられる。唾液をまぶすようにしゃぶられ、全身がカッと熱くなった。

　先端にじわりと体液が滲にじんだのが、自分でもわかる。溢れる体液を啜すすられ、いやらしく水音が響き渡わたった。

「ひ…ぁ、あ…っ、あぁ……ッ」

　前に意識が逸それた隙すきをつき、ぐるりと体内を搔き回される。その途と中ちゆう、感じやすい一点を通過され、一ひと際きわ高い声が上がった。

　僕の体を知り尽つくした黒川は、直接そこを責めることはなく、触れるか触れないかという瀬せ戸と際ぎわをなで擦る。

「あ…っ、ふ…ぁ、あっ」

　もう少しで届くのに、というもどかしさに思わず腰が揺ゆれた。

　自ら腰を回すと、触れて欲しい場所に黒川の指が当たる。その気持ちよさに酔よいかけたけれど、黒川は指を引き抜き、わざと焦じらしてきた。

「んぁ……も、や……っ」

　意地が悪いと目で訴うつたえると、黒川は僕自身を生々しく音を立ててしゃぶり、根元の膨らみをやわやわと揉みしだいてきた。

「ああぁ…ッ」

　強すぎる快感に思考まで攫さらわれていきそうで、僕は意味もなくかぶりを振ふる。

「もうイクか？」

「んっ、もっ、無理……っ」

　込み上げてくる衝動をこれ以上、我が慢まんしていられない。

　そう涙なみだ目めで訴えると、黒川は僕の欲望をくわえ直し、強く吸い上げる。それと同時に、浅い場所を抜き差ししていた指が、ぐちゅりと奥に突つき入れられた。

「んー…っ」

　ぶるりと腰が震ふるえたかと思うと、生温かい体液を黒川の口こう腔こうに吐はき出してしまう。

　荒あらい呼吸を継つぎながら絶頂の衝撃に瞑つぶっていた目を開けた僕の視界に映ったものは、何かを嚥えん下かする黒川の姿だった。

「昼もしたから、薄いな」

「……仕方ないじゃないですか」

　揶揄されて、頰ほおが赤らむのを感じる。

　云われて思い出したけれど、店を飛び出す前にも散々抱だかれたのだった。つけ加えるなら、その前の晩も、自らの手で火ほ照てる体を慰なぐさめさせられた。

　それでも、まだ黒川が欲しいと思うこの体は、どこまで貪どん欲よくなのだろう。セックスを覚えたての若造でもあるかのように、欲望はまだ尽きない。

「でも、まだ欲しいんだろ？」

「……誰だれが、こんな体にしたんですか……」

　からかいの言葉が悔くやしくて、そう反論する。それだけでは気持ちが収まらず、僕は体を起こして黒川の体を押しやった。

「奈津生？」

　驚おどろいた声を出す黒川の膝ひざの上に乗り上げ、自分から口づける。

　黒川の舌は、僕の体液の青あお臭くささとローションにつけられた甘味料の味が残っていたけれど、構わず口の中を舐め回してやった。

「んぁ……は……っ」

　キスをしながら胸むな元もとがはだけただけの服のボタンを外し、一枚一枚剝いでいく。

　剝き出しになった肉体は鍛きたえ上げられ、筋肉が張り詰めている。いままでは自分から触れることも躊躇ためらわれたその肌はだに手の平をそっと這はわせた。

　乾かわいているかに見えた肌はしっとりと汗あせばみ、皮ひ膚ふの下で脈打つ鼓こ動どうを伝えてくる。黒川も同じように昂こう揚ようしているのかと思うと、それだけでずくりと体の奥が甘く疼うずいた。

「いやに積極的だな」

「こういうのは、嫌いやですか…？」

　心底驚いたという顔をされ、少しだけ後こう悔かいする。あまりにはしたなさすぎただろうか？

　けれど、僕の体はもっともっとと黒川を求めている。

「嫌なわけじゃないが、少し困るな」

「すいませ───」

「こういう意味で困ると云ったんだ」

　謝りかけた瞬間、腰をぐいっと引き寄せられ、足の間に硬かたいものを押しつけられた。

「あ…っ!?」

　服越ごしでさえ、その凶きよう暴ぼうな昂たかぶり具合がよくわかる。あの圧あつ倒とう的な存在感を思い出し、期待と不安に後こう孔こうがひくりとわなないた。

「そんなに欲しいなら、自分で入れてみろ」

「……はい」

　上うわ擦ずる声で頷うなずいて、黒川のウエストに手をかけた。ベルトを外し、ファスナーを下ろしたその中から猛たけった肉の塊かたまりを取り出す。

　触ふれたそれはすでに熱く、ドクドクと自己主張していた。

　僕は黒川の腰こしを跨またぐように膝で立ち、後ろ手でささえた昂りを後ろの窄まりに押し当てる。熱くて硬い感かん触しよくに、背筋に痺しびれが走っていった。

「んっ……」

　ゆっくりと腰を落とすと、欲望の切っ先が体内にめり込んできた。熱いものに入り口を擦られる感覚がどうしようもなく気持ちいい。

「…っは、あ………」

　内臓が押し上げられるような圧あつ迫ぱく感に耐たえながら体重をかけていき、何とか括くびれた部分までを飲み込む。

　そこで一息ついていると、すうっと内腿を撫なで上げられた。

　ぞわぞわと込み上げてきた感覚に膝の力が抜ぬけて腰が落ち、一気に屹きつ立りつの全すべてが体内に収まってしまう。

「や…っ、んん…っ」

　勢いよく突き上げられたも同然の僕は、ビクビクと欲望を爆はぜさせてしまい、黒川の腹部に白はく濁だくを撒まき散らした。

　めいっぱいに拡ひろげられた中は、ほんの少しの刺し激げきだけでも怖こわいくらいに感じてしまう。いま、自分の中に黒川がいるのだと思うだけで、甘い歓かん喜きが込み上げてくる。

「もう、か？」

「だ…だって……」

　我慢のきかなかった自分の体が恥はずかしく、僕は黒川の言葉に耳まで赤く染め、俯うつむいた。けれど、跨がったいまの体勢では顔を隠かくすことはできず、ますます恥じ入ってしまう。

「いまさら、何を恥ずかしがってるんだ。こんなに締めつけてるくせに」

「やっ……！」

　ぐっと下から硬いものを突き上げられ、ゾクゾクッと背筋に電流のようなものが走る。

　入り込んだ塊の脈みやく搏はくでさえ快感へと変わってしまうというのに、強制的に与あたえられる律動は云うまでもない。

「あっ…うそ、や、あ…っ、ぁあ……っ」

　絶頂の余よ韻いんも引かぬまま、腰をガクガクと揺さぶられ、僕は甘ったるい悲鳴を上げた。

　快感にくわえ込んだ欲望を締しめつけると、今度は内ない壁へきを抉えぐるように穿うがたれる。黒川は僕の腰を摑つかみ、上下に体を揺すり始めた。　>>>♥

「あ、あ…っ、は…っあ、んん…っ」

　激しい抽ちゆう挿そうに、腰のあたりからぐずぐずに蕩とろけていくような感覚に陥おちいる。体の芯しんがなくなってしまったかのようで、心こころ許もとない気持ちにさせられた。

　黒川に縋すがりつくことでどうにか不安定な体を支えることができたけれど、反り返った中心が黒川の鍛えられた腹部に擦こすれ、強すぎる快感は更さらに酷ひどくなる。

「ふぁ…っ、やっ、怖い……っ」

「怖い？　何が怖いんだ？」

「気持ち、よすぎて……おかしくなる……っ」

　切れ切れの吐と息いきでそう告げると、黒川はニヤリと不敵に笑う。

「だったら、もっとおかしくしてやるよ」

　解ほどけかけていた髪かみのゴムをするりと抜かれ、ばらけた髪が顔の横へと落ちてきた。

　頰をなでる髪の感触に気を取られていた一いつ瞬しゆんで再びベッドに押し倒たおされ、足を深く折り曲げられたかと思うと、腰の奥を抉るようにして深く楔くさびを突き入れられた。

「あぁあ…っ、あー…っ」

　絡からみついた粘ねん膜まくから昂りを引き抜かれ、勢いよく戻もどされる。その繰くり返しで生まれる摩ま擦さつに、体中の血液が沸ふつ騰とうした。

　黒川は、感じる場所を抉りながら最さい奥おうを突いてくる。激しい突き上げに、体がシーツの上をずり上がっていってしまい、僕は思わず黒川の背中に爪つめを立てた。　>>>♥

「んぁ…っ、あ、あ、っあ！」

　感じすぎてしまう体を持て余し、首を左右に振ふると、いつの間にか浮うかんでいた涙なみだが眦まなじりから零こぼれ落ちた。

　黒川は零れた涙を唇くちびるで掬すくい、嬌きよう声せいの迸ほとばしる唇に口づけてくる。

「んん……ん、ふっ……」

　捩ねじ込まれた舌に無心に吸いつくと、涙の塩しお辛からさが口の中に広がった。

　乱暴すぎる律動が苦しい。なのに、鋭えい敏びんになった僕の体は噓うそみたいに快感に溺おぼれるばかりだ。感じすぎて焼き切れそうな神経は、僕にはもう制せい御ぎよすることができない。

「あっ……ン、はっ、黒川さん…っ」

　のしかかる男の首にしがみつき、振り落とされそうな体を擦り寄せる。自らも腰を揺ゆらし、繫つながり合った場所を収縮させ、尚なおも愛いとしい人の全てを感じようとした。

「…っや、また……あ、ああっ」

　二度も達したばかりだというのに、また官能が高まってきている。

　ヒクヒクと震える粘膜に意識を向けると、体の中を搔かき回す熱の塊も凶暴さを増し、恐おそろしいほどに猛っているのがわかった。

「もう、イクか？」

「んっ……一人じゃ、や……っ」

　常ならば恥ずかしくて口にできないような睦むつ言ごとを、熱に浮かされ云いってしまう。

　舌足らずに告げた願いを黒川は笑い飛ばすことなく、啄ついばむようなキスで応こたえてきた。

「俺も限界だ」

　掠かすれた声を鼓こ膜まくに落とされ、低いそれは尾びてい骨にまで響ひびいていく。ぶるりと大きく震ふるえた腰を抱かかえ直され、高い位置から深い場所を抉られた。

「ひぁ…っ」

　それまで以上の激しさで腰を打ちつけられ、荒あら々あらしい振しん動どうが僕を高みへと追い上げる。

　一ひと際きわ深く突つき入れられた瞬間、沸騰しきった頭の中が白く霞かすみ、どくんっと欲望を爆ぜさせた。

「はっ、あ、あ、あぁあ…っ！」

「……っ」

　絶頂を迎むかえたのとほぼ同時に、体の奥がじわりと濡ぬれた感触がした。黒川のそれは、大きく弾はじけたあとも力強く脈打ちながら欲望を注ぎ込んでくる。

　ひくひくと痙けい攣れんする粘膜からずるりと楔が引き抜かれ、喪そう失しつ感に喉のどの奥が小さく鳴った。

　大きく息を吐はきながらドサリとのしかかってきた男を受け止め、その汗あせばんだ背中に腕うでを回した。終わりを迎えてしまったけれど、まだこの温ぬくもりを手放したくない。

「……黒川さん」

「ん？」

「まだ、こうしてていいですか…？」

　喘あえぎすぎて掠れた声で訊たずねると、ふっと耳元で笑う気配がした。

「それは俺の台詞せりふだ」

　僕の願いなど、口にすれば他た愛わいもないことばかりなのかもしれない。

　何度も体を重ねたというのに、こうして行こう為いの余韻に浸ひたるのは初めてだった。

　出で逢あってもう半年以上経たつというのに、普ふ通つうの恋こい人びと同士なら当然のことでも僕と黒川との間では経験していないことが多すぎる。

　でもそれは、逆にこれからの楽しみも多いということだ。いままで足りていなかったことは、これから補っていけばいい。

　まずはずっと伝えそびれていた言葉を唇に乗せる。

「……あなたが好きです」

　いつか、本当に対等の存在になったときには、そのときこそ『愛してる』と告げよう。

「俺も、だ」

　不器用な男の返答はストレートなものではなかったけれど、僕には充じゆう分ぶんすぎるほど胸に染しみる。

　背中に回した腕に力を込めると、強く強く抱だきしめ返された。







　　　　　４




「こんばんはー」

「いらっしゃいませ。冬弥さん、今日は早いんですね」

　開店して間もなく現れた常連客に、僕は笑え顔がおを向けた。

　冬弥にしては、珍めずらしく一人での来店だ。

「うん、今日は久々にお店開いてるって聞いたから」

「すいません、気き紛まぐれな店で」

　まるで、営業していることが奇き跡せきのような云い方をされ、僕は恐きよう縮しゆくするしかなかった。

　先日のごたごたのせいで、三日ほど店を休業にしてしまったのだが、その間に足を運んでくれた人はいったいどれほどいるのだろう？

「いいって。奈津生さんにも都合があるんだろうし。大方、あのオーナーと何かあったんでしょ？」

　どうして冬弥には何もかも見み抜ぬかれてしまうのだろう？

　けれど、図星を指されたからと云ってそれを認めなくてはいけないわけではない。僕は頰ほおが熱くなった顔を引きしめ、質問に対する常じよう套とう句くを告げた。

「───企き業ぎよう秘密です」

「あはは、そんな顔で秘密って云われると苛いじめたくなっちゃうよ？」

「……休業してたお詫わびに一いつ杯ぱいご馳ち走そうしようかと思ってたんですが、やめますよ」

　怒おこった顔を作り、そう云うと冬弥は慌あわてて謝ってきた。

「あっ、ウソウソ！　冗じよう談だんだって」

　からかってごめんねと可愛かわいく微笑ほほえまれては、許さざるをえない。

　元々、僕も本気で怒っていたわけではないので、笑顔を返してシェイカーを振る。細身のグラスにカクテルを注ぎ入れ、冬弥の前に出すとその美び貌ぼうがふわりと綻ほころんだ。

　そうして冬弥と談だん笑しようしていると、カランカラン、と店のドアにつけたベルが音を立てた。顔を上げて視線を向けると、そこには苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で黒川が立っていた。

　仕事が終わったら来ると云っていたが、こんなに早いとは思わなかった。この不ふ機き嫌げんな顔は、朝の僕とのやり取りのせいだろう。

「どうなさったんですか？　オーナー」

　わざとらしい呼び方をしてやると、黒川の眉まゆがぴくりと動いた。僕に云いたいことが色々とあったようだが、それら全すべてを飲み込み、理り不ふ尽じんそうに短く告げてくる。

「……上で待ってる」

「はい」

　笑顔で返すと、黒川は不機嫌な顔をしたまま奥へと消えていった。

「……いいの？」

　黒川が現れたのに、店を続けていることが不思議だったようで、冬弥に小声で訊ねられる。

「ええ。たまには待っていてもらいましょう」

「あとで怒られたりしない？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　そのためにこの数日、ずっと話し合いをしていたのだから。

　何に対してもダメだという過保護な黒川を宥なだめすかし、何かあったときはすぐに連れん絡らくを入れるという約束で、店のことには口を出さないでいてもらうという確約を取りつけたのだ。

「……何か、奈津生さん雰ふん囲い気き変わったね」

「そうですか？」

「明るくなった気がする。前の憂うれいのある雰囲気もよかったけど、いまのほうが好きかな。いい顔してるもん」

「またからかってるんですか？」

　冬弥の口説き文句のような言葉に、不本意ながら狼狽うろたえてしまう。動どう揺ようを押し隠かくしながら、云い返すと真面目まじめな顔で答えられた。

「からかってなんかないよ。本気でそう思うんだって。……やっぱ、オーナーに愛されてるから？」

「冬弥さん!!」

「真っ赤だよ？　ほんっと、奈津生さん可愛いなぁ」

「もう…勝手に云いってて下さい」

　他ほかの客の言葉ならてきとうに流せるのだが、冬弥が相手となると、どうも素すの自分に戻もどってしまうらしい。

　まだ冬弥しか来ていないのは、幸いだった。必死に顔を取り繕つくろっていると、また来店を知らせるベルが鳴る。

「いらっしゃいませ」

　僕は新しい客に笑顔を向けた。










「お待たせしました」

「……遅おそい」

「仕方ないじゃないですか、閉店時間は決まってるんですから」

　店を閉じてから二階に上がると、室内がだいぶ煙草たばこ臭くさくなっていた。ベッドに座り、窓を開けて吸っていたようだが、灰皿の上に積まれた吸い殻がらを見れば籠こもった匂においも納なつ得とくできる。

　一箱ぶん以上あるのではないだろうか。

「吸いすぎは体に悪いですよ」

　僕は新たに火がつけられそうになった煙草を取り上げ、ケースの中に戻す。そして、取り返されそうになった煙草を、ケースごとベッドから手の届かないところに置いてしまった。

「別に長生きするつもりはない」

「それじゃあ、僕は一人残されるわけですか？」

「…………」

「それに、煙草の味のするキスはあんまり好きじゃありません」

「……ったく、わかったよ！　減らせばいいんだろう！」

「わかって下さればいいんです」

　にっこりと微笑み、黒川の隣となりに腰こしを下ろすとまじまじと見つめられた。

「……お前、性格変わってないか？」

「元から、こんな性格ですよ？」

　ただ、黒川の前では臆おく病びようになり、云いたいことが云えなくなっていただけで。恋こいをすると人は変わるとよく云うけれど、きっと、それが悪い方向へと作用していたのだろう。

「そういえば、さっきもそんなこと云われました」

「誰だれに」

　ムッとした顔を向けられ、苦笑する。いい加減、客に嫉しつ妬とするのはやめて欲しい。

　僕が好きなのは、たった一人だと告げたのだから。

「冬弥さんっていう、いつも来てる綺き麗れいな方に。オーナーのせいか？　って云われましたよ」

「ああ、あの客か。それで？」

「その先は内ない緒しよです」

「俺には云えないようなことを云ったのか？」

　キツく睨にらまれ、威い圧あつされる。以前は怖こわいと思ったこの瞳ひとみも、拗すねているのだと思えば可愛らしく感じられるのだから不思議だ。

「さあ、どうでしょう？」

「……いい加減、人をからかうのはよせ」

　不ふ貞て腐くされたような顔で云われ、僕はつい笑ってしまった。

　さっき、冬弥にからかうなと云った僕だったけれど、黒川の反応を見ていたら、冬弥の気持ちが少しだけわかった。

　こんなふうに色んな表情が見られるのは、ちょっと楽しいかもしれない。

「大したことは云ってませんよ。てきとうに誤ご魔ま化かしただけです」

「本音はどうなんだ？」

「そんなこと、あなたが一番よく知ってるでしょう？……前の僕のほうがよかったですか？」

　少しだけ不安になって問いかけると、黒川の口の端はしが微かすかに上がった。

「いや？　いまのほうがずっといい」

　黒川はそう云いながら、僕の腰を引き寄せてくる。まだ着き替がえてもいないが、ずいぶんと待たせてしまったことを悪く思い、素直に体を寄せた。

　顔が近づいてくるのを確かく認にんし、先に目を閉じておく。触ふれた唇くちびるは少しかさつき、忍しのび込んできた舌は煙草の味がした。

「───苦い」

　予想していた以上の苦さに、僕は思わず目を開ける。

「放ほうっておいたお前が悪いんだろう？」

　キスの苦さに苦情を云うと、開き直った返事が返ってくる。

　恋人だからこその理不尽な文句の甘さに酔よいながら、僕は黒川の首に腕うでを回して引き寄せた。

「……責任取って相手してあげます」

　囁ささやいた言葉は、吐と息いきごと口づけに奪うばわれる。

　本当は苦いキスも嫌きらいではないと、いつ告げようかと思案しながら、そっと目ま蓋ぶたを下ろしていった。







　あとがき







　はじめまして、こんにちは。藤崎都です。




　今回のトラップシリーズは、『挑発トラップ』『快感トラップ』で脇わき役やくとして出ていた奈津生が主人公となっております。

　個人的趣しゆ味みで長ちよう髪はつにしてみたり、こっそり裏設定などを考えて一人で楽しんだりしていた脇キャラだったのですが「奈津生のお話を読んでみたい」とリクエストして下さった皆みな様さまのお陰かげで、こうして一冊の本にしていただけました。

　私としては書いていてとても楽しかったお話でしたので、皆様にも楽しんでいただけるようでしたら嬉うれしく思います。




　また、今回もイラストは[image: ]川愛先生にお引き受けいただきました。毎回、拙せつ作さくを美び麗れいなイラストで飾かざって下さって、本当にありがとうございます！　カラーももちろんですが、本文のどのイラストも色っぽくて、ドキドキしてしまいます♥

　[image: ]川先生には、お礼の言葉だけでは足りません！　本当にありがとうございました!!

　そして、いつもながらにお世話になった担当様にもお礼（とお詫わび？）を申し上げます。もっと精しよう進じんしますね……。




　最後になりましたが、ここまでおつき合い下さいました皆様、ありがとうございました。

　身辺がごたごたしていて中々お手紙のお返事が書けておりませんが、今年中に何とかできればなぁと思っております。お返事用のポストカードを、季節に合わせて買ったりしてるのですが、溜たまる一方です……すみません……。

　ええと、今年の冬頃ごろにはまたトラップシリーズを書かせていただける予定ですので、よろしければそちらもお手に取ってみて下さいね。

　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇五年六月


藤崎　都　　
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